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平成23年度 犬 山 市 授 業 研 究 会 が め ざ す 研 修
犬山の子は犬山で育てる

１ 犬山市授業研究会のねらい

犬山の教育は、人格の完成をめざし、すべての子どもの学びを保障することを主眼としてい
ます。学校の役割は、すべての子どもの「学び」を保障することであり、教師は、子ども同士、
子どもと教師の温かなふれあいの中で「学び」が深まるように図り、子どもたちに確かな学力
と豊かな人間性を育むように努めなければなりません。そのために、教師は常に研修を心がけ、
自ら学び続ける姿勢を持ち続けることが重要です。学び合う教師集団で、お互いの成果を共有
し合いながら同僚性を育むことで犬山の教育は発展を続けています。

犬山市校長会では、犬山市教育研究会の中に研修部を設け、教師の授業改善の研修装置とし
て、授業研究会を開催しています。授業研究会は、熱意ある各学校の教師が集い、研究的実践
を持ち寄り、交流しながら共に育つことを目標にしています。さらに授業研究会で得られた成
果を各学校の現職教育に還元し、新たな視点や手法を紹介することで学校全体を活性化させる
ねらいも合わせもっています。

【 犬 山 の 教 育 】

【めざす子ども像】
自ら学ぶ力を身につけた子ども

○少人数による学び合い
○認め合い、高めう集団

豊かな学び 確かな学び
・心が通い合う授業 ・少人数学級
・魅力あふれる授業 ・少人数授業

・授業改善学びの
学校づくり

○犬山市授業研究会
○犬山市授業改善交流会 ○教育課程の自主編成
○現職教育の交流 ○学校裁量による学級編制
○要請訪問 信頼される学び ○継続的な授業改善

【めざす教師像】 ・学校・家庭・地域との 【めざす学校像】
連携

自ら学び続ける教師 自立する学校
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２ 基本方針

○確かな学力を形成し、児童生徒が「自ら学ぶ力」を育むための指導方法の工夫改善を目指
した研究的実践に取り組みます。研究的実践とは、仮説をたてて実践し、実践結果を分析
的に評価し指導方法・内容の改善に繋げる一連の取組をさします。

○ 22 年度は、教科別にグループを構成し、児童生徒の発達段階に応じた指導方法の工夫や改
善について追究します。

○子ども同士、子どもと教師の温かな人間関係づくりを大切にした、認め合い高め合う集団
づくりを同時に追究します。

○それぞれが実践した取組を持ち寄り、グループで紹介し合いながら内容を吟味し、成果を
共有することで、教師力の向上につなげます。

○年度末には、グループで取り組んだ内容をまとめて実践資料集として 1 冊の本に著し、成
就感を味わいます。

３ 23年度 授業研究会の日程

今年度の授業研究会は下記の日程と内容で進めました。

期 日 開催時刻 内 容

6 月 1 日（水） 16:00～ 18:00 ｸﾞﾙｰﾌﾟ編成・研究教科設定

7 月 6 日（水） 16:00～ 18:00 仮説と研究の方法を決める

7 月 27 日（水） 14:00～ 17:00 ｸﾞﾙｰﾌﾟによる追究

7 月 28 日（木） 13:00～ 17:00 第 1回 公開授業研究会

9 月 7 日（水） 16:00～ 18:00 ｸﾞﾙｰﾌﾟによる追究

10 月 5 日（水） 16:00～ 18:00 ｸﾞﾙｰﾌﾟによる追究

11 月 2 日（水） 16:00～ 18:00 ｸﾞﾙｰﾌﾟによる追究

12 月 7 日（水） 16:00～ 18:00 ｸﾞﾙｰﾌﾟによる追究

12 月 26 日（水） 13:00 ～ 17:00 第 2回 公開授業研究会

1 月 25 日（水） 16:00 ～ 18:00 ｸﾞﾙｰﾌﾟの研究の内容をまとめる

3 月 2 日（金） 16:00～ 18:00 23 年度成果発表会
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３ 授業研究会の進め方

小グループによる研究的実践を 1 年間継続
して行います。年間を通し、毎月 1 回の割合
で研究会を開催します（年間 10 回を予定）。
小・中学校の垣根をはらい、それぞれの発達
段階に応じた授業改善の在り方を、議論を通
して追究します。研究会の進め方は、各会員
がグループごとに設定した研究テーマに沿っ
た実践を持ち寄り、グループ協議で交流を図
ります。その後、グループによる研究の進捗
状況を全体会の場で報告し、杉江修治先生（中
京大学教授）の指導・助言を受けます。各会
員はそれを自分の学校へ持ち帰り、次の実践に生かす研究的な構えで研究を深めていくことと
します。各グループの研究の成果は、協同教育実践資料として年度末にまとめ上梓します。毎
回の研究会の様子や各グループの研究の取り組み状況を「授業研究会だより」を通して幅広く
犬山市の教員に知らせます。

さらに、年 2 回公開授業研究会（7 月・12 月）を開催し、授業研究会の会員以外にも市内・
市外を問わず広く参加を呼びかけ、子どもの豊かな学びを創る授業づくりについてヒントを掴
むことのできる場を提供していきます。

第２回 公開授業研究会で熱心に協議する参加者
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子どもたちが主体的に学ぶ授業をめざして
発問・指示・課題の研究を通して

河田 改 （犬山市立城東小学校）
前田 実希 （犬山市立犬山南小学校）
新井 孝昇 （犬山市立楽田小学校）
野田 亜希 （犬山市立南部中学校）
澤木 百合香（犬山市立犬山中学校）
三浦 光俊 （犬山市立犬山中学校）

はじめに

子どもたちに「生きる力」を育むことが、学校教育の目標である。授業における「生き
る力」とはどんな姿だろうか。わたしたちは、そのことについて話し合う中で、子どもが
主体的に学べる授業が、「生きる力」を育む授業ではないかという結論に達した。主体的
に学べる授業にするために、何をしていけばいいのかを考えた。その中で、発問・指示・
課題が重要ではないだろうかという意見が大半を占めた。そこで、本年度は「子どもたち
が主体的に学ぶ授業をめざして－発問・指示・課題の研究を通して」というテーマで研究
を進めることにした。

１ 研究の仮説

次のように仮説を設定した。

適切な発問・指示・課題のもとで授業を行えば、子どもは主体的に学ぶ姿を見せてく
れるだろう

そこで、わたしたちは、この仮説のもと、子どもが主体的に学ぶ姿を見せてくれるよう
な発問・指示・課題はどんなものかを追い求めることにした。

２ 子どもたちが主体的に学ぶ姿を見せる発問・指示・課題の条件

常に発問・指示・課題を意識して授業をつくっていった。その中で、子どもが主体的に
学ぶ授業にするために、次にあげるような要素が必要ではないかということが見えてきた。

①単元の流れが分かるようにし、見通しがもてるようにする。
② 1 時間の授業で何をするのかを分かるようにして、見通しがもてるようにする。
③単元全体または 1 時間の授業で何を身につけ、何ができるようになったらいいかを
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具体的に示すようにする。
④教材の内容に関する学習課題だけでなく、学び方に関する取組課題も示すようにする
⑤グループ学習など全員が活躍しやすい場をつくり、仲間とともに学ぶ意欲がもてるよ

うにする。
⑥学んだことが生きる単元を構築し、学んでよかったという実感がもてるようにする。

３ 研究の実際

研究の実際を記述するときに次の 2 点を意識して取り組んだ。

①単元を見通せるように、単元計画に毎時間ごとの実際に子どもに示す題課を示した
②授業記録は、特に形式は定めずに自分の書きやすい方法で記述することにしたが、発

問・指示・課題を具体的に示すことだけは統一した。

これにより、具体的な授業の姿が教師にも子どもにも見えるのではないかと考える。

（１）実践１ １時間の授業で何をするのかが分かり、見通しがもてる授業
「どうぶつ園のじゅうい」光村図書・小学校２年

１）単元名 読んで考えたことを書こう
２）単元の目標
○時間的な順序や事柄の順序を考えながら獣医の仕事やそのわけを読み取ることができ

る。
○文章の中の大事な言葉や文を書き抜き、自分の経験と結びつけて、感想を伝えるとこ

ができる。
３）主体的な学びのための手立て
①本文の読み取りを目的としたワークシートと、感想や気づいたことを文章で書くため

のノートを併用し、読み取る活動と書く活動の双方の充実を図った。
②学習したワークシートはファイルに綴じ、学習の足跡を残すことができるようにする

とともに、ファイルには単元を見通した振り返りシートを添え、単元の流れが一目で
確認できるようにした。

③ノートに感想を書かせる際に、「もし自分が○○だったら、△△の時にどんな気持ち
になるかな」と問いかけ、書く視点を与えた。

④机の配置をコの字型にし、聞き手を見ながら意見を交流したり、近い距離でグループ
ワークに取り組むことができるようにした。

⑤毎時の振り返りを、表情を変えた動物のイラストの色塗りで行い、低学年の児童進が
んで振り返りの活動に取り組めるようにした。

⑥話型を示した「話し合いのプロカード」を教室の前面に掲示し、根拠を明らかに示し、
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聞き手のことを意識した発言をめざした。
４）単元計画

次 時 目標 学習活動 主体的に学ぶための手立て･工夫

１

１

・単元の狙いや流れ
を理解することがで
きる。
・本文のあらすじを
理解し、時間の流れ
に沿って文章が構成
されていることを把
握することができ
る。

○「どうぶつ園のじゅうい」を
通読し、初発の感想を書く。

・範読をし、分からない語句などの
確認を行ってから、感想を書かせ
る。
・感想の書き出しの例を示し、文章
を書くことが苦手な児童でも取り掛
かりやすくする。

「どうぶつ園のじゅうい」
を読んで感想を書こう。

２

○ワークシートに、時間を表す言葉
･大まかな仕事内容･登場する動物の
名前をまとめる。

・机の配置をコの字型にする。
・個人で考える時間を十分にとり、
その後グループで確認をし、全体で
の押さえをするという学習の流れを
授業の導入で示す。

「どうぶつ園のじゅうい」
を読んで、じゅういさんの
しごとをまとめよう。

２

３

・朝行った、「どう
ぶつ園の中を見回
る」仕事の内容と、
目的を読み取ること
ができる。

○第1・2段落を読み、獣医さんが朝
行った仕事の内容を読み取り、どの
ような目的でその仕事を行ったのか
を理解する。

・机の配置をコの字型にする。
・「ペア音読→ワークシートを使っ
た読み取り（個→グループ→全体確
認）→獣医さんの仕事の目的を全体
で確認→ノートに感想を記入」とい
う授業の流れを導入で示し、また毎
時間同じ流れで授業を行い、児童が
次の活動にスムーズに進めるように
する。
・グループでの話し合いや、全体で
の意見交流のときの話型を示す。
・感想を書くときの視点を与えた
り、書き方の例を示したりする。

じゅういさんになったつも
りで、朝、じゅういさんが
どんなしごとをしたか、わ
けもつけてせつめいしよ
う。

４

・見回りが終わるこ
ろ行った、「いのし
しのおなかに赤ちゃ
んがいるか見る」仕
事の内容と、目的を
読み取ることができ
る。

○第3段落を読み、見回りが終わっ
た後に獣医さんが行った仕事の内容
を読み取り、どのような目的でその
仕事を行ったのかを理解する。

じゅういさんになったつも
りで、見回りがおわってか
ら、じゅういさんがどんな
しごとをしたか、わけもつ
けてせつめいしよう。

５

・お昼前に行った、
「にほんざるに錠剤
を飲ませる」仕事の
内容と、目的を読み
取ることができる。

○第4段落を読み、お昼前に獣医さ
んが行った仕事の内容を読み取り、
どのような目的でその仕事を行った
のかを理解する。

じゅういさんになったつも
りで、お昼前に、じゅうい
さんがどんなしごとをした
か、わけもつけてせつめい
しよう。
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６

・夕方に行った、
「異物を飲み込んだ
ペンギンの手当てを
する」仕事の内容
と、目的を読み取る
ことができる。

○第5段落を読み、獣医さんが夕方
行った仕事の内容を読み取り、どの
ような目的でその仕事を行ったのか
を理解する。

じゅういさんになったつも
りで、夕方、じゅういさん
がどんなしごとをしたか、
わけもつけてせつめいしよ
う。

７

・一日の終わりに行
った、「今日あった
出来事や動物の様子
を日記にまとめる」
仕事の内容と、「お
風呂に入る」ことの
目的を読み取ること
ができる。

○第6・7段落を読み、一日の終わり
に獣医さんが行った仕事の内容を読
み取り、どのような目的でその仕事
を行ったのかを理解する。

じゅういさんになったつも
りで、一日のおわりに、じ
ゅういさんがどんなしごと
をしたか、わけもつけてせ
つめいしよう。

３

８
・
９

・「どうぶつ園のじ
ゅうい」を読み、い
ちばん心に残った場
面について、理由を
明らかにして感想を
書き、伝え合うこと
ができる。

○「どうぶつ園のじゅうい」の中
で、一番心に残った場面について、
理由を明らかにして、感想を書く。

・書き方の例や、上手に書けた児童
の感想を示す。

「どうぶつ園のじゅうい」
の中で、一ばんこころにの
こったばめんを書こう。

○書いた感想を、グループ内や
全体で伝え合う。

・グループ内での伝え合いでは、班
長を司会にして進める。

「どうぶつ園のじゅうい」
の中で、一ばんこころにの
こったばめんをつたえ合お
う。

10
・
11

・時間の流れや、仕
事の目的を意識し
て、自分の係りの仕
事を説明する文章を
書き、伝え合うこと
ができる。

○時間の流れや、毎日行う仕事か必
要に応じて行う仕事かなど、仕事の
目的を意識しながら自分の係りの仕
事を説明する文章を書く。

・同じ係りの仕事の児童同士でペア
･グループを作り、相談しながら書
く。

自分のかかりのしごとのレ
ポートげんこうを書こう。

○自分の係の仕事について説明した
文章を、聞き手を意識して発表す
る。

・机の配置をコの字型にする。

レポーターになって自分のか
かりのしごとをつたえよう。
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５）授業記録 「どうぶつ園のじゅうい」第4時

目標：見回りが終わるころに行った、「いのししのおなかに赤ちゃんがいるか見る」
仕事の内容と、目的を読み取ることができる。

本文に書かれている内容の読み取り（ワークシート）

発問１：昨日は、獣医さんが「いつ」やった仕事について考えました。今日は「いつ」
のことについて書かれた場面を読もう。表を見て確認しましょう。

この発問で、前時の振り返りと、本時に学習する場面を確認する。図 1 は第 2 時で学
習したワークシートで、獣医さんの仕事について、①いつ、②大まかな仕事内容、③登
場する動物、についてまとめたものである。

図１ 表のワークシート

12

・動物や自然に興味
をもち、自然科学に
ついて書かれた図書
を進んで読もうとす
る。

○図書館で自然科学に関する図書を
探し、読む。

・授業の導入で、教師が用意した自
然科学に関する本を読み聞かせる。

としょかんで、しぜんにつ
いて書かれた本をさがし、
ともだちにしょうかいしよ
う。
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全員に参加意識をもたせる

指示 1 ワークシート（図 2）を配付する）今日の場面、教科書 112 ページ 1 行目～ 112

ページ 9 行目をペアで音読しましょう。終わったペアからワークシートに取
りかかるので、獣医さんがどんな仕事をしたか、理由についても考えながら読
むことができるといいですね。

ペアで交互読みをさせ、互いに評価しながら音読ができるようにする。また、音読が
終わった後の指示まで与えることで、子どもたちが自ら次の活動に進むことができる。

ワークシートの記入は個人で行い、困っている児童には教科書のどこに着目すればよ
いか助言をする。ワークシートが終わった児童には、ペアや席の前後で確かめを行うよ
うに個別に声をかける。

図２ 使用したワークシート（4／12時間目）

指示２ ワークシートの内容をグループで確認しましょう。後で、全体でも確認する
から、どこのグループが一番上手にまとめられるかな。

教室の前に掲示されている「話し合いのプロカード」を参考に、「○ページの△行目に
～～と書いてあるので、ここには～～と書きました」と、本文のどの場面から分かる、根
拠を明らかにしながら確認するように指示する。

グループで確認させるため、全員の参加度が上がり、一人 1 回は発言ができる。
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指示３ では、ワークシートの内容をみんなで確認しましょう。

グループでの発表と同様に、根拠を明らかにして本文の内容を確認する。
上手に発表することのできる児童をモデルとして示すことで、クラス全体で話し合いの

レベルの向上をめざす。

説明１ 獣医さんがどんな様子で「いのししのおなかに赤ちゃんがいるか見る」仕事
をしていたのか、動作化を交えて説明する。

児童を 2 人指名し、教師と3人で獣医･飼育員･いのししの役を演じ、どんな様子で仕
事をしているのか、読み取りが苦手な児童でもイメージをつかむことができるように視
覚的に説明する。

「さぐる」や「そっと当てる」といった、言葉の意味やニュアンスが伝わるように心
がける。

発問２ 今確認した、獣医さんが「見回りが終わるころ」にやった仕事は、毎日やる
仕事かな。それともこの時だけたまたまやった仕事かな。理由もいえるように
しよう。

「見回りが終わるころ」に行った、「いのししのおなかに赤ちゃんがいるか見る」仕
事の目的・意図が何かを考えさせる。

ワークシートに自分の意見（毎日 or この日だけ）を記入させてから意見を交流する。
「話し合いのプロカード」を参考にして、読み取って分かったことや、自分の経験を

もとに、「僕は、毎日やる（この日だけやった）仕事だと思います。わけは、○○だか
らです」と理由を明らかにした発表ができるようにする。

授業で出された意見
〔毎日〕
・いのししは毎日動物園にいるから。
〔この日だけ〕
・赤ちゃんは毎日生まれるわけではないから。
・p.112 の 1・2 行目に「しいくいんさんによばれました」と書いてあるから。
・飼育員さんに呼ばれなかったら、この仕事はやらなかったと思う。

説明２ 「いのししのおなかに赤ちゃんがいるか見る」仕事は、飼育員さんに呼ばれ
たから行った仕事ですね。なので、この仕事は毎日やる仕事ではなくこの日
だけ、たまたま行った仕事です。
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本文を読み、感じたことを文章で書く（ノート）

発問３ 今日の場面を読んで、みんなが獣医さんだったらいのししのおなかに赤ちゃ
んがいることが分かったとき、どんな気持ちになるかな。ノートに書きましょ
う。

「今日の感想を書きましょう」という広がった指示ではなく、感想を書く視点を絞っ
て指示する。

発問４ では、書いたことをみんなに発表できる人。

挙手をして発表する。
���������

・元気な赤ちゃんが生まれてほしい。
・飼育員さんに呼ばれたら、びっくりすると思うけど、赤ちゃんがいることが分かって

うれしいと思う。
・私の家の猫が赤ちゃんを産んだときに、すごくうれしかったから、うれしいと思う。
・赤ちゃんがいるかを見るだけで、飼育員さんと協力して大変だったから、これからも

っと大変だと思う。

指示４ 振り返りカード（図 3）に今日の振り返りをしましょう。

図３ 振り返りカード
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６）考察
今回の実践では、子どもたちが「次に何をすれば授業のゴールに近づくのか」を理解し

た上で授業に臨むことで、子ども主体の授業実践ができるのではないかと仮定した。そこ
で、子どもたちが主体的に活動できるような指示や発問をめざして授業を行った。

音読→ワークシートによる文章読解→ノートに自分の考えをまとめる、という毎時間の
授業のパターンを作ることで、低学年でも簡単な指示で次の活動に進むことができた。ま
た、授業の流れがパターン化されていたので、授業が進むにつれて「次の読み取りのため
に、大事なところに気をつけて音読をしよう」「理由も一緒に発表しなければいけないか
ら、どこに何が書いてあるか考えながらワークシートを書こう」と一つ一つの活動に深み
が出てきた。

グループや全体での話し合いに先立っては、話し合いの手順や話し方をできるだけ丁寧
に指示し、話し合いの途中で教師が指示を与えなくてもいいように心がけた。ただし、子
どもたちだけでの話し合いでは、視点がずれたり、深まりがなかったりすることも多いの
で、その場合には教師側から意見を投げかけ、軌道修正を行った。

この単元では、読み取りのほかに「書く」ことにも力を入れて実践した。音読は好きで
も、感想を書くことは苦手という児童も少なくなく、はじめは文章を書くことに抵抗感を
もつ児童も見られた。しかし、どんなことを書けばよいのか視点を絞った発問をしたり、
書き方の例を提示してから書かせたりした結果、どの児童もノートに感想を書くことがで
きるようになった。

低学年の児童が、45 分間集中して主体的に授業に取り組める手立てとして、楽しみな
がら学習に取り組める工夫も行った。毎時間の振り返りカードには動物のイラストを使っ
たので、子どもは進んで振り返りの活動を行っていた。

低学年の子どもは素直で、楽しいと感じればどんどん自ら学ぼうとする意欲にあふれて
いる。その反面、何をしたらよいか分からないと感じた途端に、その意欲を失ってしまう。
低学年の子どもたちが主体的に学ぶためには、一つ一つ丁寧な道しるべが必要だろう。感
想を書かせるにしても、「何でもいいから書きましょう」といった広がった指示ではなく、
ある程度視点を絞って指示を与えたほうが書きやすいのではないだろうか。今後も子ども
の主体的な学びをめざし、よりよい指示や発問を精選していく必要がある。

（２）実践２ 単元全体または１時間の授業で何を身につけ、何ができるようになったら
いいかを具体的に示す授業 「アップとルーズで伝える」光村図書・小学校
４年

１）単元名 説明のしかたについて考えよう
２）単元の目標
○伝える相手や目的に応じて、情報の材料や選び方や表現方法が異なっていること気に

づき、自分が表現していくときに役立てようとする。
○文章全体の構成と段落との関係を理解することができる。
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○写真と対応した部分に注意して読み取り、アップとルーズのそれぞれの特徴をまとめ
ることができる。

○典型的な接続表現の意味を理解することができる。
３）主体的な学びのための手だて
①個を大切にした授業展開
課題解決にせまるために、個の時間、（ペアの時間）、グループの時間、全体の時間と

いうように、一人一人が自分の考えをもちながら学習できるような段階をふんだ授業展
開を行う。
②めあての明確化
単元全体と 1 時間のねらいを明確にし、何を身につけるのか、何ができるようになっ

たらよいのか、目標が子どもに分かりやすい形で示す。
③発表方法の工夫
課題解決の基盤をグループとし、個々の考えをもち寄って話し合いに参加させる。全

体への発表者を一人にしぼるのではなく、グループの全員が一言でも良いので発表に関
わるような仕組みでグループの話し合いを進めさせる。
④ワークシートの活用
ワークシートを用いることで、本文読解への時間が短縮され、単元の目標である「上

手な説明のくふう」について考える時間を多く設ける。
⑤ホワイトボードの使用
グループ内で出た意見を集約しやすいように、発表の準備も兼ねてホワイトボードも

用いて考えをまとめるようにさせる。
⑥グループでの役割分担
グループでの話し合いが円滑に進むよう、日替わりで「司会」「時間」「記録」「意見」

「回収」というように役割を決める。
⑦タイムスケジュールの掲示
1 時間の中で何をやるか授業のはじめに提示することで、子どもは何をすればよいの

か見通しをもつことができ、教師が指示を出す手間や時間を省くとともに、子どもが集
中して学習に取り組めるようにする。
４）単元計画

次 時 目標 学習活動 主体的に学ぶ手立てや工夫
・本文を通読し、何につい ○単元のねらいや流れ、学 ・初発の感想は、小さなメ
ての文章かを大きくつかみ、習活動の概要を知り、見通 モ用紙を配付し、書き終え
初発の感想をもつことがで しをもつ。 た後に回収したら、一枚の

１ １ きる。 これからの学習の計画を 紙に全員分貼り付け、印刷
・単元のねらいや流れを理 立て、説明のしかたにつ してから再び子どもたちに
解することができる。 いて考えよう。 読ませる。

・段落相互の関係を考えな ○音読しながら段落を確か
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がら読み、文章の組み立て め、文章と対応する写真を
２ について考える。 考える。

写真のもつ役割について
考え、その良さを知ろう。

・第三段落までを読み、写 一、二、三段落を読み、 ・ワークシートの活用。
真と文章の対応や、第一・ 説明の工夫を友達に伝わ ・本時の流れの掲示。
二段落と第三段落の関係を るように説明しよう。 ・ホワイトボードを用いて

３ とらえる。 ・写真と文章を対応させな のグループでの話し合い。
・「上手な説明のしかた」 がら読む。
を見つける。 ・「アップ」と「ルーズ」

という言葉の意味を考える。
・説明の工夫を考える。

・第四段落から第六段落ま アップとルーズのちがい ・ワークシートの活用。
でを接続語に注目しながら が分かる工夫を友達に伝 ・本時の流れの掲示。

４ 読み、対比の関係をとらえ わるように説明しよう。 ・ホワイトボードを用いて
る。 ・「アップ」と「ルーズ」 のグループでの話し合い。
・「上手な説明のしかた」 の長所と短所を理解する。

２ を見つける。 ・説明の工夫を考える。

・第七・八段落を読み、内 「アップ」と「ルーズ」 ・ワークシートの活用。
容と段落の役割をとらえる。 についての説明がよく分 ・本時の流れの掲示。
・「上手な説明のしかた」 かる工夫を友達に伝わる ・ホワイトボードを用いて

５ を考える。 ように説明しよう。 のグループでの話し合い。
・筆者の伝えたいことにつ
いて考える。
・説明の工夫を考える。

・段落相互の関係を理解し、 段落の役割について考え、 ・ワークシートの活用。
文章全体の構成をつかむ。 文章全体の段落構成図を ・本時の流れの掲示。

書こう。 ・ヒント語句の提示。
６ ・段落の内容を短くまとめ

て文章全体を見直す。
・段落の役割を考える。
・段落構成図を書く。
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・写真と文章の対応関係や 筆者の表現の工夫につい ・ワークシートの活用。
７ 段落相互の関係、全体構成 てまとめ、自分の表現に ・今までのワークシートの

などを改めてとらえ直し、 生かそう。 見直し。
説明の工夫について考える。・上手な説明のしかたを書

きまとめる。

・テレビや新聞、雑誌など 身の回りのもののアップ ・ワークシートの活用。
から、「アップ」と「ルー とルーズの使われ方から、 ・関心をもつ資料の収集。

３ ８ ズ」の使われ方を見つけ、 そのよさを考えよう。
使われている意図やその良 ・自分で見つけたアップと
さについて考える。 ルーズの使われ方を確かめ、

その良さを考える。
５）授業記録 4 ／ 8 時の展開
①目標
第 7 段落と第 8 段落を読み、段落の役割を考えながら、筆者の上手な説明の工夫を見

つけ友達に伝えることができる。
②指導過程

主な学習活動と予想される児童の反応 形態 指導・支援【学び合う姿の評価】
１ 本時の学習のめあてと学習の流れを確認す 一斉 ・7、8 段落において、筆者が用いて

る。 4 分 いる説明の工夫をまとめ、友達に分
かってもらえるように説明する最終
目標を伝える。

「アップとルーズ」についての説明がよく分かるくふうを友達に伝わるよう
に説明しよう。

２ 7、8 段落を音読する。 ペア ・何が書かれているか確認しながら音
2 分 読を行うよう伝える。

３ 課題解決に向けて読み取りをする。 ・一つ目の●では、6 段落と 7 段落を
比べて読むことで、その違いや共通点

（1）ワークシートの二つ目の●までをうめる。 個人 がないか考えるよう助言する。
6 分 ・二つ目の●では、「筆者の主張を一

言で言うとズバリ何であるか書いてみ
よう」と問いかける。

（2）ワークシートに書き込んだことをペアで ペア ・分からない点や自信のもてない点に
確認する。 5 分 ついては、積極的に聞き合うよう指示

する。
（3）ワークシートの二つ目の●までを全体で 全体 ・ペアで確認し合ったことを自信をも

確認する。 7 分 って全体に伝えるよう言葉をかける。
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・6、7 段落の類比と筆者の主張をおさ
える。
【筆者の主張を読み取ることができた
か。】

（4）ワークシートの三つ目の●をうめる。 個人 ・どのような説明の方法が分かりやす
5 分 かったかを見つけるよう促す。

（5）個人で見つけた「アップとルーズ」につ グループ ・発表するときは、班の全員が一言で
いての説明がよく分かる工夫を、分かりや 10 分 もいいので関わるよう伝える。
すく伝えられるよう話し合う。 ・できるだけ分かりやすく伝えるため
・筆者は一番言いたいことは最後の段落で に、具体例をあげながら説明するよう
書いているね。 言葉がけをする。
・テレビの話だけじゃなくて、写真や新聞 【友達により分かるように伝えようと
の話も出てきているね。 いう気持ちで話し合い、発表の準備に
・いろいろな例をあげた方が、伝わりやす 関わることができたか。】
いんじゃないかな。

（6）ペアグループで見つけた工夫を発表する。 全体 ・聞くグループは、聞く姿勢をとるよ
4 分 う伝え、自分のグループの考えとの相

違点を考えながら聞くよう伝える。
４ 本時の学習内容をふりかえり、次時の学習 全体 ・本時の学習で分かったことを振り返

につなぐ。 2 分 る。
・例をあげて説明している。 【筆者がどのような点を工夫しながら
・最後に、一番伝えたいことをまとめて書 説明をしているか気づくことができた
いている。 か。】

③評価
筆者の主張を読み取り、第 7 段落と第 8 段落での段落の役割を考えながら、見つけた

筆者の上手な説明の工夫を友達に伝えることができたか。
６）考察
グループで話し合う場面では、お互いの意見を聞き合い、よくまとめていた。発表形式

を誰か一人の発表者にしぼるのではなく、グループ全員が一言でも良いので発表に関わる
という約束によって、学び合う雰囲気が作られていたように感じる。しかし、せっかくタ
イムスケジュールを提示してあるのに、活動中に子どもの質問に受け答え等をしてしまい、
教師の発言によって、子どもたちの活動を迷わせてしまう場面があった。子どものためを
思っての発言ではあっても、余計な回りくどい説明などは極力控えるべきであると感じた。
また、活動に困るような子どもを出さないためにも、やはり、授業のはじめに流れをしっ
かり押えておくべきである。そのために、授業の流れを提示した後、質問の時間を設ける
などの工夫が必要である。

ワークシートを使用することによって、内容読解にかける時間が短縮できた。しかし、
なかなかワークシートに記入することができない子どももいた。ワークシートに一部の言
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葉を入れたり、手助けとなるヒントカードを用意したりするとよかったのではないかと思
う。また、「上手な説明のしかた」を見つけることを 1 時間ずつの目標としていたため、1

時間の内容が盛りだくさんだったので、時間をかけるところとそうでないところを見極め、
もっと大胆な時間短縮を実践してみてもよかったかもしれない。そのためにもワークシー
トの見直しが必要である。

めあてにもあるので、グループ発表の前に「伝わるように話すこと、友達の発表をしっ
かり聞くこと」と一言声をかけると、最後のまとめまでしっかりと活動することができた
のではないか。

今後の課題としては、学習ルールの見直しが必要である。質問してよい時間と考えな
くてはならない時間、友達と相談してよい時間と自分で考える時間などというように、学
習に集中して取り組めるような体制を作りたい。また、4 年生までにどのような学習をし
ているか、どのような言葉を使って学習しているのか、こちらが理解しておく事の大切さ
を再確認した。それらをよく把握して授業をしていかなくてはいけない。ヒントの出し方
や発問一つで授業の展開が変わっていくと思うので、臨機応変に対応していきたい。

（３）実践３ 学んだことが生きる単元を構築し、学んでよかったという実感をもたせる
授業 「グラフや表を引用して書こう」光村図書・小学校５年

１）単 元 名 説得力のある意見文を書こう―考えの裏付けとなる資料を引用して書く
２）単元の目標
○意見文において資料を引用することの効果を考える。
○グラフや表を引用して、自分の意見の根拠として意見文を書く。
○意見文を発表し合い、資料の適切さについて助言し合う。
３）主体的な学びのための手立て
①子どもたちが学習内容について、学びたい、学んでよかったと感じること
まず、前の単元や、生活が次の学習内容への興味を高める場となるようにすること。そ

して、学んだことが、次の単元や、多領域、他教科、実生活で役立つことで、学んでよか
ったという実感を得ること。これらによって子どもが主体的に学むとともに、次の学びの
意欲につながると考えた。

前単元「説明のしかたについて考えよう」では、筆者がグラフ、表、図、写真を用いる
ことで、読者に分かりやすく伝えていることを学習した。本単元では、文章以外の資料の
効果について考えたことを単元の導入とし、説得力のある意見文を書くために、意見の裏
付けとなる資料を引用することの効果について考える。

さらに、社会科とかかわらせて、そこでの学習成果を活用する。社会科では、自動車を
つくる工業について学習している。この単元の終わりに、環境や人にやさしい車づくりの
工夫や努力について学習する。そこでは、これからの自動車づくりに求められることにつ
いて自分の考えを意見文に書き、学習のまとめとする。その折に、国語科で引用を取り入
れた意見文の書き方について学習したことを活用し、意見の裏付けとなる資料を探し、引
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用して意見文を書く。
②子どもたちが思考の過程をつぶやき、気軽に聞き合い支え合う環境があること
学習環境として、疑問やひらめきをつぶやきやすい場が必要と考え、ほとんどの授業で

グループ学習を取り入れている。発表し合うためのグループではなく、ともに考えるため
のグループである。教師から教えてもらうのを待つのではなく、4 人グループという話し
やすい場で、疑問や何気ないひらめきを伝え合うことができるようにしてきた。同時に、
大切なことは自分が分かったかどうかだという意識をもたせ、分からないことを分かるた
めにどうするかを考えさせてきた。グループ学習という気軽に聞き合い支え合う環境では、
自らが知るべき情報を得ようと主体的に活動することが自然にできると考えている。

本単元においても、グループ学習を基軸として学習を進めた。とりわけ第 1 次では、
グループ内での交流により、テキストを多角的に読むことができるようにした。第 3 次
では、書いた意見文をグループ内で検討し合い、学習の成果を自覚できるようにした。

４）単元計画
次 時 目標 学習活動 主体的な学びのために

・説得力のある意 ・前単元の学習を振り返る。 ・前単元の学習の成果
見文を書く書き方 説得力のある意見文の書き が役立ったという意識
について考え引用 方について考えよう。 をもたせる。

１ １ の効果を理解する ・引用しているテキストと引 ・グループ内での交流
ことができる。 用していないテキストを比べ、 によりテキストを多角

引用の効果を考える。 的に読むことができる
・出典を示すことの意味を考 ようにする。
える。

・これからの自動 ・環境や人にやさしい自動車 ・学習したことを発展
車づくりに求めら づくりの工夫があることを学 させて考えさせる。
れることについて 習したことを振り返る。 ・グループ内交流によ

２ 自分の意見をもつ これからの自動車づくりに り、考えを深めること
ことができる。 求められることは何か考え ができるようにする。

よう。
・グループで考えを交流する。
・意見文にまとめる。

・引用を使った意 ・意見文を読み合う。 ・説得力のある意見文
見 文 の 文 章 構 成 もっと説得力のある意見文 にするにはどうすれば
や、グラフや表説 にするにはどうすればよい よいかを、意見を交流
明の仕方を理解す か考えよう。 しながら考えるなかで、
ることができる。 ・引用の効果を考えたことを 引用を使った書き方を

２ ３ 振り返る。 理解しようとする意欲
・引用を使った意見文の構成 をもたせる。
を理解する。 ・文章構成について、
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・グラフや表を説明するとき グループで確認するこ
に書くことを理解する。 とによって、理解でき

るようにする。
・考えの裏付けと ・考えを裏付けるためにどの ・統計資料が載ってい
な る 資 料 を 見 つ ような資料が必要かを考える。 る本を学校図書館、公
け、注目する言葉 ・統計資料が載っている本か 立図書館から借り、資

４ ・数値やそれらが ら、必要な資料を見つける。 料を探すことができる
意味することを読 ・資料から必要な情報を読み ようにする。
み取ることができ 取り、ノートにメモする。 ・グループ隊形で学習
る。 する。
・考えの裏付けと ・ノートのメモを見て書くこ ・引用について学習し

なる資料を引用 とを確認する。 たことを活用する。
５ して、意見文を 資料を引用して説得力のあ ・グループで相談しな

書くことができ る意見文を書こう。 がら書くことができ
る。 ・2 回目の意見文を書く。 るようにする。

・引用しないで書 ・単元の学習内容を振り返る。 ・二つの文章を見比べ、
いた意見文と、引 意見文を読み合い、文章の 友達からもよくなった
用を使ったものを 書き方や引用した資料につ 点を指摘してもらうこ
比べて、よくなっ いて、意見や感想を交流し とにより、学習の成果
た点や資料の適切 よう。 を実感できるようにす

３ ６ さについて考える ・1 回目に書いた意見文と、2 る。
ことができる。 回目に書いたものを見比べて ・適切な資料を選ぶこ

よくなった点を考える。 との大切さについて、
・引用した資料が考えを裏付 交流のなかで気がつく
けるものとして説得力があっ ことができるようにす
たか検討する。 る。

５）授業記録
第１次の様子
まず、「『天気を予想する』の学習ではどんなことがわかった？」と問いかけ、前単元

での学習を振り返った。隣の席の友達と振り返りを交流した後、全体に発表させた。子ど
もからは、教材文の内容から得た知識のほか、「説明に表やグラフを用いることで、読者
にわかりやくすなることがわかった」などの意見が出された。

ここで、教科書を開く前に、子どもたちに右のような文章〈例二〉を渡した。教科書の
〈例〉から、資料の引用と数値を除いたものである。子どもたちに、「読んでどう思った
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か聞くよ」と伝えた。
グループ内で思ったことを交流した後、

全体へ発表させると、前単元で学習した
ことを視点にして、意見を発表すること
ができていた。「はじめに意見が書いて
あって分かりやすい」という意見もあっ
たが、「図、表、写真があるといい」と
いう意見を受けて、「この文章の分かり
にくいところはどこか」と問いかけ、グ
ループ内で交流させた。

グループ内で話題になったことを発表
させると･･･

Ｃ１ 「たくさんいます」というのが、
どれくらいいるのか示すとよい。

Ｃ２ 「排出量が減っています」とい
うのがどれくらい減っているのか･
･･

Ｃ３ どういうふうに減っているのかが分かるように書く。

などの意見が出された。さらに問いかけた。

Ｔ１ 「ごみを出さないようになってきている」って書いてあるよね、「ごみを出さな
いように心がけている人がたくさんいます」って書いてあるよね、「日本全体の排
出量もだんだん減っている」とも書いてあるよね、これ、納得できた？
（子どもたちは首を横に振る）

Ｔ２ なんで（納得）できないの？
（いくつかのつぶやき）

Ｔ３ Ｋ、今つぶやいたことみんなに言ってみて。
Ｃ４ そのことが本当なのかが信じられない。
Ｔ４ Ｋの意見に賛成の人。

（3 から 4 分の 1 ほどの子どもたちが挙手した）

ここで、子どもたちに 2 枚目のプリントを配った。〈例三〉と題された文章で、これは、
教科書の〈例〉とまったく同じ文章だが、出典の記述のみが削除されたものである。「〈例
二〉と〈例三〉を比べながら読んでください」と伝えた。

比べて考えたことをグループ内で交流し、さらに、全体でも交流した。
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Ｃ５ グラフがあるので分かりやすい。
Ｃ６ （年ごとの数値を）表に示すとさらによい。
Ｃ７ 自分の思ったことが書かれている。
Ｔ５ Ｋが「本当かなあ」って思うって言ったことについてはどう？
Ｃ８ 信じられる。
Ｃ９ なるほどって思う。

〈例二〉と〈例三〉を比較したことによって、資料を引用して説明することの効果を実
感することができた。Ｋのつぶやきを全体で取り上げたことにより、交流に深まりが生ま
れた。

そこで、さらに子どもたちに問いかけた。出典を示すことについて考えさせたかったか
らである。

Ｔ６ 〈例三〉の文章にもまだ足りないものがあると思うんだけど。
Ｃ10 写真。
Ｃ11 表。
Ｔ７ ほかの資料を付け加えること以外で。
Ｃ12 問いかけ。
Ｔ８ 文章の組み立てでもなく。
Ｃ13 カラー。
Ｃ14 題名。
Ｃ15 筆者の名前。
Ｔ９ ほかには？

子どもたちは新しい知識を獲得しようと、活発に発言していた。

Ｔ10 教科書の〈例〉と比べてみて足りないところ見つからない？

教科書の〈例〉の文章を見るように促した。
グループの中でつぶやき合っている。Ｃ 16「あ、わかった。下のところに 環境調べ

って書いてある」、Ｃ 17「あ、これか」、Ｃ 18「これもじゃん」、Ｃ 19「山田図書！？」･
･････

Ｔ11 見つかった？
Ｃ20 最後に〈参考〉っていうのがある。
Ｔ12 （黒板に貼示した〈例三〉のグラフの下を指し）最後ってここ？ここにはどんな

ことが書いてある？
Ｃ21 グラフの下の「統計から日本を見てみよう」っていうの。
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Ｔ13 （黒板に貼示した〈例三〉の〈参考〉を指し）ここにはどんなことが書いてあ
るの？

Ｃ22 どんな本にのっていたか。
Ｔ14 それが書いてあるとどんないいことがある？
Ｃ23 これを読んでもっと知りたいなと思った人は〈参考〉の本とか読んで、もうちょ

いくわしく調べられる。
Ｔ15 教科書の〈例〉のように、自分の意見の根拠を示すために、ほかの本などからの

資料や文章を載せることをなんて言うか知ってる？
・・・だれも知らなかった。黒板に「引用」と書いた。

Ｔ16 引用とするとどんないいことがあることが分かりましたか？ ノートに書いて
おこう。

二人の児童に発表させると、

Ｃ24 さらに調べようと思うところがいいところ。
Ｃ25 引用があると信じられるし分かりやすい。
Ｔ17 説得力のある意見文を書くためヒントが一つ見つかったんじゃないかな。

ノートに振り返りを書いた。引用のよさについて触れた振り返りが多くあった。前単元
で学習したことを活用することで、根拠を示す資料を使って説明することの効果を実感す
ることができた。さらに、「引用」という語彙と結びつくことで、引用を積極的に受け止
めることができた。しかし、自分が文章を書くときにも使おうという意識まで高められな
かったことが授業者としての反省である。

出典を示すことについて、「だれかが書いたものを勝手に使わないようにするため」な
どの反応を予想していたが、子どもたちはもっと知りたいと思ったときに調べることがで
きるという意味を見出していた。これは、出典を示すことを肯定的に受け入れていること
の表れであると考え認めた。

第２次の様子
社会科では「自動車をつくる工業」について学習し、そのまとめとして、「きみたちは

これからの自動車づくりにはどのようなことを求められると思う？」と投げかけ、それぞ
れの考えを文章にまとめることとした。

子どもは、排出ガスを出さないこと、事故を起こさないこと、お年寄りでも安全に運転
できることなどの意見をまとめた。子どもは、自分の意見を始めに述べ、そう考える理由
を書いていた。Ｂ 4 の用紙の半分ぐらいの文章を書いた子どももいたが、多くの子ども
は、どのように書くか悩んでいる様子が見られた。

次に、意見文をお互い読み合った。そして、子どもたちに問いかけた。

Ｔ１ いい意見文ってなんだろう？
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Ｃ１ 分かりやすい。
Ｃ２ 「なるほど」と思ってもらえる。
Ｃ３ 「賛成！」って言ってもらえる。
Ｔ２ そういう意見文を書くにはどうしたらいいと思う？
Ｃ４ 問いかけを入れる。
Ｃ５ 表を入れる。
Ｃ６ 写真を載せる。
Ｃ７ グラフを入れる。

･･････
Ｃ８ 「引用」だ！。
Ｔ３ このまえ国語で学習したことが生かせそうだね。国語の教科書をもう一度見てみ

よう。

国語の教科書の〈例〉をもう一度読んで、引用を使った文章の構成や、グラフや表を説
明するときにはどんなことを書くとよいかを学習した。引用を使って意見文を書きたいと
いう思いが、書き方を理解しようとする意欲になっていた。

そして、自分の考えを裏付けるためにはどのような資料が必要か考え、資料を探した。
学級文庫や学校図書館の蔵書、新聞だけでなく、市立図書館にお願いして、統計資料の載
っている本を50冊ほど借りた。資料から、必要な情報を読み取るとともに、注目する数値
や、そこから分かることをノートにメモした。

考えの裏付けとなる資料を引用して、もう一度、これからの自動車づくりに求められる
ことは何かについて意見文を書いた。全員が資料を引用して意見文を書くことができ、1

回目では 2 行しかかけなかった子が、ほぼ一枚の量の意見文を書くことができていた。「引
用」について学習したことが、書く力につながったことが表れていた。
第３次の様子

1 回目に書いた自分の意見文と、2 回目に引用を使って書いた意見文を見比べて、「引
用によってよくなったこと」を考え、さらに、となりや前後の席の友達に読んでもらって、
よくなった点について指摘してもらい、それらをノートに書いた。

さらに、グループ内でも読み合い、引用した資料が意見を裏付けるものとして説得力が
あったかについても検討し合った。

これは、友達に対してアドバイスすることとしては難しさもあったようで、「意見とグ
ラフが合っている」のような内容が多くあった。中には、グラフの説明をもう少し詳しく
するとよかったとか、注目する数値が目立つようにするとよかったなどの意見をもらった
子もいた。

最後に単元の振り返りをノートに書いてまとめとした。

・わたしは最初、「意見文を書きましょう」と言われたとき、ちゃんと書くことができ
るか不安だったけど、友達と資料を集めたり、書いたりしていると終わりまでかくこと
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ができた。
・1 回目に書いた文章は、どういうことを書いたらいいのかが、あまり分からなかった
けれど、引用した資料を使って 2 回目を書いたら、友達からも「このグラフが分かり
やすかった」といってもらえてよかった。
・引用するグラフや表は、自分の課題に合ったものを選んで読者の人に信じてもらえる
ようにしたいと思いました。
・引用ということばを初めて知って、それを文に使うことができた。これから自由研究
などがあったら引用を使いたい。

などの振り返りがあった。
６）考察
①手立て「子どもたちが学習内容について、学びたい、学んでよかったと感じること」

について
学んだことを活用する場面として、国語で学習した内容を活用する時間を社会科とかか

わらせて位置づけた。子どもは、引用について学習したことが役立ち、意見文をまとめる
ことができた。さらに、1 回目に書いた意見文と、2回目に資料を引用して書いた意見文
を見比べることで、その成果を確かめることができた。そのような学習してよかったとい
う実感を得る経験を繰り返すことで、主体的に学習する学習者が育つと考えている。

②手立て「子どもたちが思考の過程をつぶやき、気軽に聞き合い支え合う環境があるこ
と」について

話しやすいグループでの学習を基軸とした学び合いは、1 回の授業法ではなく、学級で
の学び合う仲間づくりであると考え、多くの授業で取り入れてきた。そこでは、グループ
活動の目的は一人一人が分かることだと伝え、発表することよりも聞くこと、尋ねること
を大切にするようにしてきた。その効果として、外国語を母語とする子も進んで考えを伝
えるようになるなど、自ら学ぶ姿が増えてきたと感じている。

さらに今後は、グループの中でつぶやき合い、聞き合うことによって練り上げられた考
えが、全体での交流でさらに発展するような学習をさせたい。そのためには、全体交流に
おいて発表を聞いている子どもの主体性、つまりどのような課題意識をもって聞くように
させるかが課題になると考えている。

主体的に学習に参加した経験が、自信へとつながり、社会へ主体的に参画する人を育て
ると考えている。これからも、子どもが主体的に学習する授業の工夫、学習の仲間づくり
をしていきたい。

（４）実践４ 教材内容に関する学習課題だけでなく学び方に関する取組課題も示す授業
「麦わら帽子」光村図書・中学校１年

１）単元名 心の歩み
２）単元の目標
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○作品をよく読み、物語にふさわしい課題をつくることができる。
【話すこと・聞くこと】【読むこと】

○場面の状況や登場人物などを読み取り、作品を読み味わう。 【読むこと】
○漢字や熟語の意味や用法を知り、適切に使用することができる。 【言語事項】
○全員が教科委員の司会進行に協力して、学習することができる。

【関心・意欲・態度】
○それぞれの意見をグループや全体で積極的に交流することができる。

【関心・意欲・態度】【話すこと・聞くこと】
３）主体的な学びのための手だて
①新しい単元が始まるときには、流れをガイダンスし、生徒にこれからの学習活動のイ
メージをもたせる。
②教師は授業のコーディネーターであるということを、自分も生徒も認識し、教科員委
主導による活動の補助や助言を中心にする。また、授業における各活動の時間配分は、
教師の指導の下に行う。
③教科委員が学習活動の司会進行を務めることにより、仲間と共に学ぶ意欲をもたせる。
④毎時の課題を全員で決める「学習課題」と、輪番制で考える「取組課題」の 2 本立
てにし、課題を解決する意欲を高める。
⑤ノート指導に際し、1 時間の自分の学びの過程と、仲間の自分に対する貢献が分かる
ように書くことを注意させる。
⑥グループ学習を行う前には、必ず個人でじっくり考える場面を設け、「学び合い」が
「教え合い」にならないようにする。
⑦いつも決まったグループでの活動ばかりではなく、時には自分の考えを深めるために
「意見を聞いてみたい人」と話し合う場面も設ける。
⑧指名のしかたを挙手だけに限定せず、相互指名や、時にはゲーム感覚で行い、どんな
場面においても誰もが発言できる雰囲気を作る。
⑨グループ・全体交流などで話し合い活動を行った際、必ず最後には個に戻し、自分の
取り組みを振り返るようにする。
⑩振り返りは、集団での取り組みの過程についても行う。
４）単元計画
次 時 目 標 学 習 活 動 主体的に学ぶ手だて

・文章を適切に読み、 ○全文を通読し、感想をもつ。 ・単元のガイダンス
１ 感想をもつことがで 作品を読んだ感想や疑問点

きる。 ・みんなで話し合いたい点
をまとめよう。

・自分の意見をもち、 ○課題づくりを行う。 ・教科委員司会進行
２ 課題づくりに参加す 意見を交流し合い作品にふ

ることができる。 さわしい課題をつくろう。
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・場面の状況や登場 ○課題について話し合い、解 ・教科委員司会進行
１ ３ 人物の心情などを読 決する。 ・指名の工夫

み取ることができる。 (例)マキの心の変化を捉え
よう。

・場面の状況や登場 ○課題について話し合い、解 ・教科委員司会進行
４ 人物の心情などを読 決する。 ・指名の工夫

み取ることができる。 (例)麦わら帽子はマキにと
ってどんな物であるだろう。

・課題を解決するこ ○課題について話し合い、解 ・教科委員司会進行
５ とにより、作品を読 決する。 ・指名の工夫

み味わう。 （例）あんちゃたちのマキ ・集団での取組に対
に対する気持ちを考えよう。 する振り返り

・文章を適切に読み、 ○全文を通読し、感想をもつ。 ・単元のガイダンス
６ 感想をもつことがで 作品を読んだ感想や疑問点

きる。 ・みんなで話し合いたい点
をまとめよう。

・自分の意見をもち、 ○課題づくりを行う。 ・教科委員司会進行
７ 課題づくりに参加す 意見を交流し合い作品にふ

ることができる。 さわしい課題をつくろう。

・場面の状況や登場 ○課題について話し合い、解 ・教科委員司会進行
２ ８ 人物の心情などを読 決する。 ・指名の工夫

み取ることができる。 (例)母に対する「僕」の思
いを話し合おう。

・場面の状況や登場 ○課題について話し合い、解 ・教科委員司会進行
９ 人物の心情などを読 決する。 ・指名の工夫

み取ることができる。 (例)弟の死に直面した「僕」
の気持ちを想像しよう。

・課題を解決するこ ○課題について話し合い、解 ・教科委員司会進行
10 とにより、作品を読 決する。 ・指名の工夫

み味わう。 (例)題名の意味について考 ・集団での取組に対
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えよう。 する振り返り

11 ・手紙の書式を理解 ○手紙の書式を知る。
することができる。 手紙の書き方を理解しよう。

３ ・形式に沿った手紙 ○実際に手紙を書いてみる。 ・書いた手紙の交流
12 を書くことができる。 正式な手紙が書けるように

なろう。

・漢語・和語・外来 ○漢語・和語・外来語の特徴
13 語の特徴を理解する を知る。

ことができる。 漢語・和語・外来語が説明
４ できるようになろう。

・漢語・和語・外来 ○問題に取り組む。 ・教科委員司会進行
14 語を使い分けること 漢語・和語・外来語を使え ・指名の工夫

ができる。 るようになろう。

・意味を理解して、 ○四字熟語の意味調べを行う。
５ 15 四字熟語を書くこと 四字熟語をたくさん覚えよ

ができる。 う。 ・単元の振り返り

５）授業記録
平成 23 年 9 月 1 日（木） 第4時限 1 の4教室

①題材 麦わら帽子（2／5時）
②本時の目標
○全員が係の司会進行に協力して、答え合わせをすることができる。
○個人で考えたことをグループ内で交流し合い、一つにまとめることができる。
○話し合いの結果を発表し合い、全体でまとめることができる。
○作品を深く読み味わい、適切な課題を設定することができる。
③「学び合い」の場面
・宿題の答え合わせを、係の司会進行で行う。
・グループ内で意見を交換し合いながら、共に課題に取り組む。
・グループとしての意見を発表し合い、全体で話し合う。
④本時の流れ
１【全体】ワークシートの答え合わせ・本時の課題の確認をする。（9 分）

・教科委員が司会を務める。 学び合い
・補足や訂正を中心に、助言し合うよう促す。
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２【全体】本時の学習目標と、１時間の流れをつかむ。（2 分）
自分たちで話し合って主題に迫る課題を作ろう。

３【全体】物語文において考えるべきことを確認する。（6 分）
・今までの授業を思い出し、どんな課題があったか出し合う。

物語文では、どんなことを学んできただろう。
４【個人】課題について考える。（6 分）

自分が疑問に思っていること・話し合ってみたいことを、課題にしよう。
・いくつかの課題が例示されたワークシートを配り、参考にさせる。
・机間指導を行い、進んでいない生徒には、ワークシートからあてはまる課題
を探すよう促す。

５【グループ】個人の意見を交換し、グループの意見としてまとめる。（10 分）
学び合い

個人でつくった課題を、話し合ってグループのものにしよう。
・できるだけ具体的に、たくさん考えるよう指示する。
・誰が発表者になっても同じように話せるようにしておくことを確認する。

６【全体】グループの意見を発表し合い、課題を決める。（15 分）学び合い
学級全体で話し合うのにふさわしい課題を決めよう。

・教科委員が司会を務める。
・発表者の目を見て聴くことを確認する。
・違うと思う点・補足したい点・共感できる点について考えながら聴くよう、
指示する。
・必要に応じて助言・補足をする。
・時間があれば、決まった課題を並べ替えて振り返りカードに記入する。

７【個人】本時の振り返りをする。（2 分）
・自分が課題づくりにどう関われたかについて振り返るよう話す。

６）考察
本校では、どの教科においても教科委員が活躍する場面があり、その活動はさまざまで

あるが、生徒たちは自信をもって取り組んでいる（図 4・図 5）。すなわち、教科委員は、
比較的その教科が得意で（あるいは苦手であるが、がんばりたくて）立候補した生徒がそ
の役を担っている。そうでなければ、宿題や小テストの答え合わせ・話し合い活動の司会
進行を行うのは不可能である。

本年度、生徒による課題づくり・学習計画・司会進行に挑戦している。実践してみて、
やっている本人はもちろん、参加する生徒たちも、より積極的に授業に参加できていると
感じている。

毎時間の課題を「学習課題」と「取組課題」に分けてあるのは、教師（または話し合い）
で設定した課題と、生徒が輪番制で考える取り組み目標の 2 本立てにしてあるためであ
る。理想は、生徒が考えた課題 1 本で授業を行うことであるが、やはり獲得すべきすべ
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図４ 教科委員による答え合わせ 図５ 教科委員主導の話し合い活動

ての内容を生徒だけで設定するのは困難であるため、今年度は 本立てで行っている。2

これまでに出てきたものとしては グループでの話し合いに積極的に参加しよう とか で「 」 「
きるだけ長い文章を書けるようにしよう」などの、関心・意欲・態度の観点で考えられた
ものが多い。自分たちで考えた課題であるため、どの生徒も意欲的に取り組めていると思
う。今後、どうつなげていくかが「教師の課題」である。

生徒主導による活動の問題点としては、やはり教師が行うより時間がかかること、うま
くいかなくて後でやり直す場面もあるということである。タイムキーパーや司会進行を務
めることにより、教科委員の学習時間は確保できているか、中学校で身につけさせるべき
教科の力が、全員に確実についているかという疑問が残ることも事実である。

やらなければならないことがたくさんある中で、そこまでして教科委員の活動にこだわ
る必要があるのかという声が聞こえてくることもある。それでもなお、取り組もうとする
のは、 年生の社会科で見た、生徒が本当に学び合っていると感じた姿を、自分の授業で3

も見てみたいと思うからである。国語科においても、実際、昨年の 年生は、教師が介3

入しなくても、自分たちで話し合いを進めることができるようになっていた。
年生には 年生なりの目標がある。この取組は、あくまで 年間のスパンで考えてい1 1 3

る。 年生の間に、生徒主導で話し合いをする形づくりをすること。 年生では「発表し1 2

合い」から「つなぎ合い、深め合う」話し合い活動をめざすこと。身につけさせなければ
ならない基礎学力の充実を怠らず、さらに発展的な授業をめざす。大変難しいことではあ
るが、今後も再考・改良を重ねていこうと考えている。

（５）実践５ 単元の流れが分かり、見通しがもてる授業
「情報を選ぶ」光村図書・中学校１年

わかりやすく説明しよう「情報を選ぶ」１）単元名
２）単元の目標
○相手に事実を分かりやすく説明するためには、どのように相手に伝えるのか、何が目
的であるのかを明確にしなければならない。相手意識や目的意識をしっかりともって情
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報の収集や選択ができるようにする。
○説明する力は、書くことの文字言語と話すことの音声言語の両面から育成する必要が
ある。情報を整理し発表の原稿を作る活動と、それをもとに発表する活動の両方を行い、
分かりやすく説明する力を育てる。
３）主体的な学びのための手立て
①身近なところから書くための題材を見つけ、情報を収集・選択・整理できるようにす

るため、また時期的なことも配慮し、入学して間もない生徒同士が互いに興味をもち、
話し合いが活発になることをねらいとして、課題を「クラスの友達に、身近な人物につ
いて紹介しよう」とした。
②生徒が興味や関心を高めながら楽しんで取り組めるよう、マッピングをするためのワ
ークシートを、中央に紹介する人物の似顔絵を描いたり写真が貼れるようなものにした。
③原稿を書くときに、仲間からのアドバイスを取捨選択して生かすことができるよう、
仲間と交換したアドバイスは、自分の意見と区別して、赤ペンでワークシートへ書き込
むようにした。
４）単元計画（6 時間）

次 時 目標 学習活動 主体的に学ぶため
の手立て・工夫

・情報を伝える相手や目的 ○情報整理の方法についてのガイ ・興味をもって互
によって、必要な情報が変 ダンスをし、それぞれ題材を決め いにアドバイスで
化することを理解できる。 る。 きるよう、身近な

１ １ ・情報整理の方法や流れが わかりやすく説明するための方 人物を題材にする。
理解できる。 法を学習し、実際にクラスの友

達に紹介したい身近な人物を一
人決めよう。

・マッピングの方法につい ○紹介したい人物についてできる ・多くの情報を集
て理解することができる。 だけ多くの情報を集め、マッピン めることができる

グする。 よう、付箋紙を利
２ 情報整理ができるよう、より多 用する。

くの情報を集めてマッピングを （20 枚程度）
しよう。

・観点の設定の仕方を理解 ○情報を整理するための観点を決 ・紹介する人物の
し、適切に観点を決めるこ め、表を作成する。 どんな良さについ

３ とができる。 身近な人物をクラスの友達に紹 て紹介するのかに
介するために、情報を整理しよ 応じて観点を自由

２ う。 に決める。
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・伝える相手と目的に応じ ○情報を整理する。前時に作成し ・情報を整理した
て情報を選び、整理するこ た表に、マッピングしておいた付 表をもとに班や全
とができる。 箋紙の中から必要な情報を選び、 体で交流する。
・班や全体での交流の中で、観点別に貼り付けて表を完成さ ・班の仲間からの
仲間と主体的にかかわりを せる。 アドバイスをワー
もつことができる。 身近な人物を紹介するために、 クシートに書き留

情報を整理しよう。 める。自分の考え
紹介を聞き、その人に会いたい と区別できるよう、

と思えるような情報を選べるよう 赤で書くようにす
４ に、互いにアドバイスをする。 る。

・目的と相手に合った文章 ○発表するための原稿を作る ・付箋紙を使って
を書くことができる。 整理した情報をもとに、わかり 情報整理をしたワ
・説明的な文章の学習で学 やすく説明できるような原稿を ークシートをもと
んだ「導入・本文・まとめ」 つくろう。 に、原稿を書く。

５ や「起承転結」といった構 3 分以内で発表できるよう、原
成を意識して文章を書くこ 稿用紙一枚にまとめる。

３ とができる。
・仲間からのアドバイスを
情報の取捨選択や整理に生
かすことができる。

・仲間の発表を聞き、文章 ○全体で人物紹介をする ・互いの発表が聞
６ の構成や題材選びについて クラスの友達に身近な人物を紹 きやすいよう机を

考えを深めることができる。 介しよう。 コの字に配置する。

５）授業記録 （4 ／ 6 時）
本時の目標
・情報を伝える相手や目的によって、必要な情報が変化することを理解できる。
・伝える相手と目的に応じて情報を選び、整理することができる。

����� �
個 ・目的、相手を確

①情報整理のしかた、伝える目的・相手が変わることによっ 認することによっ
て必要な情報も変わることを確認する （5 分） て、必要な情報を

選択できるように
������ する。

身近な人物をクラスの友達に紹介するために、情報を ・どの観点に分類
整理しよう するか悩んでいる
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生徒に対して机間
支援をする

②前時に付箋紙に書いた紹介者についての情報を観点別に分 個 ・生徒によって進
類してワークシートに貼る。 度が異なる場合は、

付箋紙に書かれた
情報に応じて一緒
に考える等の配慮
をしながら遅れて
いる生徒を支援す
る。

③付せん紙を分類したワークシートを見せ合い、より相手 班 【評】集めた情報
や目的に合った情報を選べるよう、互いにアドバイスをす の中から。目的と
る 相手に合った情報

を選んでいるか。

・紹介を聞いて「そ
の人に会いたい」
と思えるような情
報を選ぶようにア
ドバイスする事を
伝える。

④どのようなアドバイスをもらい、どのように改善し 全体 【評】仲間と協力
たのかを全体の場で発表する し、意欲的に取り

組むことができた
か。
・参考になりそう
な意見があれば、
書きとめていくよ
う伝え、後から自
分の分類表を客観
的に見て整理でき

⑤全体のアドバイスを参考にし、整理する （3 分） 個 入するようにする。

・わかったこと、
ふりかえりカードの活用 学んだことを中心

に自己評価を振り
返りカードに記入

⑥本時の振り返りを記入する（5 分） するよう指示し、
本時の学習を振り
返ることができる

次時の学習内容を聞く（2 分） ようにする。

６）考察
生徒同士のアドバイスの中には、

良さを紹介するためには、
言葉の表現を変えてみる
といいね（生徒から）

短所になるような特徴は紹
介する必要がないね（生徒
から）

情報が多すぎると、かえって説明が分かり
にくくなってしまうのではないだろうか
（生徒から）

�������

みんながその人に会ってみたいと思えるような情報
を選ぼう
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・良さを伝えるためには言葉の表現を変えたほうが良い（うるさい→元気いっぱい）。
・紹介する必要のない情報は省いたほうが良い（苦手なこと、嫌いなものなど。）
・情報は多すぎるとかえって分かりにくくなってしまう。

などがあった。互いに情報整理した表を見せ合いアドバイスし合うことで、自分の作成し
た表についても客観的に振り返ることができたようだ。題材を身近な人物にしたところ、
家族や親戚、小学校時代の友達や先生を紹介する生徒が多く、互いに興味をもち班の話し
合いも活発になった。具体的に情報編集のプロセスを体験することで、目的意識や相手意
識をもたなければ情報を収集したり選択したりできないことや、目的や相手が変わること
で情報の収集・選択・整理の仕方も変わってくることが実感できたようである。

今後の「書くこと」「話すこと・聞くこと」の学習の中で生かしていけるとよい。

（６）実践６ 全員が活躍する場をつくり、仲間とともに学ぶ意欲をもって取り組む授業
「光と風からもらった贈り物」光村図書・中学校１年

１）単元名 視野を広げる
２）単元の目標
○生徒の主体的な学びに「話すこと」「聞くこと」は欠かすことができないが、積極的
に発言するには勇気がいると感じる生徒も多いようだ。話し合いを通して自分の意見や
考えを伝え、仲間の意見を聞いてまとめる活動を中心とした授業を実践したい。
○初めに自分自身が文章を読んで分かったこと・感じたことを書く、次にクラスの仲間
の意見を聞き、分かったこと・感じたことを書く、さらにクラスの仲間の他の仲間の考
えに対する意見を聞き、分かったことを書く、という活動を通して、宮沢賢治の詩につ
いての考えをより深いものにさせたい。
○二度、全体で意見を発表する場を設定するが、自分の意見を一度文章に書いてから発
表することで、自信をもって発表できるようにしたい。
３）主体的な学びのための手立て
①ワークシートには全員分の意見を載せ、全員が全体で自分の意見を発表した。
②全体での意見交換の際には、誰もが発言しやすい雰囲気を作り出せるよう、発表する
ときは皆に聞こえる声で強弱や間を工夫して発表すること、発表を聞くときの姿勢や反
応などの話し合いのルールも確認し、徹底できるように声をかけた。
③互いの表情を見ながら話し合いができるよう、机をコの字型に配置した。
４）単元計画（４時間）

次 時 目標 学習活動 主体的に学ぶための
手立て・工夫

・宮沢賢治の『高原』の詩 ○文章を音読し、宮沢賢治の詩 ・宮沢賢治の『高原』
と、その鑑賞文を読み、宮 についてわかったことを付箋紙 を何度もくり返し音
沢賢治の詩に表現されてい にまとめる。 読することで、関心
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る自然や故郷に対する思い 「光と風からもらった贈り物」 を深める。
１ １ や考えを読み取ることがで を読んで宮沢賢治の詩につい

きる。 てわかったことを、クラスの
・決められた長さの文章を 仲間に発表できるようにまと
書くことができる。 めよう。

・宮沢賢治の詩について、 ○付箋紙に書いた内容を全体で ・全員の意見が書か
考えを発表し合うことを通 順に発表する。仲間の考えの中 れた付箋紙を載せた
して理解を深めることがで で、①考えが深いと思うもの、 ワークシートを使用
きる。 ②自分とは意見が異なるが、良 する。発表を聞きな

い意見だと思うもの、③文章の がら、①②③に該当
表現がすばらしいと思うもの、 する部分に線を引い
について、どんなところをそう ていき、意見をまと

２ 感じたのか具体的にワークシー めやすいようにする。
トにまとめる。

２ 発表できるように意見をまと
めよう。

・仲間の発表を聞きながら ○①②③それぞれについて全体 ・生徒による相互指
参考になりそうな意見を選 で発表する。 名で発表することで、
び、書き留めることができ 宮沢賢治の思いについてまと より意見を発表しや
る。 めることができるように、い すい雰囲気をつくる。

３ ・①②③のいずれかを選び い意見を取り入れながら仲間 ・相互指名や意見を
全員が一度は発表すること の発表を聞こう。 伝えたり聞いたりし
ができる。 やすいように机をコ

の字の隊形にする。

・自分自身の意見、仲間の ○仲間の考えや意見も参考にし ・分かったことをで
意見の両方を取り入れ、よ ながら、宮沢賢治の詩について きるだけたくさんま
り多くの事柄についてまと 分かったことをさらにまとめ とめられるよう、自
めることができる。 る。 分の意見、仲間の意

３ ４ ・説明的な文章の学習で学 友達の意見を参考にして、宮 見、仲間の意見に対
んだ「導入・本文・まとめ」 沢賢治の思いをまとめよう。 する別の仲間からの
や「起承転結」といった構 意見を参考にする。
成を意識して文章を書くこ
とができる。

５）授業記録（３/４時）
本時の目標
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・仲間の発表を聞きながら、参考になりそうな意見を選び、書き留めることができる。
・①②③のいずれかを選び、全員が一度は発表することができる。

個 ・本時の学習内容
①本時の学習内容を知る。 （10 分） と共に、話し合い

のルールについて
も確認しておく。

友達の意見を参考にして、宮沢賢治の思いをまとめよう 全体 ・発表は、発言し
躊躇している生徒
に対し机間支援を

②ひとりひとりの意見をもとに交流をする（20 分） し、発表を促す。

仲間の考えの中で
①深いと思うもの
②自分の考えとは違うが、よいと思うもの
③表現がすばらしいと思うもの

③仲間の発表を聞いて、参考になりそうな意見を
ワークシートにまとめる。

④本時のふりかえりを記入する（5 分）

次時の学習内容を聞く（2 分）

������

三つのうちどれか一つは発表しよう。
周りをみてまだ発表していない子には発
表できるように促そう

これはいい意見が書けているから、みん
なの前で発表するといいよ（生徒から）

友達の発表を聞いてなるほどと思ったものは、あ
とで意見をまとめるときにどんどん取り入れよう

������� ふりかえりカードの活用

������
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＜全体での意見交流の様子＞
机をコの字に配置することで誰もが発表しや

すい雰囲気を作ることができた。
周りを見て互いに良い意見の発表を促しあ

い、全員が意見を発表することができた（図 6）。

図６ 全体での意見交流の様子
＜授業で使用したワークシート＞

授業で使用したワークシートを次ページに示す。クラス全員分の意見を載せ、ひとりず
つ順に発表するのを聞きながら、①考えが深いと思うもの、②自分の意見とは違うが、良
いと思うもの、③表現がすばらしいと思うもの、に線を引き、①②③それぞれ最も良かっ
たと思う生徒を一人選び、そう思う理由をまとめた。

６）考察
生徒は振り返りに次のように記している。
・Ｎさんの「賢治は人々に不思議な感情を与えられる人」という表現がすばらしいと
思いました。
・僕は賢治の詩は東北の方言で書かれていて分かりにくいと思ったけれど、Ｍさんは「方
言で書かれているから、故郷を愛していたということが分かる。」と書いていて、自分
とは意見が違ったけど考えが深いと思いました。
・僕は賢治の詩は東北の方言で書かれていて分かりにくいと思ったけれど、Ｍさんは「方
言で書かれているから、故郷を愛していたということが分かる」と書いていて、自分と
は意見が違ったけど考えが深いと思いました。
・Ｈくんの「短い言葉が詩のかぎになっている」という考えが深いと思う。長い言葉に
はたくさんの思いを込められるけれど、短い言葉に思いを込めている賢治の詩がすばら
しいのだということに気づいた。

このように、多くの生徒は、主体的に学習に取り組むことができたようである。一方、
まだまだ積極的に自ら発言することに躊躇する生徒もいる。そのような生徒も意見を述べ
ることのできる授業作りをめざしていきたい。また、生徒からより多くの発言を引き出す
ためには班で活動するのが適しているのか、全体で交流するのが適しているのかについて
も、それぞれの教材・授業に応じて考えていきたい。
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図7 授業で用いたワークシート
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４ 「協同学習入門」より

折しも杉江先生の新刊「協同学習入門」が発刊された。
その中で、杉江先生が発問・指示・課題について言及している部分を抜き出してみた。

大きく次の 4 つに分けることができた。以下に示す。
Ａ ゴールが明確に示された課題

p.12 予め、教師の手助けなしにグループが活動できるような十分な指示を与えておき
さえすれば、子どもたちはしっかり自力で学習活動に取り組みます。何をしていいの
かわからないような指示のもとでは、子どもたちによる取り組みも話し合いも進みま
せん。

p.21 「ではこの問題についての自分の考えを仲間に伝えてもらいましょう。仲間に伝
えたい意見のある人はいますか。」そして直ちに挙手を求めるのではなく、短くとも
考える時間を与えます。その後挙手した子どもを指名します。「では自分の意見をみ
んなに向かって言ってください。」

p.66 「なぜ・・・いったのだろうか。そのわけを考えて、仲間に自分の意見がいえる
ようになろう」というところまで付け加えるべきだと思います。すなわち、どう取り
組んだらいいのか、どんな成果を出したら学習したことになるのかがはっきり分かる
表現で課題を作りたいと思うのです。

p.67 考え出した課題の表現がよいか不適切かの基準は、授業の終了時に、子どもに学
んだ成果を問いかけるときの表現と比べてみれば分かります。授業の終わりには、教
師は「・・・ができるようになりましたか？」「・・・が説明できますか？」と問い
かけるはずです。とすれば、授業の当初に示される学習課題も「・・・ができるよう
になる」「・・・が説明できる」というような表現になっていなくてはいけないはず
です。

p.68 授業のはじめに本時の学習課題を明示する。その表現は、授業が終わったときに
児童生徒に再度問いかけることばと同じがよい。

学習課題は端的に表現しようとせず、学習者に理解されるようにていねいに記述す
る。

p.67 課題として示す場合は、クラスの子ども全員がわかる表現だということが最優先
です。そのためには多少説明的な表現にした方がいいでしょう。

p.71 協同的な学びを促すためには、クラスの仲間全委員がどうなればいいのかという
「クラスの課題」をはじめに示しておく。

例 黒板に示した問題をクラスの誰でもが正解できて、解き方を説明できること。
p.74 1 時間の学習の順序と学び方を予め知らせることで、子どもたちは自分の活動の

イメージを作ることができる。
p.75 こうすればわかっていけるのだという道筋を加えることで、成功への予感をもた

せる。
例 10 分間個人で取り組みます。自分の力でしっかり取り組みましょう。でも、
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自分一人の力では解けない人もいるかもしれません。ですから、グループの話し合
いでは、グループ全員が分かるように話し合いましょう。できた人はどう説明すれ
ば分かってもらえるか工夫しておきましょう。分からなかった人はどこが分からな
いか、聞けるようにしましょう。

p.86 比較的長い時間取り組めるような「サイズの大きい課題」をグループに与えてみ
てはどうでしょう。解決に至るまでに、10 分、20 分とかかる課題です。

p.87 「今日は教科書の○ページの内容を勉強する日でしたね。今日の内容は教科書の
練習問題の前のところまでしっかり読めば分かります。自分で読み解いて理解しまし
ょう .理解できたらその下にある問題 1 を解きましょう。ただ、自分一人では理解で
きない人もいるかもしれないね。だから、皆がだいたい教科書を読んだあたりでグル
ープになります。そしてグループの仲間が全員きちんと理解でき、解き方の説明がで
きるように話し合いをしましょう。早くできてしまった子には別の問題も用意してあ
りますから、そちらをやっていてよろしい。でもわからない子にはきちんと説明する
ことの方が先だよ。」

p.88 子どもたちが 1 時間の間に取り組む課題は細切れでない方が良い。まとまりをも
った、比較的時間を要する形にする。

p.88 教科書や教師作成の資料を子どもが読み取る時間を課題に含める。
p.93 1 時間の中の学習の各ステップでも、子どもにしっかりと課題意識をもたせる。

例 ○何が書いてあるか注意しながら読みなさい。
× まず声に出して読んでみましょう。（読んだ後）何が書いてあったかな？

p.107 グループでの話し合いの折には、そのゴールが明確に示されたグループ課題を
与えることが必要である。

例 この問題をグループで考えて、グループの中の誰が指名されてもみなの前で説
明できるようにしなさい。
グループで話し合ってグループとしての代表的な意見を 1 つ決めて発表してもら

います。発表意見を 1 つ考え出してください。
Ｂ 適度な困難度のある課題

p.84 子ども同士の学び合いでは、容易すぎる課題では話し合う必要がありませんから、
話し合いは活性化しません。また、難しすぎる課題では、何を話し合っていいか分か
らないため、やはり話し合いは停滞します。

p.84 集団に与える課題は、全員参加が可能になる、適度な困難度にする必要がある。
p.85 課題は適度な困難度とは言っても、教師がやや難しいかなと感じるものの方がい

いと思います。
p.86 学習課題は挑戦を含む、高めの期待に基づく水準で設定した方がよい。

Ｃ 学び合いの仕方をのばす課題
p.69 「学び方」「学び合いの仕方」などを本時で伸ばしたいときは、それも学習課題

として授業のはじめに示しておく。
例 友達にしっかり自分の意見が伝わるように、話す内容をよく考えて、きちんと
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伝える努力をしよう。
Ｄ 学ぶ値打ちを示す課題

p.72 学習課題を示すときは、同時にそれを学ぶことで何が得られるか、どう役に立つ
かなど、その値打ちを子どもたちが分かるように伝える。

例 ・足し算、引き算がきちんとできることは、日常の生活にそのまま役立つ。
・入試に必ず出る。

わたしたちが発問・指示・課題の条件としてあげたものと多くは重なっている。だたＢ
の適度な困難度のある課題については明言できていなかった。理解度を上げるために重要
なことなので、今までも話題になっていたが、これからはより研究を積んでいかなければ
ならない課題であると考えている。

おわりに

発問・指示・課題に着目し本年度の研究を重ねてきた。今までも授業で取り組む内容や
その時間の目的は意識してきたが、実際に子どもに発する発問・指示・課題の言葉までこ
だわってみると、内容や目的がより明確になってくることを改めて意識できた。例えば、
「筆者の主張を短く書くように言葉がけをする」という内容も「筆者の主張を一言で言う
とズバリ何であるか書いてみよう」と実際に発する言葉で指導案に書き込む方が何をする
かが明らかにはっきりするのである。こうしたことを積み重ねていくことで、子どもが主
体的に動く言葉はどんな言葉なのかが感覚的に分かってくる。教師に発問・指示・課題の
技化（メタ認知）ができてくるのである。また、子どもたちも単元や 1 時間の授業を見
通す力がつき、よい授業になる課題を自ら作り出すこともできるようになってくる。

これからも子どもたちに「生きる力」をはぐくむことを念頭に置き、子どもたちが主体
的に学ぶ授業を追い求めていきたい。
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主体的に学び合い、高め合う児童生徒の育成
伝え合う喜びのもてる国語科授業の創造

鈴木 崇（犬山市立南部中学校）
千田 初子（犬山市立犬山北小学校）
宇佐見聡志（犬山市立栗栖小学校）
安藤 晶子（犬山市立羽黒小学校）
野村 実香（犬山市立東小学校）
西 沙織（犬山市立城東小学校）
太田 育宏（犬山市立犬山北小学校）
福山 裕子（犬山市立犬山中学校）
深見 倫恵（犬山市立東部中学校）

はじめに

児童生徒が目を輝かせ、生き生きと活動し、「先生、国語は楽しいね」と語り合えるよ
うな授業をしたいといつも思っている。しかし、研究会スタート時は、「児童生徒が意見
を言いたがらない」「児童生徒の話し合いが途絶えてしまってつなぐことができず深まら
ない」「国語の授業が盛り上がらない」等、授業に対しての悩みが出された。

では、どうしたら、それらを解決し充実した授業ができるようになるのか、今の授業を
どのように変えていけば児童生徒が自分の意見や思いを語ることができるようになるのか
を考えていくことにした。

１ 目指す児童生徒の学びの姿

①活発に自分の意見を発表しようとする姿。
②互いの意見を尊重し、相手の立場を認め合おうとする姿。
③生徒が授業の課題に対して積極的にかかわろうとする姿。
④自分の考えをもち、伝えることで相手に評価を求めようとする姿
⑤目標やめあてに向け、皆で協力し合って、前に進んでいこうとする姿

２ 研究の仮説

研究の仮説を、次のように 3 点設定した。
①話型を学ぶことで、意見をつなぎ合うことに前向きなれるのではないか。
② 聴き方を学ぶことで、発表者が自信を持つことができるのではないか。
③ 生徒が積極的に交流することで、自己有用感をもつことができるのではないか
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３ 具体的な手立て

研究の仮説に迫るために、次のような手立てを考え、実践ではより具体的な手立てを構
築して取り組んだ 、。

①話型や聴き方の具体例を示し、一つのパターンを身に付ける。
②児童生徒が授業づくりに参加できるようにコーディネートする。

４ 研究の実際

実践１ 話し合いの場の設定を通して 小学校３年「三年とうげ」

（１）子どもの実態
3 3 4 0 3本学級は、 年生男子 名、 年生 名、合計

名の複式学級である。男子 名とも、明るく元気があ3

り、様々な活動に対して真面目に取り組むことができ
小規模校ということで、個への対応ている。しかし、

がしやすく、教師と児童の一対一の活動が中心にな
り、児童同士がかかわったり、多様な考えに触れた

図8 話し合いの様子りすることが少なくなってしまうため、学び合う活動
がなかなかできない（図 。8）

そこで、ただ友達の考えや意見を聞くだけではなく自分の考えや意見を相手に伝えるこ
とへの抵抗感をなくすために、意見交換をする場面を授業の中に意図的に設定することと
した。 月に国語科の授業についてアンケートをとったところ、 名中 名の児童が国語10 3 2

について苦手意識をもっていた。特に友達の意見や考えを聞くことに関しては、どの児童
も好きだが、話を聞いて自分の考えと比べたり、それを相手に伝えたりすることについて
は苦手と感じている児童がほとんどであった。

を4 月以来、学校生活全体を通して話す・聞く力を育てるために、話し手は、相手
意識して話したり、相手の話を分かろうとしたりしながら聞くということを中心に指導し
てきた 「話すこと」に関しては、朝のスピーチや発言時などに相手の様子をうかがいな。
がら、内容を詳しくするための理由づけすることができてきたり、話すことを つに絞っ3

、 。 「 」 、たりするなど少しずつではあるが その変容が表れている また 聞く ことに関しては
漠然と耳には入っているが、理解はできていないという場合が多い。自己主張が強いこと
もあるが、相手の考えや意見をしっかりと聞き受け入れることが重要になる。そこで、特
に学び合い、伝え合う言語活動を通して、相手の話に耳を傾け、受け入れることのよさを
体感できるようにしていきたいと考えた。
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（２）本単元で目指す子ども像
①物語の組み立てのパターンがあることを理解できる子ども。
②それぞれの出来事の中で登場人物の心情が、どのように変わったのかということをワ

ークシートや心情曲線に表すことで理解できる子ども。
③自分の考えを表現したり、友達の意見を聞いたりする言語活動を通して、自分の読み

取りと友達の考えを比べながら自分の読みの幅を広げることができる子ども。

（３）具体的な支援と手立て
１）ワークシートの活用
「三年とうげ」のおもしろさを読み味わうには、物語を読み進めていく中で、主人公の

おじいさんの様子や心情を読み取ることが大切となってくる。そのためには、叙述を裏付
けとして、なぜそう思うのかをしっかりと考える必要が出てくる。そこで、自分の考えを
理由を付けて発表できるよう、ワークシートに理由を書いておくことで発表もしやすくな
り、また、自分の書いたものと比べることで、友達との考えの違いを明らかにすることも
できる。さらに、児童の発表をもとに、おじいさんの気持ちの変化（幸せ度）を心情曲線
に表して掲示することで、心情をより深く読み取ることができるようにした。

２）話し合いの場の設定
話し合い活動を取り入れることで、自分とは違う考えに触れたり、多くの考えに触れた

りして読みを深めることができると考える。さらに、自分の考えに理由をつけて表現させ
ることで、効果的に話し合いができるようにした。また、今回は意見交流が活発に行われ
るようにするため座席を変え、三人が顔を合わせて話し合い活動ができるようにした。ま
た、話し合いが三人の児童だけで行うことができるように、教師が口を挟まないようにす
ることを約束事とした。

３）話型の活用
現職教育で力を入れている話型を活用することで、話し合いがスムーズに進むと考えた。

本時の学習では、「○○という言葉から□□が分かりました。」という話型を提示し、根
拠のある話し合いができるようにした。

（４）本教材の学習の流れ
①図書館を利用し、世界の民話の読書経験を話したりして交流し合う。
②全文通読し、初発の感想を書く。
③登場人物をあげ、場面分けをする。
④～⑦おじいさんの気持ちの変化を読み取る。（本時 7 ／ 8）
⑧作者の伝えたかったことをまとめる。

（５）本時の流れ
１）目標
・三年とうげで転びながら、どんどん元気になっていくおじいさんの様子や気持ちの変化を読み
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取ることができる。
２）準備
・教師…ワークシート(拡大）
・児童…ワークシート
３）学習過程
段階 児 童 の 活 動 教 師 の 支 援 ※ 評価
つ １ 前時までの学習を振り返る。 【全体】 ・病気が重くなったおじいさんがトル
か トリの話を聞いて、不安に思いなが
む らも、希望をもった様子を「幸せ度」
(7) とともに振り返り、おじいさんの気

持ちの変化が読み取りやすいように
する。

２ 本時のめあてと学習の流れを知る。 ・本時のめあてを示す。
【全体】・本時の学習の流れを示し、児童が学

習の見通しを持てるようにする。

３ p.49 ℓ 1 ～ p.2 ℓ 2 を音読し、ワークシ ・1 回目は、声に出して自分のペースで
ートにキーワードを記入する。 【個人】 読み、2 回目は、黙読しながら大切な

・ おじいさんの気持ちが分かる言葉に 言葉に線を引くように指示する。
線を引き、おじいさんの様子や気持ち ・おじいさんの気持ちの変化を読み取
の変化を読み取り、ワークシートに記 れない児童には、「二つのうれしい」
入する。 に着目するように助言する。

・ はねおき
…早く三年とうげで転びたい。

・ わざとひっくりかえり ・机間指導をしながら、大切な言葉に
…ためしてみよう。 線を引くことができているかを把握

・ すっかりうれしくなりました し、話し合いで自分の意見が言える
取 …転ぶのがすごく楽しい。 よう助言する。

・ ころりん、ころりん、すってんこ
り ・ ろり、ぺったんころりん、ひょう

ころ、ころり ・前回転んだときの「真っ青」と比較
組 あんまりうれしくなかった させ、前時からの気持ちの変化を語

…転んでいるうちにどんどん楽しくな 句から気付くよう助言する。
む ってきた。うれしくてしょうがない。

・ ケロケロケロっとした顔
(30) …三年とうげで転んで、病気になって ※線を引いた大切な言葉から、おじい

いたことがうそみたいだ。 さんの気持ちの変化を読み取ること
・ にこにこわらいました ができたか。 （ワークシート）

たくさんころぶおじいさんの気持ちの変化を読み取ろう
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…三年とうげで転ぶのがすごく楽し
い。

・ すっかり元気
…病気が治ってしまった。

４ 一人読みをもとに話し合いの場所に移 ・「○○という言葉から△△な気持ちが
動し、全体交流をする。【全体】 分かりました。」という話型を提示し、
・ 大切な言葉から読み取ったおじいさ 根拠のある話し合いができるように

んの様子や気持ちの変化を話し合う。 する。
・話し合いで上手く伝えることができ

ない児童には、動作化したり、音読
を工夫するよう助言する。

・「幸せ度」の心情曲線をひき、おじいさ ※ 話し合われた内容を基に、自分の考
んがすっかり元気になったことを確認 えをまとめ、心情曲線に表すことが
する。 できたか。 （ワークシート）

ま ５ 本時のまとめをする。 【全体】 ※おじいさんがすっかり元気になった
と 様子を叙述から読みとることができ
め たか。 （ワークシート・発表）
る
(8)

（６）成果と変容
１）ワークシートの活用
本単元では、ワークシート上段の本文に、おじいさんの気持ちの変化が分かる言葉や表

現に線を引き、その根拠を書いておくことで発表もしやすくなり、意見交流が活発に行わ
れた。また、個で考える時間では、気がつかなかったことや異なる友達の考えに触れるこ
とにより、意見交流後の振り返りでは、友達の考えを書き込んだり、心情曲線の幸せ度を
変えたりするなど友達の意見から自分の考えをさらに深めていくことができ、互いの考え
をつなぎ合うことができた。さらに、心情曲線に自分の考えをまとめることにより、文章
で書いたり、発表したりすることが難しい児童にとっては、自分の考えを友達に伝える手
段として活用することができた。視覚的にも分かりやすく意欲的に取り組むことができた
（図 9）。

２）話し合いの場の設定
本単元では、意見交流が活発に行われるようにするため座席を変え、三人が顔を合わせ

て話し合い活動ができるようにした。大きな机に三人が集まり、相手との距離をより縮め
ることにより、「自分の意見を聞いてほしい」という思いが高まるとともに、相手の意見
を聞こうとする態度も高まった。また大きな机に三人が集まることが、三人の中で活動が
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図9 児童が書き込んだワークシート

変わる切り替えの場面にもなり、話し合い活動で、しっかりと自分の考えを発表できるよ
うに、個で行う活動に意欲的に取り組む姿がみられた。

さらに、三人のみの学級で話し合いを深めることは難しいが、話題が行き詰ってしまっ
たり、類似した意見ばかり出されたときには、教師が四人目として参加し、違った角度か
ら意見をいうことで、話し合い活動が高まった。

３）話型の活用
自分の考えを伝える場として、話し合い活動の時間を充分に確保した。たくさんの意見

交流をさせたいこともあり、司会を立てず、相互指名を行った。三人での話し合いという
ことで、いつでも前の意見に関連して自分の考えを発表できるように聞く姿勢から緊張感
のある話し合い活動ができた。

また、本時の学習では、「○○という言葉から△△な気持ちが分かりました」という話
型を提示したが、4 月から学校全体として話型に取り組んでいることもあり、提示したも
のを見なくても話し合いを進めることができていた。また、自分とは違う考えには、どう
してそう思ったのか話し合う場面もみられた。

（７）考察
今回の実践では、アンケートの結果から、発表することを苦手としていた児童Ａが「ど

ちらでもない」と回答し、その理由として、「少し自信がついたから」と書いている。話
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し合うことを苦手としていた児童Ｂは、話し合うことが「好き」と回答していた。その理
由として、「自分の考えが受け入れられて嬉しかったから」と書いている。このことから、
国語に苦手意識をもっていた二人の児童が、意見交流を通して、伝え合う喜びを少しでも
感じることができたように思う。

また、年間を通じて行ってきた話型の取り組みでは、自然と話型を用いた発表ができる
ようになってきたが、意識をして
いないと正しい表現ができていな
いのが課題である。教師側が意識
して提示し、定着を図りたい（図
10）。

個人差のある 3 人で話し合いを
深めるためには、主観的な考えだ
けでなく、客観的な意見を求める
ことが必要である。自分の考えだ
けでなく、友達の考えを聞いて共
感したり、反対したりしながら、
一人一人が自分なりの 考えをもて
るように今後も指導していきたい。

実践２ ゲームや「言葉マップ」を通して 小学校４年「アップとルーズで伝える」

（１）子どもの実態
本学級は男子 17 名、女子 18 名計 35 名の学級で、明るく活発な児童が多い。学習に前

向きで素直な意見も多く、授業中に様々な意見がとびかうこともある。しかし、意見は書
けるのだが、なかなか発表できない消極的な児童もいる。どの学習に対しても、自分の意
見の根拠を話すことを苦手とする児童が多いようだ。

平成 23 年 9 月に国語に関するアンケート調査をした。その結果、「国語の学習は好き」
「だいたい好き」と答えた児童は 30 人いた。また、「話し合いに積極的に参加している」
と答えた児童も 7 割と、国語を楽しく学習できているように感じた。しかし、「人前で話
したり、分かりやすい発表を心がけているか」という質問に、そう思わない児童は 10 人
いた。また、「友達の考えと自分の考えを比べながら聞いているか」という質問では、そ
う思わない児童は 8 人いた。このことから、グループ学習や全体での発表など、みんなで
話し合い、学習することは好きだが、自分の意見を相手に分かりやすく説明することは、
苦手意識があることが分かった。また、自分の考えを伝えるだけで、友達の考えを聞いて、
自分の考えと照らし合わせ、より深めていく能力も低いのかもしれないと思った。

（２）本単元で目指す子ども像
①説明文の写真と文章を対応させて読みながら、対比的な段落関係をつかみ、それを含

図10 教室掲示
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んだ文章全体の構成をとらえていくことができる子ども。
②段落ごとの役割や要約を考え、個人でまとめることができ、次単元「仕事リーフレッ

トを作ろう」につなげられるように、筆者の説明のしかたの工夫も考えていくこと
ができる子ども。
③お互いに、伝え合う喜びにつながるような活動を通して、自分で考えたことを友達に

分かりやすく発表することができる子ども。

（３）具体的な支援の手立て
児童が、相手に分かりやすく発表し、伝え合う喜びを実感できる手立てとして、２つの

ゲームと 1 つの活動を考えた。
１）どの児童も進んで話し合い活動ができるように、話し合いのルールを体験を通して学ぶ
ことができるゲーム

ア．「スピーチゲーム」
子ども達は発表する場面で、よく思いついたことをダラダラ話すだけになってしまい、

結局何が伝えたかったのか聞き手が分からない時がある。そこで、話したいことを整理し
て話す訓練としてこのゲームを取り入れた。ポイントは「３つ」話すことだ。例えば、「今
日うれしかったこと３つ」や「友達の良いところ３つ」などで、話型に沿ってスピーチし
ていく。これを国語の授業の導入で使ったり、朝の会で使ったりした。

例：『今から私の今日うれしかったことを発表します。3 つ話します。1 つ目は・・・で
す。2 つ目は、・・・です。3 つ目は、・・・です(自分の気持ちを話す) 。この 3 つ
が私の今日うれしかったことです。これでスピーチを終わります』

イ．「反応なしよゲーム」
アンケートでもあったように友達の考えを聞く能力が低いように感じる。伝え合いには、

話す人だけでなく聞き手の姿勢や反応も大切だと思う。そこで、どんな聞き方をしたら相
手にちゃんと聞いてくれている安心感を与えられるのか、子ども達に体験を通して考える
機会を作った。

【内容】ペアになり、1 人は話し手、1 人は聞き手になる。話し手は話をする。
例：「ぼくはこの前の休みに～をしました。・・・」
・聞き手は全く反応をしないで会話を行う。
・お互いに行い、どんな気持ちになったか発表する。

児童の反応例：腹がたった。話さなくてもいいやと思った。聞いてよ！と言いたく
なった。

・どうやって聞けばいいのか話し合う。
児童の意見：相手の目を見て聞く。うなずきながら聞く。共感することには「ぼく

も！」「私も！」と言う。姿勢良く聞く。疑問に思うことには質問を
する。

・話し合いで決めたように会話を再び行う。
・感想を伝え合う。
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児童の意見：話しやすかった。楽しくなってきた。もっと話したくなった。盛り上
がってきた。うれしい。

※参考資料
多和田晴香 「伝え合う力を高める指導の工夫｣
菊池省三 ｢授業や学級づくりのちょっとしたポイント｣
２）「言葉マップ」を使った読み取り
相手に考えを分かりやすく伝えるためには、自分の考えがある程度まとまり、自信をも

って相手に伝えたいという強い気持ちがなければならないと思う。さらに、それとともに
根拠も言えるとより良くなると思う。そのためには、自分の考えとじっくり向き合う「個」
の時間が必要不可欠だ。この「言葉マップ」というのは、物語文や説明文の詳しい読み取
りにつながっていく手立てである。「個」で「言葉マップ」を作っていくことで、物語文
であれば時系列や登場人物の気持ち、説明文であれば書いてあることの深い意味やつなが
りが分かってくる。そこから、次のグループ活動で自分が大切だと思ったキーワードを話
し合いの中心においたり、根拠を文中から考えたりする伝え合いの活動につないでいける
と考えた。

【言葉マップ作りのきまり】
・中心におく言葉は、文章の中心となるものを書く。(物語文なら主要人物・説明文な
らキーワード)
・マップに使う言葉は文中の言葉にする。(短くまとめると良い)
・物語文なら、場面の変化を意識して書くと良い。
・物語文では、人物の行動や言動に気持ちを考えて書く。自分の言葉で分かるように書
き加える。
・最も大切だと思うところに印をつけておく(あとで話し合いのテーマになる)。
この「言葉マップ」は、学年で年間を通して行ってきた。初めは、なかなか言葉がつな

げられず、2、3 個で終わっていた児童も、回数を重ねるごとにうまくつなげることがで
きるようになってきた。最初は教師主導で、似たようなマップになっていたが、今ではそ
れぞれ個性的なマップになり、家庭学習でも行えるようになった。

本単元では、初めて説明文での言葉マップに挑戦した。物語文と比べて気持ちを考えな
くても良い分、スラスラと作れたようである。ただ時系列がない分、つながりに苦戦した
児童もいた。

（４）本学習の流れ
①「アップとルーズで伝える」を読んで、学習課題を設定する。 ・・・・・1 時間
②段落どうしの関係を考えながら読み、言葉マップを使って文章の組み立てについて考

える。 ・・・・・・・3 時間(本時 2 ／ 3)
③「アップとルーズで伝える」の説明のよさを考え、「上手な説明のしかた」をまとめ

る。 ・・・・・・・2 時間
④テレビや新聞・雑誌などで「アップ」と「ルーズ」の使われ方を確かめ、説明す
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る上でのよさを調べ、報告し合う。 ・・・・・・・2 時間

（５）本時の流れ
１）目標
・写真と文章の対応関係を読み取り、「アップ」と「ルーズ」の長所と短所や、段落相
互の関係をつかむことができる。
２）生き生きと活動させるための手だて
ア．一人ひとりが読み取りを深めることができるように、言葉マップを使う。
イ．伝え合いを大切にするために、ペア学習やグループ学習など、活動に見合った学習
形態を工夫する。
３）準備
○教師 写真
○児童 ワークシート

段階 学 習 活 動 形態 ○支援 ・ □留意点 ・【評価(方法)】

１ 前時までの学習内容を振り返 全体 □前時で学んだことを振り返ることができるよう
つ る。 に、「アップ」と「ルーズ」の写真を提示する。
か
む ２ 本時の学習課題と学習の流れ 全体 □本時では、「アップ」と「ルーズ」ではどんな違

を知る。 いがあるのかを読み取ることを伝える。
５
分 アップとルーズではどんなちがいがあるのかまとめよう

３ 第四段落から第六段落を音読 ペア □写真と文章の関係を考えながら読むよう指示す
する。 る。

○読み終えたら各自で黙読し、接続詞に印を付け
るよう指導する。
□言葉マップを作るときのきまりを確認する。

４ 第四段落から第六段落までの 個人 □次の活動に繋がるように、「アップ」と「ルー
言葉マップを作る。 ズ」の長所・短所の区別を付けるよう伝える。

取 ◯言葉マップが進まない児童には、もう一度文章
を読むことを伝える。
【「アップ」と「ルーズ」の長所・短所を区別し

り た言葉マップを作ることができたか。（ワーク
シート）】

５ 言葉マップをもとに、「アッ グループ □自分の作った言葉マップを説明するとともに、
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組 プ」と「ルーズ」の長所と短所 「アップ」と「ルーズ」の長所・短所はどこなの
をまとめる。 かを確認することを伝える。

□グループで、「アップ」と「ルーズ」の長所・短
む 所をまとめることを指示する。

□長所・短所を見つける根拠になった接続詞も書
くよう伝える。

35 【自分の言葉マップや長所・短所の説明を友達に
分 分かりやすく伝えることができたか（話し合いの

様子）】
６ 第四段落から第六段落までの 全体 □段落どうしの関係を考え、まとめるよう指示す
関係を考える。 る。

◯段落どうしの関係がよく分かるように、図に表
しながら板書する。

７ 第四段落から第六段落を詳し 個人 □第四段落から第六段落での説明の工夫を見つけ
く読んで「上手な説明のしかた」 るよう伝える。
を見つける。

８ 「上手な説明のしかた」を交 グループ □自分の見つけた説明の工夫を友達に伝えるとと
流する。 もに、友達の見つけた説明の工夫を聞くよう指示

する。
【説明の工夫を見つけることができたか（ワーク
シート・話し合いの様子）】

まと ９ 本時の学習を振り返り、次時 全体 □本時の学習や学び合いの振り返りをし、振り返
める の見通しをもつ。 りプリントに記入するように指示する。
５分 □次時は、第七・八段落を読み、説明の工夫を考

えることを伝える。

４）評価
ア．第四段落から第六段落を読み、説明の工夫を見つけることができたか。
イ．「アップ」と「ルーズ」の長所・短所を理解することができたか。

― 50 ― ― 51 ―



- 52 -

５） 本時で作った言葉マップ

図11 児童の書いた第四段落から第六段落の言葉マップ

（６）成果と変容
この単元を通して、説明文を苦手とする児童も「言葉マップ」を使ったことで細かい内

容が理解できたと思う（図 11）。単元後の感想には、説明文の構成がよく分かり、説明文
はこんなに考えて作られているんだと感動したという文もあった。グループ活動でも積極
的な発言が多く、段落構成や段落の要約がしっかりできた。

話し合い活動では、2 つのゲームの体験を通して、聞き手も相手を思いあった態度で聞
け、話し手も自然に友達に向けて発表できるようになった。また、スピーチゲームは日々
の積み重ねの成果か、考えをいくつかにまとめて書いたり発表したりできるようになった
児童もいた。

また、9 月に行ったアンケートをもう一度１月に行った。その結果、「友だちの考えと
自分の考えを比べながら聞いているか」という質問に対して、そう思うと答えた児童が前
回は 26 人だったのに対し、今回は 30 人に増えた。また、「話し合うことで、自分の意見
が変わることがあるか」という質問に対して、そう思うと答えた児童が前回は 29 人に対
して、今回は 32 人に増えた。
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しかし、「分かりやすい発表を心がけているか」という質問に対して、前回そう思わな
い児童は 10 人だったが、今回は１３人に増えていた。そして、「みんなの前で話すことが
好きか」という質問では、前回そう思わないと答えた児童は 12 人だったが、今回 18 人に
増えてしまった。学級の半数の児童が人前で話すことはあまり得意ではないということが
回答に出た。その他の質問では、大きな変化は見られなかった。

（７）考察
伝え合う喜びのもてる国語科授業を目指し、一年間実践してきた。そこからの児童の変

化は、「聞く」態度が身についてきたことである。アンケートの結果でも分かるように、
特に自分の意見と相手の意見を聞き比べながら、もう一度自分の意見を考え直し、より良
い考えにしていく活動ができてきたように感じる。アンケートの中の、「相手の意見を聞
く時に心がけていること」の質問に、「自分の考えと同じところと違うところに気を付け
て聞いている」「疑問に思ったところは質問をする」など、特に考えを比べながら聞くこ
とに心がけている児童が多くいた。それだけ相手の意見を尊重して自分の考えをより良い
ものにしようという気持ちが高くなってきた証拠であると感じた。

しかし、相手の意見を大切にする中で、自分の意見の重さも感じてきたのかもしれない
が、人前での発表や分かりやすく話すことが苦手だと感じる児童が多くなった。アンケー
トで、「伝え合い活動で難しいと思うこと」の質問では、「自分と相手の考えの違いを説
明することが難しい」「意見に質問されると上手く答えられない」「友だちの意見を聞き
逃さないように聞くのが難しい」などの意見があった。良い意味で考えると、様々な伝え
合い活動を学んでいく中で相手に考えを分かりやすく伝えることはとても難しいと感じ、
自分の意見をしっかり考えるようになってきたのかもしれない。しかし、相手に伝わる喜
びにはまだつながっていないように感じる。ここで終わりにせず、学年の発達段階に応じ
て伝え合い活動を行なっていくことが今後の課題だと思う。また、あまり話型にこだわら
ず、気楽に話せる機会も作るといいのかもしれないと感じた。

実践３ 聴き合う指導を通して 小学校４年 「ごんぎつね」

（１）子どもの実態
本学級の児童は男子 14 名女子 12 名で構成されており、明るく活発な児童が多い。男女

とも仲が良く、休み時間に全員で遊ぶ日があり、男女が一緒に学び合う活動を行うことも
スムーズにできる。ただ、全体での話し合いになると、意見を言う児童が限られていたり、
確信の持てる答の時には意見を言うが、課題にそった自分の考えを言うことが苦手だとい
う児童が多くいたりする。

（２）本単元で目指す子ども像
①登場人物の気持ちが変化したことを行動や情景描写から想像し、叙述をもとに読むこ
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とができる子ども。
②自分の考えや感じたことを話したり、友達の考えと比べながら聴いたりすることがで
きる子ども。

（３）具体的な支援の手立て
１）マイノートの活用
物語文の時には、教科書の文をコピーし、その周りに意見を書く余白を作ったものをマ

イノートとして使用する。発言することが苦手な児童にとって、書くことで自分の意見が
はっきりし、発言につながると考える。

２）話し合い・聴き合いの工夫
話し合いの時には机の配置をコの字型にし、友だちの顔を見て発言できるようにする。

ハンドサインや相互指名により、友達同士で話し合っているという意識をもたせ、友だち
の考えをふまえて自分の考えを発言できるようにする。その時に、話型を用いて話すよう
にする。話型、話し方、聴き方は学級に掲示しておく。

図12 教室に掲示した話型
３）グループ交流
全体ではなかなか意見が言えないが、グループだと意見が言えるという児童もいる。そ

のため、挙手が少なかった時は適宜グループ交流を取り入れる。グループ交流によって自
信がつき、全体交流での発言につながると考える。

４）教師の立ち位置
教師も児童と同じ目線になるように椅子に座って話し合いを見守る。また、板書をしな

い。板書をすることで教師が子どもの意見のつながりを妨げたり、板書を見ているだけで
友達の意見を聴かない児童がいたりするのを防ぐためである。児童同士の聴き合う雰囲気
作りに努める。

（４） 本教材の学習の流れ
①本文を読んで初発の感想を書き、交流する。
②語句の意味調べをする。
③心に残った場面とその理由を書き、交流する。
④一場面のごんと兵十の気持ちを話し合う。
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⑤二場面のごんの気持ちの変化を話し合う。
⑥三場面のごんの気持ちの変化を話し合う。（本時）
⑦四場面のごんの気持ちの変化を話し合う。
⑧五場面のごんの気持ちの変化を話し合う。
⑨六場面のごんの気持ちの変化を話し合う。
⑩読み深めたことをもとに感想を書き、話し合う。
⑪登場人物になって手紙を書く。

（５）本時の流れ
児童の活動 学 習 ・留意点 ○支援、個を生かす手だて ○評 評価

形態
１ 前時までの学習を振り返り、 一斉 ・前時の板書がわかるものを掲示して、前時

本時の学習めあてをつかむ。 (３分) のごんの気持ちを想起させる。

２ 3 場面を音読する。 個 ・早口にならないよう、登場人物の気持ちを
(３分) 想像しながら音読するように声かけをする。

・事前に自分の考えを書くことができるマイ
３ 3 場面でのごんの気持ちの変化 一斉 ノートに書き込みをさせておく。

を交流する。 ｸﾞﾙｰﾌﾟ ・本文から離れていかないように、音読を取
・「おれと同じ、ひとりぼっちの (30 分) り入れたり、叙述に戻したりする。
兵十か。」 共感・同情 ・必要に応じて言葉の意味を確認する。

・いわしを投げ込む。 償い ・友達の発言とつなげて発言できるように声
・うなぎのつぐないに、まず一 かけをする。
つ、いいことをしたと思う。 ・友達の方を見てうなずきながら聴いている

満足 児童を賞賛する。
・山でくりをどっさり拾って、 ○全体交流でなかなか意見が出ない場合はグ
かかえて行く。 ループ交流を取り入れる。

・兵十のかすりきずを見て「し ○評 ごんの行動に表れた気持ちの変化を読み取
まった」と思う。 後悔 ることができたか。（発言）

・そっと物置の方へ回って、入 ○評 友達の発言を聴いたり自分の考えを発言し
り口にくりを置いて帰る。 たりすることができたか。（発言・観察）

償い
・次の日も、その次の日もくり
を持っていく。 償い

・その次の日には松たけも持っ
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て行く。 償い
４ 交流したことをもとに、自分 個 ・交流したことをもとに自分の考えが書けて

が感じたことや考えたことを書 (４分) いる児童を賞賛する。
く。

（６） 成果と変容
支援 1 について、「マイノートは必要か」という問いに対し、「必要」「まあまあ必要」

と答えた児童は 90 ％だった。その理由として、「自分の思ったことを書けるから」、「書
いたことを話し合いのときに言えるから」「自分で考えたことを話し合いの時に忘れるか
もしれないから」というような意見があった。

支援 2 について、「全体での話し合いで発言回数が増えたか」という問いに対し、「増
えた」と答えた児童は 78 ％だった。その理由として、「登場人物の気持ちが考えやすかっ
たから」「マイノートにたくさん書いたから」「友達の意見を参考にできたから」「だんだ
ん慣れたから」「自信がついたから」「楽しくなったから」というような意見があった。
しかし、「友達の意見につなげて発言できたか」という問いに対しては、「できた」「まあ
まあできた」と答えた児童は 65 ％であり、その中で「できた」と答えた児童はわずか 9

％だった。
話を聴く態度に関して、「自分の意見が友達に聴かれていると思うか」という問いに対

し、「思う」「まあまあ思う」と答えた児童が 88 ％だった。その理由として、「みんなが
真剣に聴いてくれるから」「こっちを向いてくれるから」「うなずいてくれたり、賛成意

図13 児童の意見が入ったマイノート
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図14 グループで話し合う児童 図15 積極的に授業参加する様子

見や反対意見を言ってくれたりするから」という意見があった（図 。14）
支援 について 「全体で話す前にグループで話し合いをすると、全体での話し合いで3 、

意見が増えたか」という問いに対し 「増えた」と答えた児童は ％だった。その理由と、 70

して グループのみんなに言ったら恥ずかしくなくなったから 自信がもてたから グ、「 」「 」「
ループの友達の意見を聞いて 間違っていたことが分かったから などの意見があった 図、 」 （

。15）
支援 について 「話し合いの際、教師は黒板に意見を書いた方が良いか、黒板に書か4 、

ずに話し合いに参加した方が良いか」という問いに対し 「黒板に書かない方がいい」と、
答えた児童は ％だった。その理由として 「時間が短縮できるから 「先生が参加して87 、 」
いた方が話しやすいから 「集中できるから」などの意見があった。」

24実践の前に実施したアンケートでは 国語の授業があまり好きではないという児童が、
9％もいたが、実践後のアンケートでは、国語の授業があまり好きではないという児童が

％に減った。

（７）考察
今回の実践で、最初は決まった児童ばかりが発言していたが、話し合いの回数を重ねる

ごとに発言が増えていった。聴く側が意識をして友達の意見に耳を傾けて聴けるようにな
ったことで、聴き合う雰囲気ができてきたのではないかと考える。ただ、全体交流の場で
全く発言できない児童もまだいる。

また、板書をしないという初めての試みであったが、私自身が板書をしなければいけな
いという焦った気持ちがなく、落ち着いてじっくりと子どもの発言に耳を傾けることがで
きたと思う。そして友達の方を見てその友達の意見にうなずきながら聴いている児童の姿
も見ることができた。

しかし、課題がいくつかある。その中でも一番の課題は、友達の意見とつなげて自分の
意見を言える児童がまだまだ少ないということである。友達の意見を聴くことはだいぶで
きてきたように思う。今後はその聴いた友達の意見と自分の意見をつなげて話せるように
していく必要がある。
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実践4 エンカウンターの活用と課題設定を通して 小学校5年生「大造じいさんとガン」

（１）子どもの実態
本学級は、年度当初より、毎週日記を課題として取り組んでおり、文章を書くことに対
しての抵抗は比較的少ない方であると感じる。しかし、これはあくまでも、出来事や感
想を思うがままに書き綴っているものであって、順序立てて要旨を分かりやすくまとめ
るなどの内容構成についてはまだまだ不十分であることは言うまでもない。また、自分
が書いたことを相手に伝えるために、進んで発言しようとする子は驚くほど少ない。こ
れらの実態に基づいて、事前にアンケートを実施し、子どもたちの変容をより詳しく検
証したいと思う。

（２）本単元で目指す子ども像
5 年「大造じいさんとガン」の学習を通して、以下の 3 点を目指す。
①自分の考えをしっかり持ち、より意欲的に考えることができる子ども。
②自分の考えを表現する喜びを味わうことができる子ども。
④伝え合う活動を通して、よりよい考えや、表現の仕方はないかなど、考えを練り上げ
ていく楽しさを感じられる子ども。

（３）具体的な支援の手立て
１）エンカウンターの実践
子どもたち同士がより抵抗なく、自分の考えを表現するために、「話す・聞く」をテー

マに、エンカウンターを実践した。色々な「聞く態度」を子どもたちに直接体験させた。
・私の話を聞いて：2 人組を作り、Ａは夏休みに楽しかった思い出を話し、Ｂは態度と
言葉で拒否的にそれを聞き、2 分間で交代して互いにどういう態度や言葉が嫌だったの
かを話す。反対にその体験を生かして、話し手が気持ちよく話せる聞き方で交流を行う。
・「一組 聞き方七か条」の作成：進んで発表したいと思う気持ちになるには、聞き手
の態度が大きく影響するとい子どもたちの意見をもとに、クラスみんなで「聞き方」の
ルールを作成した。
２）ワークシートの活用
学習内容が把握しやすく、子どもたちの思考が、より円滑にまとめあげられるものを用

意した。噴き出しなどを用いて、登場人物の気持ちや場面の読み取りに活用した。
３）子どもたちが学習課題を設定
場面ごとの学習課題を子どもたち自らが考え、それをみんなで解決をする手だてをとっ

た。自分で考えた課題が直接学習のめあてとなるように取り組んだ。

（４）本教材の学習の流れ（9時間完了）
①単元全体の流れを知る。全文を通読し、初発の感想を発表し合う。分からない語句を
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調べる。
②第一・二場面の学習課題を見つけて短冊に書く。
③第三・四場面の学習課題を見つけて短冊に書く。
④自分たちで考えた第一場面の大造じいさんの心情を読み取る。
⑤課題をみんなで解決しながら、第二場面の大造じいさんの心情を読み取り、情景
描写を味わう。

⑥⑦第三場面の大造じいさんと残雪の心情を読み取り、それぞれの心情を考えながら
役を決め、音読を工夫して発表する。（本時７ /９）

⑧自分たちで考えた第四場面の大造じいさんの心情を読み取る。
⑤一番心に残った場面を書き、他のクラスと交流する。

（５）本時の学習

・・本時の学習 学習形態： 個 －個別 ペ －ペア グ －グループ

段 学 習 活 動 師 の 支 援 と 留 意 点 評価（評価方法）
１ 前時の学習内容を、 ○第三場面の課題と、みんなで解決して

分が書いたワークシー きた内容を確認するように促す。
つ トで確認する。 斉 めあてを確認するとともに、本時の ○本時の学習内
か ２ 本時の学習内容をつ 学習の流れを説明する。 容をつかみ、
む かむ。 斉 意欲をもつこ
8 とができたか。

（態度・姿勢）
第三場面を読み取って、大造じいさんと残雪の
心情を想像して音読発表しよう。

３ 第三場面の後半をペ ○残雪と大造じいさんの心情を読み取る
アで音読する。 ぺ ための手がかりになる部分を見つけ線

を引きながら音読をするよう指示す
る。

４ 大造じいさんと残雪 ○第三場面の大造じいさんと残雪の読み ○大造じいさん
が無言で向き合う場面 取りを軸に、根拠を示しながらワーク と残雪の心情

と の写真に、噴き出しを シートに自分の考えをまとめるよう指 を読み取るこ
り 付けたワークシートに 示する。 とができたか。
く 二人の会話を想像して ○二人の心情を考えて、会話を想像して （ワークシート）
む 書く。個 書くよう促す。
33 ５ 自分で考えた意見を ○自分の意見をグループで伝え、二人の
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グループで伝え合う。 心情をより適切な言葉で、表現するよ
グ������� う促す。

６ グループでまとめた ○大造じいさんと残雪の役を決め、心情
ことを発表する。 斉 が伝わりやすいように音読発表するよ

う指示する。
ま ７ 自分の考えをまとめ ○ 発表を聞いて、再度自分の意見と比
と る。 較して考えをまとめるよう促す。
め
る
４

（６）成果と変容
１）エンカウンターの実践
伝え合う喜びを味わわせるためには、子どもたちが「進

んで自分の意見が言えた」という体験をさせることが重
要であると考えた。本単元に入る準備として「聞く側の
姿勢」に着目してエンカウンターの実践を行ったことで、
より積極的に自分の意見を伝えたいと思う児童が増えた。

また、この実践をもとに、クラスで「聞き方のルール」
を子どもたちが考えて作り、教室に掲示した（図 16）。
全員が聞き方に対する共通理解を持ち、互いに実践し合
うことで自分の意見を表現する安心感が生まれた。この
ことにより、さらに自信を持って発表し合う姿が多く見
受けられた。

２）ワークシートの活用
場面ごとに読み取りをした内容が分かりやすく、今日は何の課題を解決していくのかを

明確にしたものを用意した。単元全体を把握しやすくなり、前時にまとめたワークシート
を読み返して、本時の学習へと繋げて考える児童も多くいた。また、大造じいさんや残雪
の絵や噴出しを載せることで、より深くそれぞれの心情を考えることができた。

３)子どもたちが学習課題を設定
いつもは、こちらが提示した学習課題に対して読み取っていくという形をとっているが、

今回の読み取りでは、子どもたち自ら学習課題を考え、考えた課題をみんなで解決してい
くという方法を用いた。「この場面ではなにが重要なのか」「どの言葉の心情を考えるか」
など、課題にしたいものを個人でいくつか考え、それらをグループで伝え合い、3 つまで
に絞った。必ず根拠となる文章を示し、自分の言葉で理由を説明しながら意見を練り上げ
た。自分の考えには根拠が明確にあるので、自信を持って発表していた。出た課題はすべ
て黒板に掲示した。（図 17）
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図 16 児童が考えた聞き方のルール
（教室に掲示）
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図17 児童が考えた課題 図18 グループ学習の様子

自信を持って全体に発表しているせいか、他のグループから出た課題を見る様子も、真
剣そのものであった。ワークシートに書く量も増え、普段なかなか発表できない子も進ん
で挙手をするようになった。意見を練り上げていく学習の姿は、全体交流の場でもその様
子が見られた （図 ）。 18

第二時と第三時に学習課題を見つけて短冊に書く活動を行った。第四場面までの子ども
たちが考えた課題は下の通りである。

������
課題１ 大造じいさんは、なぜ 「今度は、なんだかうまくいきそうな気がした」、

のだろう
課題２ 「しめたぞ」と言ったときの大造じいさんの気持ちを考えよう。
課題３ 「ううむ」と言ったときの大造じいさんの気持ちを考えよう。

������
課題１ なぜ、会心のえみをもらしたのか。また、どんな気持ちなのかを考えよ

う。
課題２ ほおがびりびりするほど引きしまるとは、どのような状態なのかを考え

よう。
課題３ 「ううん」と言ったときの大造じいさんの気持ちを考えよう。

������
課題１ 大造じいさんは、なぜ「うまくいくぞ」と思ったのかを考えよう。
課題２ 大造じいさんは、なぜ「再びじゅうを下ろした」のかを考えよう。
課題３ 大造じいさんは、なぜ「強く心を打たれて、ただの鳥に対しているよう

な気がしなかった」のかを考えよう。
������

課題１ 「じいさんは、おりのふたをいっぱいに開けてやりました 」このときの。
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大造じいさんの気持ちを考えよう。
課題２ 「ガンの英雄よ」と言ったときの大造じいさんの気持ちを考えよう。
課題３ 「いつまでも、いつまでも、見守っていた」ときの大造じいさんの気持

ちを考えよう。

４）アンケートでの変容
事前のアンケート結果では、国語に対しての苦手意識を持つ児童がクラスの約半数をて

いた。その理由の一つには、自分の考えを持つことができても、発表することが苦手であ
るというものであった。アンケートには、記述式も用意し、児童がどのように感じている
のかを把握しやすいようにした。

アンケート （事前10月下旬→事後12月上旬）
１ 国語は好きですか？ （嫌いが、14 人→ 3 人）
２ 自分の考えを伝えることは楽しいですか？ （いいえが、10 人→ 2 人へ）
３ 進んで挙手ができるようになりましたか？ （いいえが、16 人→ 1 人へ）
４ なぜ挙手しようと思ったのですか？（事後）

・自分の意見が言いたくなった。自分の意見に自信が持てた。
・自分の意見に対して、友達がどう思っているかがわかるから。
・みんなが反応してくれるから安心して発表できる。
・伝えるのって楽しいなと思うから。

５ グループの話し合いでは、おたがいの意見をよく聞いて、よりよい答えを導きだ
すことができますか？ （できないが 8 人→ 1 人へ）

６ 自分たちで課題を見つけて、みんなで解決をしていきました。感想を聞かせてく
ださい。（事後）
・みんなで課題を解決するのが楽しかった。
・グループ全員の意見がしっかり聞けた。納得いく意見がたくさんでてよかった。
・解決をする時、たくさんの意見が出てよかった。

アンケート 4 の記述では、「自分の意見を伝えるのが楽しいから」という答えが多かっ
た。「みんなが聞いてくれる」という環境は、児童一人一人が考えようとする意欲を高め、
「伝えたい」という意思が強くなることを感じた。また、グループで意見を練り上げる楽
しさも体験できたように思う。全員が発表者になるという意識を持って交流し、必ず根拠
を添えながら発表している様子は、みんなで解決をしていこうと意欲的に取り組んでいる
ように感じた。自分の考えを伝える楽しさを体験したことは、事後のアンケート結果から
見ても、進んで表現しようとする子が増えたことに大きく影響していると感じる。

単元の最後に、自分が一番心に残った場面を、根拠を添えて他のクラスと伝え合う活動
を行った。同じ場面を選んでも、感じ方や根拠が異なるなど、多様な意見の交流ができた。
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図19 交流した児童の感想

自分にはない表現の仕方を知り、児童にとっては大きな刺激なったと考える。自分の考
えを伝えることを苦手とする子が、他のクラスの子にまで、自信を持って伝えることがで
きたのは、伝える喜びを実感できたという成果ではないかと考える（図 19）。

７）考察
子どもたちが伝え合う喜びを感じながら学習するために、「聞く姿勢」に着目しながら

実践をしてきたため、「自分の意見を聞いてくれる」という環境は整いつつある。伝えよ
うとする児童は増えつつあるが、「ただ意見を伝える」にとどまる子も少なくない。伝え
る楽しさを実感した今回の実践を生かして、互いの意見から、さらに良い考えへと練り上
げていこうとする力が必要である。そのためには、場に応じた適切な交流の形。すなわち、
何をめあてに交流するのかを明確にして、それに適した形を提供していかなくてはいけな
いと実感した。今後も児童の学習意欲が増し、自分の考えを伝えたいと強く思い、さらに
喜びを感じられるようなしかけを考えて積極的に実践していきたい。

実践5 文型の指導を通して 小学校5年「海の命｝」

（１）子どもの実態
本学級は男子 16 名女子 13 名で構成されており、学習に生活にメリハリをつけることが

できる子どもが多い。今まで国語の読み取りに力を入れてきた結果、一言一句に注目でき
る子どもが多くなってきた。そして文型をもとに自分の意見をノートに書き、それを参考
にして発言している。しかし、発言する人数がまだ少ないということ、また一言一句に注
目しても根拠と解釈が乖離していることも少なくない。

（２）本単元で目指す子ども像
6 年「海の命」の指導を通して、子どもの実態と教材の特性から、目指す子ども像を次

のように設定した。
①文学作品を読むときに、「色」「語り手の視点」に注目して読み、伝え合うことがで

きる子ども
②一言一句に注目し、それをもとに妥当な解釈をして、伝え合うことができる子ども
③話型や文型に注目し、それらをもとに話し合うことで読解を深め合うことができる子

ども
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（３） 教材について
「海の命」は、物語中の色彩から主題を考えることができる。
物語中には「銀のあぶく」「青い海」など色彩が豊かである。そして無駄な色はなく、

そのすべてが物語中に何らかの役割を果たしている。その色彩は、主に太一の心情を表し
ていると考えられる。それらを丹念に読み取っていくことで、主題に迫ることができる。

まずは、登場人物の人物像をとらえさせ、それらが太一の心情にどのような影響を与え
たか考えさせる。その上で、色とその役割を考えさせ、主題に迫らせたい。

（４）具体的な支援の手立て
１）自分の意見の持たせ方
自分の意見をノートに書くことにより、自分の意見をはっきりさせる。これにより迷っ

ている子も自分の立場を明確にできる。また書くという作業を通して思考を整理すること
もできる。さらに、ノートは子どもたちの成長の記録ともなる。

２）話し合いの場の工夫
近くの人との意見交流や全体交流の場を意図的に多く取り入れている。これにより、書

いた意見を交流したり、より深めたりすることができる。また、相談しながら考えること
で、アイスブレーキングの役割を果たし意見を言いやすくなる。こうすることで、全体で
の発言回数も増え、読みを深めることができるだろう。

３）話型や文型の工夫
「意見を言ってない人は言ってください」「違う意見の人は反論してください」などの

司会的発言の話型を取り入れている。学校全体で取り組んでいる「話し方名人」という話
型集はあるが、それらは自然に使えるようになってきた。その次の段階として、話し合い
をコントロールするような話型を提示した。この司会的発言の話型を活用することで、議
論を焦点化したり全員を参加させたりすることができる。また、授業のまとめをするとき
に書く文章にも、文型を取り入れている。例えば「太一が一番長く見ていた色は～である。
そして、それが象徴することはずばり～である。なぜならば～。このことから～というこ
とがわかる。」といった文型である。こうして思考の型を示すことで、意見をまとめやす
くなる。また本時の学習活動の成果を文字に表しやすくなる。そして、やはり書くことで
思考を整理できるだろう。

４）フィードバックの工夫
本時の学習のまとめのときに書いた文章を、できる限り子どもたちに紹介する。解釈が

優れている文、着眼点が鋭い文、理路整然とした文など、子どもたちが真似したくなるよ
うな文や学習目標を達成しているものを基準としている。これによって子どもたちの励ま
しとなり、学習意欲の持続にもつながる。何よりも文章を読み合って学び合うことができ
る。そして自分の文章作成能力の向上につながる。
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（５） 実践の内容
１）本教材の学習の流れ
①音読をして、わからない語句を調べる。
②父はどんな漁師だったか説明する。
③与吉じいさの考え方はどのようなものだったか説明する。
④太一はどんな漁師になったのか説明する。
⑤太一の心に一番強く残った色とその象徴することを考える。
⑥太一は、なぜ瀬の主を殺さなかったのか説明する。（本時）
⑦主題を考える。
２）本時の流れ

本時のめあて
第五場面で太一は、なぜ瀬の主を殺さなかったのか考え、説明する。

１ 自分の考えをノートに書く。
２ 全体で話し合う。

○注目させる言葉
・「ほほえみ、」→この読点があることで、ほほえんだ後口からあぶくを出した

ことがわかる。
・「もう一度えがおを作った。」→あぶくを出した後から、ここまで何をしてい

たのか考えさせる。
・「ふっと」→「ふっと」ということは、一瞬またはほほえんだかどうかわから

ないくらいのほほえみ。
・「本当の一人前の漁師」と「村一番の漁師」の違いは何か

→前者は父を超えること。後者は村で一番魚を取るのが上手な漁師のこと。
・（前時の内容から）「銀のあぶく」にある「銀」とはどういうことか。

→銀が表す象徴。前時の段階では希望や目標というのが出されていた。
３ 文型をもとに自分の考えをまとめる。

「太一が瀬の主を殺さなかったのは、～。もし、殺してしまっていたら、～とい
うことになってしまう。これは物語がおかしくなる。なぜならば、～。したがって、
この物語全体を考えると、殺さないほうがいいのである。」

４ 教師の解釈を聞く。
自分の意見が不安な子どもも、教師の解釈を聞くことで安心できる。また、思い

もよらなかった解釈を聞くことで、解釈の仕方の一つを知ることができる。これも
読みの力の向上につながる。

（６）成果と変容
4 つの支援を意識して取り組んできた結果、ほぼ全員が意見を持ち、その根拠も明確に
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して説明できるようになった。また妥当な解釈を持つ子どもが多く、そうでない子どもは
全体の交流で意見を考え直していた。また「書く」の活用によって、理路整然とした文章
を書くように意識してきたようである。

１）その変容がわかるＡ（女子）のノート
Ａは国語に対して苦手意識が強く、読解能力や文章作成能力も低位である。
「カレーライス」の読解で、「中心人物は誰か」という課題に対する意見である。

中心人物はひろしである。なぜならば、教科書でひろしの気持ちが最も多く、気持
ちが出ているから。

これは 4 月 26 日のノートである。このときに提示した文型は、「中心人物は～である。
なぜならば、～。」というものであった。Ａの意見は確かに文型に沿っているものの、漠
然としていて、前後のつながりもなく、意見と根拠のつながりもはっきりとわからない。

次に、「柿山伏について」のまとめで、「筆者の主張を考え、題は本当にこれでよいか」
という課題に対する意見である。このとき、Ａは筆者の主張は「現代と事情はちがうが、
いつの時代のことでもあらわす狂言」と要約していた。

私は「○」だと考える。理由は四つある。
一つ目は、柿山伏で、筆者が伝えたいことは、狂言はいつの時代にでも受けつがれ

ていると私は考えて、柿山伏もそうだと思ったから。
二つ目は、柿山伏は誰にでもあることを描いていたから。
三つ目は、狂言はいつの時代にも残るし、要約文では、狂言を筆者は説明しようと

していると考えたから。
四つ目は、柿山伏は、狂言で、十人に一人とかの事件じゃないけれども、事情がち

がい、食べ物のないときの話を描いているからである。
したがって、題名と結論の整合性は「○」であると考えられるのである。

これは 6 月 30 日のノートである。このときに提示した文型は、「私は『～』だと考える。
理由は○つある。一つ目は～・・・。したがって題名と結論の整合性は『～』である」と
いうものである。「～」の部分は○、△、×のいずれかを入れること、「理由は～つ」と
いうことは理由が 3 つ以上あるときに使うと教えてあった。

当時のＡのノートは、文型により意見を長く書けることはできていた。また、説明文の
内容や筆者の意図にも言及することができていた。しかし、わかりにくい箇所が散在して
いて、Ａの意図は汲み取れるものの、主語や修飾語が不明確で全体として読みにくい。

そして本実践終了時のノートである。

太一が瀬の主を殺さなかった理由は「殺さなかった。」ではなく「殺せなかった。」
からである。根拠はｐ 200 の 7 行目～ 8 行目に「こんな感情になったのははじめてだ。」
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とあり、魚を殺せないと思うような感情になり、また、「太一は泣きそうになった。」
とあり、一人前になるには、瀬の主をころさなければいけなかった。だから、泣きそ
うになった。そして、無理矢理思いこんで殺さずに済ませた。

もし殺してしまっていたら、太一は海の命ということを知れずに終わってしまう。
また、殺してしまっていたら、この話の続きがなくなるかもしれないということにな
る。だから、殺してしまったら海の命について何も分からないまま終わってしまう。
それに、ストーリーが途中で終わってしまうことになる。

これは、物語全体を考えるとおかしくなる。だから、太一は瀬の主を殺さないで良
かったのである。

これは 12 月 6 日のノートである。一部、漢字などの細かいミスがあるものの、読みや
すい文となっている。また、接続詞も効果的に使えている。読解の点でも、色彩イメージ
という点を考えていないため、浅い思考の感じは受ける。しかし、わずかな語句や文章に
注目し妥当な解釈をしている。そして、作品全体に関わる批評もしている。

２）アンケートの結果
また、本実践を通して「発言回数が増えた」と回答した子が 75 ％、「作文力がついた」

と回答した子が 75 ％だった。これは意図的に教師が仕組んだ手立てであったが、子ども
たちも自覚しているようだった。また、これらのことを自覚したのか、「国語の授業が好
きになった」と回答した子が、9 人増えた。前回のときは 2 人だったので、成果といえる
だろう。

国語が好きになった（4 が最高）
4 3 2 1

11人 8人 9人 1人

発言回数が増えた（4 が最高）
4 3 2 1

6人 15人 6人 2人

作文力がついた（4 が最高）
4 3 2 1

13 人 14 人 2 人 0 人

（７） 考察
意見を言いっぱなしで終わる子どもの数は減り、つなげる意識が生まれた。私自身意識

していなかったが、発言回数を増やすことで、子どもたちは自然にそういう意識を持っ
たようである。また、作文の指導によって論理的に書こうとする意識を持つだけでなく、
文章を書いて自分の考えを表現することが、自然のことだと思えたという子どももいた。

― 66 ― ― 67 ―



- 68 -

このことから、文型を活用して意見を考えたりまとめたりすることを継続的に指導して
いくことで、書く力はもちろん、話す・聞く力の向上にもつながり、活気のある授業と
なっていく。

この実践を通して、文型を活用することの利点を 3 つまとめる。
1 つ目は、自分の思考を整理でき、話型も身につくということである。話し合うことは

大事である。それによって、意見はどんどん深まっていく。しかし、自分の意見を整理
できていなければ、その効果は低くなる。自分で自分の考えをうまく伝えられないから
である。話し合う前に、そして話し合った後に、自分の考えを整理しなければならない。
そのための文型である。これを活用することで、自分の意見とそう考えた本文が明確に
なる。本文を根拠にしているから、話し合いも深まる。また、話し合いを深めるために
は、話型も必要であるが、これは文型を指導していれば身についていくものだというこ
とがわかった。事実、私は司会的発言の話型しか指導していない。そうであるにも関わ
らず、曖昧な根拠に対して質問したり、意見は同じだが根拠が違うといった発言が続出
した。これは意見を整理できていたからこそできたことだと考えている。

2 つ目は意見の交流が容易になるということである。それは話し合いの場での音声情報
によることは前述の通りである。自分の意見がノートに整理されて文字情報として記録
されているので、「周囲の人とノートを見せ合いっこして」などとグループ活動の指示を
出すと、意見の交流が効率的かつ容易である。そして自分の意見の変遷、成長もわかり
やすい。

以上 2 点は、主に学び合いの観点からの利点である。
3 つ目は、国語科の教科の評価観点である書く力の向上である。文型をもとに書くと、

分量は多くなる。量が多くなれば前後関係をより慎重に推敲しなければならないし、何
より書くということへの抵抗感が低くなる。また、スピードも上がる。そしてこの活動
を繰り返していくことで、文の書き方も上達していく。これは紹介したＡのノートから
もうかがえる。

このように、文型を活用して授業を構成することで様々な力をつけることができる。
しかし、アンケートの結果から、大半の子どもが作文力や授業意欲が向上したことを自

覚しているものの、国語を好きと感じていないようである。国語そのものに対して根強
い嫌悪感があるように思われる。「できることが楽しい」「考えることが楽しい」と思え
るように、授業を考え、改善していきたい。

実践６ 聴く指導を通して 中学校２年「古典に親しむ－扇の的」

（１）生徒の実態
本学年の生徒には前向きな生徒が多く、その姿は国語の授業においても見られる。たど

たどしくても音読を精一杯取り組もうとか、ヒントになる言葉だけでも文章から探し出し
て自分なりの意見は持ちたいというような姿がある。

しかし、意見の発表となると様子が一変してしまう。ペアやグループでの発表の場であ
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れば、どの生徒も自分の意見を発表することができているにもかかわらず、全体の場とな
ると、男女を問わず積極的に発言しようとする者もいれば、挙手することすらためらって
しまい、なかなか発表ができない者もいる。そのように、話すことに対しては形態に左右
されがちであるが、聴くことに対しては形態にかかわらず、どのような意見であっても耳
を傾け、受け入れようとする姿がある。ただ、意見交流のようすを見ていると、多くは自
分の意見を発表するだけで満足してしまい、他者の意見と自分の意見とを比べたり、関連
づけたりするなどという活動にまで至っていない。

（２）本単元で目指す生徒像
①描写や表現に注目し、描かれた情景や作者の思いを捉えることができる生徒
②自分の思いや考えを書き、他者に伝えることができる生徒
③他者との交流を通して、自分の考えを深め、表現できる生徒

（３）具体的な支援の手だて
１）自分の思いや考えをまとめる時間の確保
他者の意見を聴き、思考を深めていくためには、自分の考えをもっていることが肝心で

ある。そのために、考えをまとめるための時間を十分に取り、ノートに書き出させること
で生徒自身が考えを整理でき、意見交流にもスムーズに移ることができる。

２）相互指名の実施
意見発表の場面において、教師の意図する方向へ授業を展開するには教師による指名で

進めるほうがよりスムーズに授業が展開できるかもしれない。しかし、そうすると指名さ
れる生徒に偏りが出てしまったり、自信のない生徒の発言の機会を奪ってしまうこともあ
る。そのため、生徒間での意見交流を取り入れることにより、生徒同士で意見を聴いてみ
たいと思う相手から意見を聴くことができたり、意見をつなげていくことができるのでは
ないかと考える。

３）話型の意識
意見交流や発表の場面を見ると、どうしても生徒は自分の意見を言っただけの状態にな

ってしまうことが多い。そのため、意見や思考の深まりが無いように思われる。そこで、
話型を意識させることで自分の考えを明確に伝えるだけではなく、他者の意見を聴くこと
で自分の考えをより深めることができるのではないかと考える。

４）聴く姿勢
話し手に対して体を向けるなどという基本的なことを含め、他の生徒の意見に耳を傾け

ることを意識させる。そうすることでさまざまな意見や考え方に触れ、自身と他者の意見
を比較したり、類似点や相違点を整理したりできる。

（４）本教材の流れ

次 時 学習活動
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・仲間の発表の中で、関
心を持った言葉を自分の
ノートに書き加えるよう
助言する。
・たくさんの視点で捉え

「 」られるように 平家物語
がどのようにして現存し
ているのかを確認する。

【評】自分の考えを書く
ことができたか。

個
・ふりかえりカードに、
分かったことや気づいた
ことを中心に学習をふり
かえるよう助言する。

個

（６）成果と変容
本時の学習活動⑥に入る前に、場面の状況を黒板に

図示しながら把握させることで活動にスムーズに移れ
るようにした。そのうえで学習活動⑥では個で考える
時間を確保し（支援 、短い言葉でもよいから自分の1）
考えを書き出すように伝えた。短い言葉では「平氏」
「源氏の言葉 「ひどい」というものもあったが、 割」 9

程度の生徒が自分の考えをノートに書き出すことがで
きた（図 。図20 グループの様子 20）

意見交流の場面では、短い言葉の意見を書いた生徒
から発表をはじめ、発表の際には話し手・聴き手の両方に型を意識させた（支援 、 。3 4）
短い言葉での表現からはじめたこともあり、つけたしや別の意見などが多く出された。本
時のなかでは「義経はひどい 「平氏の言葉」などという鍵となる言葉を結びつけて「義」

」 。経はひどい命令をしたものだと思う平氏の言葉 という程度にまでまとめることができた
アンケートからは 割程度の生徒が話し方を意識した、リアクションをしながら聴くこと6

＜ふりかえる＞

ふりかえりカードに本時の学習のふりかえり
を記入する

次時の予告を聞く

源氏の成功に感動して舞
を舞っているのにひどい
という平家の言葉。

同じ武士として与一の腕前に
歓声が上がっているのに、義
経はみんなの気持ちをわかっ
ていないという源氏と平氏の
言葉。

与一は大役を果たしたのに、義経の命令を実行しなけれ
ばならなかった与一はかわいそうだと思う義盛の言葉。

⑧意見交流の内容をもとに、個人の意見を
まとめる
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ができたと答えた。
また、積極的に相互指名（支援３）を取り入

れ、生徒同士で考えを深めたり、疑問点を解決
したりするように心がけた（図 。１回目の21）
アンケートでは半数の生徒が戸惑い感じていた
ようだが、２回目に実施したアンケートでは８
割の生徒が自分の考えを深められたと答えてお
り、生徒の様子にも戸惑いや指名される生徒の
偏りも見られなくなった。これはもちろん、相

図21 意見交流の場面互指名だけではなく自分の意見が認められるとい
う安心感を感じられる雰囲気がつくられていることもある。

（７）考察
生徒はこれまで「聴く」ということを重点的に取り組んできた。一年時からの積み重ね

もあり、聴くことについてはおおむね出来ている。生徒にもその意識があるようで、話し
手を見て聴くことができた、リアクションの仕方が改善することができたという意見が多
かった。しかし、ただ単に意見を聴くという段階にとどまっていることがあり、仲間の意
見を筋道立てて聴いたり、関連づけながら聴いたりする段階までに至っていない生徒が多
いように思われる。実践を重ねるなかで、少しずつ意見をつなげようとする姿勢が見られ
るものの、提示する課題の工夫や聴く活動を継続的に取り組む必要がある。
「 」 。 、話す 活動も同様である これまで意見を言うだけで満足という経験が多かったため

いかに聴き手を意識して分かりやすく伝えるかという意識が薄かった。そのため「～と思
います。いいですか」で終わってしまっている。しかし、生徒自身は他者の意見に賛成・
反対・補足することが以前よりできるようになったと認識している生徒が多い。確かに意
見をつなごうとする姿勢は以前より見られるものの、未だに一部の生徒が他の生徒が提示
した意見に補足して、考えを練り上げるという段階にとどまっている。一人でも多くの生
徒が自分の考えを深め、練り上げていけるようにしなければならない。

また、小中連携が叫ばれる昨今、その必要性を感じることが多々ある。たとえば漢字の
、 、 。音訓や読み書き 文法 原稿用紙の使い方などの基礎知識が不足しているように思われる

授業のなかでは教科書を読むときに躓いてしまう生徒や一つの話題で話を膨らませて書く
ことのできない生徒の姿がある。小学校ではどのような学習が進められているのか、それ
を踏まえた上で中学校の学習をつなげられるよう指導にあたらなければならない。

実践７ 課題設定、課題の与え方を通して 中学校２年「古典に親しむ」

（１）生徒の実態
教卓から見える生徒の顔を思い浮かべてみる。生徒が活動に夢中になり、目を輝かせて

取り組む様子と、気が乗らずだらだらと過ごしている様子が思い出される。どちらも同じ
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（４）実践例
「自己の思いや考えをもつ」ための工夫
自己の思いや考えをもつためには、課題解決に対しての積極性をもたなければならない。

与えられた課題に対して「分かりたい」「解決したい」という思いをもつことができれば、
自分はその課題に対してどう思うのかという思いや考えをもちやすいのではないかと考え
る。では、課題に対して「分かりたい」「解決したい」という思いをもつためにはどのよ
うな工夫が考えられるだろうか。本レポートでは、課題設定や課題の与え方の工夫を提案、
検討したい。

１）単元設定理由
本単元は、時代を越えて生き続けてきた古典に関心と親しみをもち、読み味わうことで

我が国の文化や伝統についてより一層関心を深めるようにすることにねらいがある。また、
インターネットやテレビなどが普及し、携帯小説などの新しいジャンルの文学作品が生ま
れる中、失われずに続く古典文学の価値に気づかせ、古典文学は古い時代の作品であると
いうことだけではなく、現代に続く普遍性をもつことを、本単元を通して感じさせたい。

本時では、「仁和寺にある法師」を題材に、内容理解を中心に学習を進める。兼好法師
の思いが書かれた最後の一文を隠した状態で授業を行い、「仁和寺にある法師」の出来事
を読み進める中で、兼好法師の伝えたい思いは何かについて迫りたい。導入では、興味を
引き出すためにマンガを用いる。「実は石清水八幡宮に参拝していなかった」という事実
を導入で知り、なぜこの勘違いが起きてしまったのかについて、本文中から理由を示しな
がら兼好法師の思いに迫る。また、本文の内容理解を通して、兼好法師の思いが現代にも
通じるということを知り、古典と今に生きる私たちの共通点を感じさせたい。本クラスは、
男子 16 名、女子 15 名のクラスである。活発な生徒が多く、グループ活動にも積極的に参
加ができる。しかし、全体で挙手をする生徒は固定されており、教師と発言する生徒だけ
で授業が進んでしまう場合が多々ある。本時では、生徒が主体となり、本校の現職教育の
テーマである「自分の思いや考えを表現できる生徒の育成」が実現できるように、グルー
プ活動だけではなく、全体発表の場での発表の仕方を工夫していきたい。具体的には、意
見発表の際に、教師と発表生徒の一対一での発表ではなく、発表した意見に対して次の意
見を順に述べていくようにし、生徒同士で意見を繋ぎ合わせながら考えを深めていきたい。
また、理解が遅い生徒、国語が苦手だと感じる生徒に対しても、導入の取り組みやグルー
プでなくても隣同士、前後での話し合いを随時取り入れることで、「分かる」「おもしろ
い」という気持ちを感じさせ、今日の授業ではこんな取り組みをしたという実感をもたせ
たい。

２）単元計画

教 材 授 業 の 流 れ 目指す生徒像
「枕草子」 ○古典の音の響きを感じよう 歴史的仮名遣い

２時間完了 ①一年次の復習、音読の確認 をすらすらと読む
②音読の練習 ことができる。

「扇の的」 ○読み方を工夫し、古典の文章の特徴を知ろう 文章の特徴に合
５時間完了 ①平家物語の基礎知識 わせて、読み方が
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②あらすじ、音読の確認 工夫できる。
③群読のシナリオ作り 班員と協力して、
④練習 積極的に考えを表
⑤発表 現することができ

る。
「仁和寺にある ○内容を理解し、筆者の考えに迫ろう 冒頭文の暗唱が
法師」 ①徒然草の基礎知識、冒頭文 できる。本文の中

３時間完了 ②仁和寺にある法師、音読、現代語訳確認 から、根拠を示す
����/�� ����������������
����� ことができる。

「漢詩の風景」 ○漢詩の世界に触れよう 漢詩の基礎知識
２時間完了 ①漢詩の基礎知識、リズムを感じる を理解できる。漢

②漢詩の情景、心情を読み取る 詩のリズムを感じ
ることができる。

４）本時の指導
ア．目標

①他者の意見と比較しながら、自分の考えを積極的に発言することができるように
する。

②本文から原因を探し、理由を述べることができるようにする。
③ 筆者の見方、考え方を理解し、身近に考えることができるようにする。

イ．基礎・基本
○学ぶ意欲 ・グループの話し合いに積極的に参加することができる。

・ 自分の意見や考えを、進んで表現しようとする。
○技能･表現 ・本文にある根拠を見つけることができる。
○知識･理解 ・古典における先人の考えを理解することができる。

５）準備
教師 マンガ 7 コマ（画用紙 7 枚）、吹き出しカード（1 人 1 枚）、マンガのプリント（1

人 1 枚）、移動黒板
生徒 本文が書かれたプリント、ノート、振り返りカード
６）学習過程
段階 生 徒 の 活 動 形態 教 師 の 支 援・留 意 点 評価

１「仁和寺にある法師」の内 一斉 ・前時に学習した「仁和寺に ○絵に合わ
つ 容を確認する。 ある法師」の内容を把握して せて言葉を
か ・1 コマずつ絵に合わせて法 いるかどうかを確認するため 考えること
む 師の言葉を考え、マンガを に、マンガを使って、1 コマ ができるか。

完成させる。 ずつ提示する。 （発言・挙
10 ・周りと相談し、入れる言葉 グ ル ー ・古文の原文から想像できる 手）
分 の想像力を膨らます。 プ交流 法師の言葉を考えることで前 ○隣どうし、

時までに学習した内容を復習 前後で積極
できるように工夫する。 的に相談し

２ 原文にない 7 コマ目をみ 全体 ・吹き出しを書いたカードを ようとして
てその吹き出しに入る言葉 交流 一人一枚配付する。 いるか。
を考える。 ・吹き出しを利用し、仁和寺
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・仁和寺の法師の話を聞いて の法師の勘違いを、話を聞い
いた別の法師の言葉を考え ていた法師の気持ちで表現す
記入する。 ることで、状況を捉えやすく

・記入ができた生徒から、移 する。
動黒板に貼り、席に戻る。 ・自由な発想で意見が出るよ

・吹き出しの内容から考えて うに、教室内誰と考えても良
仁和寺の法師は念願だった いことを伝え、交流活動が進
石清水八幡宮に参拝できた むように配慮する。
かどうかを考える。 【ポイント①】

・考えるヒントとして、石清
水八幡宮の地図を示す。(山の
上に本堂があると伝えない）
・仁和寺の法師は念願だった
石清水八幡宮に参拝できたの
かどうかを考えるヒントとな
る吹き出しをいくつか示す。

兼好法師が伝えたいことは何か考え、発表しよう。

３ 本時の課題を知る。 一斉 ・本時の課題を掲示する。 ○探し出し
・隠された本文の最後の一文 ・授業の見通しをもって活動 た原因と理

に兼好法師の伝えたいこと に取り組めるように、課題解 由を自分の
が書かれていることを知 決に向けての本時の流れを示 言葉で説明
る。 す。 することが

４ 「仁和寺の法師事件」を グ ル ー ・「仁和寺の法師がなぜ山の できるか。
調査する。【ポイント②】 プ 上に行かなかったのか」を問 ○自分言葉

・「仁和寺の法師事件」の調 い、それを解決することが、 で説明する
査員になることを知る。 最後の一文を考えることに繋 ことができ

・事件の原因を本文から探し がることを知らせる。 るか。
出し、その理由をグループ ・活動に興味をもたせるため （発表）

と で考える。 に、今から「仁和寺の法師事
り ・マンガのコマに合わせて、 一斉 件」を調査する調査員になる
く 原因と理由を発表する。 という工夫をする。
む ・調査員とは、事件の原因は
15 何かを調べ、報告する仕事で
分 あることを確認する。

・言葉で説明する力をつける
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ため、グループで考えた意見
を見せるだけではなく、自分
の言葉で説明するように留意
する。

５ 調査結果から、隠された グ ル ー ・活発な意見が出るように、 ○積極的に
最後の一文が何か予想をし プ交流 隣同士、前後で相談して考え 周りに相談

ふ 発表する。 るように配慮する。 しようとす
か ・自己の意見だけ述べるので るか。
め はなく、他の意見と比較しな （話し合い
る がら意見を述べることができ の様子）

るようにするために、発表の ○意見をつ
20 際は、必ず他者の意見に対し なげながら、
分 ての考えを述べてから自己の 自己の意見

意見を述べるように指示す を述べるこ
る。 とができる

６ 「仁和寺にある法師」の 一斉 ・「少しのことにも、先達は か。
最後の一文が「少しのこと あらまほしきことなり」の一 （発表）
にも、先達はあらまほしき 文を掲示する。
ことなり」であることを知 ・実際に道を案内する人だけ
る。 ではなく、法師より以前に石

・「先達」の意味をグループ 清水八幡宮に参拝した経験を
で予想し、具体例を示しな もつ人を指しても良いことを
がら発表する。 確認する。

・自分たちの身近における ・生徒の予想から最後の一文
「先達」は何かを考える。 の意味をまとめ、提示する。

７ 振り返りカードを記入す 一斉 ・振り返りカードに、本時の ○本時を通
ま る。 まとめをするように指示す しての感想
と ・本時の感想（分かったこと、 る。 を書くこと
め 疑問に思うこと）や自己の ができるか。
る 経験等をまとめる。 （振り返り

５分 カード）
７）手立て
① ペアやグループを超えた教室内での相談活動【ポイント①】
「教室内誰とでも相談できる」という状況を作り、一番相談しやすい仲間とともに考え

を深める。相談しやすい仲間であれば、気軽に相談でき、話し合いをする中で、自己の考
えや思いをもちやすくする。

② 課題の与え方の工夫【ポイント②】
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場面や役柄を設定し、その場面や役柄に自分を置くことで、課題に対しての積極性をも
たせる。上記の実践例では 「仁和寺の法師」が山の上に登らなかったことを「事件」と、
して捉え 「仁和寺の法師事件捜査本部」を教室に立ち上げ、生徒に「捜査員」という役、
柄を与えた。捜査員として、事件の謎を解く中で 「仁和寺の法師」が山の上に登らなか、
った原因を本文の中から示すことができた。国語の授業の一つの作業として、課題に取り
組むのではなく、課題の与え方を工夫し、積極的に課題解決に向けて取り組める状況を作
り出す。

（５）成果と変容
１）ペアやグループを超えた教室内での相談活動

（ポイント①）
話やすい人と相談ができることから、隣同士で

の相談、グループでの相談よりも活発に話をして
いる様子がみられた（図 。事後アンケートか22）
らも「自由に相談することをどのように感じまし
たか」という項目について 「相談がいつもより活、
発だった」と答えた生徒が全体の約 ％で、事前80

アンケートで 「周りと相談しない」と答えていた、
図22「相談の様子」生徒のうち、約 ％がいつもよりも話し合いがで90

き、自己の思いや考えをもつことができたと答えている。
２）課題の与え方の工夫（ポイント②）
教室に捜査本部を立ち上げ、捜査を開始することを伝えると、お互いの名前を「○○

捜査員」と呼ぶなど、なりきって課題に取り組むことができ、積極的に課題に取り組む様
子が伝わってきた。事後アンケートにおいて、役になりきって課題に取り組むという設定
について 「今後もやってみたい」という生徒が全体の約 ％ 「役になりきることで積、 、80

極的に課題に取り組めた」と答えた生徒も全体の約 ％いた。課題の与え方次第で、取70

り組み方が変わるのだと感じた。

（６）考察
生徒が主体となり進める授業において、授業を完全に生徒に任せることが主体性では

ないことを忘れてはいけない 「話し合いをしなさい、考えなさい、意見を言いなさい」。
では、何も活動できない。どのように話し合いをするのか、どのように考えるのか、その

、 、 。情報を与えることが教師の役割であり 影から支えて 引っ張っていかなければならない
きっと、教師が主体となって授業をすることより、何倍も準備が必要なのかもしれない。
また、小学校の先生方と話す機会や小学校の授業参観を通して、小学校の時できていたこ

、 、 、とが 中学校に入ってできなくなってしまっていたり 小学校ですでにできていることを
中学校で同じことを繰り返し教えていたりするなど、生徒のもつ力を、効率的に活かした
授業ができていないと感じる。小学校 年間、中学校 年間という指導ではなく、小中９6 3
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年間を通しての指導をしていきたい。そのために普段から、小学校との情報交換を常に意
識をし、できることを伸ばしていく指導を心がけていかなければならない。

５ 全体考察

コミュニケーションとは何かという課題を持って、本部会では話し合いを続けてきた。
人が人として生活していくためには必要不可欠な能力であり、手段である。その能力をつ
けることこそ、国語科の学習の本来の目的であると考えた。アンケートで見る限り、徐々
にではあるが児童生徒の伝え合う学習に対して効果があったと考えることができる。

６ おわりに

国語Ⅱ部会では、コミュニケーション能力の育成を図るため、1 年間研究を積み上げて
きた。児童生徒にって、国語科の学習はあまり人気のある教科ではない。それは、多分に
自分の考えがうまく伝えられないといった感が強いからだと考える。もちろん、日頃は友
達とワイワイやっていたとしても同様である。つまり、意味もなく、他愛もない話を延々
と続けることはできても、あるテーマに基づいて、自分の考えを理路整然と語ることがで
きないのである。それを可能にするためには、訓練を積むしか方法はないと考える。

そこで、本部会では、自分の思いや考えを伝える手段として、コミュニケーションゲー
ムの導入や、話し方の話型を意識させることで、少しでも話しやすくなり、抵抗がなくな
るのではないかと考えた。学校内部での共通理解を含め、それぞれに工夫を凝らし、取り
組むことで児童生徒の学習態度にも変化が見られるようになったという報告がなされた。
今後は、個人としての取組ではなく、組織として取り組んでいければと期待している。
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図 23 オリジナル教材１ 

実践１ 小学校１年 学級活動「せんせいのおうちはどこ？」（ＧＷＴ） 

（１）子どもの実態 
本学級は男子 11 名、女子 13 名の計 24 名の学級である。活発で元気がよく、休み時間

になると、外で元気に遊ぶ子どもが多い。学習に対しても意欲的に取り組む子どもが多く、
新しいことを学習することをとても楽しみにしている。しかし、みんなで活動する時、自
己中心的な発言をする場面も見られる。

そのため、相手の立場を考え、思いやりのある行動ができるように、グループ活動を通
して、協力して 1 つの課題を達成する楽しさを知り、互いの存在や良さを認め合えるよう
に学習に取り組ませたい。

（２）実践の手立て 
１）グループでの交流 
今回の研究を行うにあたって、グループでの交

流により話し方・聞き方を体験的に学ぶために、
グループワークトレーニング（以下 GWT）を行っ
た。GWT とは、人間関係を学ぶ体験学習であり、
「楽しく」「ちょっとためになる」をキーワード
にしたワイワイとリラックスした雰囲気で行う学
習のことである。GWT の目的は、①協力する良さ
に気づく、②他者の良さに気づく、③自分の良さ
に気づく、ことである。本時の活動は、学習意欲
を一層高めるようにするために、子ども達にとっ
て身近な先生を学習課題に登場させたオリジナル
のグループワークの教材を作った（図 23・24）。
また、情報を文字だけで書くのではなくヒントカ
ードを用いて視覚でも捉えることができるように
した。

２）話し方・聞き方の指導 
本時の活動では、自分が得た情報を相手に正確に伝え、相手が知っている情報を正しく

聞くことで課題が達成される。課題達成のために必要な情報を全員が平等に分担し、一人
一人がもつ情報量を同じにすることで、全員が責任をもって課題に取り組めるようにした。
また、そうすることで、聞き方・話し方を意識して活動し、自分の情報を相手に分かりや
すく伝えるだけでなく、落ち着いて友達の話も聞けるようにした。 

３）ワークシートの工夫 
振り返りカードを工夫し、自分の活動だけでなく、課題解決に向けてグループの良さや

友達の頑張りを認められるようにした。自分自身の振り返りは、「話し方」「聞き方」に
ついて振り返り、友達の良さを書く「きらきらメッセージ」の欄を設定し、それをグルー

図24 オリジナル教材２ 
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図 25 ふりかえりカード 
「きらきらメッセージ」

「自分が知っている情報を相手に伝わるように話すこと」「友達が知っている情   
報を静かに最後まで聞くこと」の２点に気をつけて話し合いができるようにした。話す時
には、声の大きさや話すスピードに気をつけて話す姿が多く見られた。また、ひらがなを
読むのが苦手な子どももいるが、ヒントカードを用いて視覚で捉えることができるように
したため、意欲的に話し合いに参加する姿が見られた。聞く時は、相手の顔を見て聞く、
友達が言い終わるまで喋らない、一人ずつ順番に言うなどのことに気をつけて話す子ども
が増えてきた。

ウ．ワークシートの工夫 
GWT の振り返りでは、自分の活動を振り返るだ

けでなく、友達の頑張りや良さもお互いに認めら
れるようにした。始めは、何を書いていいか戸惑
う子どももいたが、GWT の回数を重ねるごとにす
らすらと書けるようになってきた。きらきらメッ
セージは、同じグループの全員に書けることを目
標にし、相手の頑張りや良かったことを伝える言
葉を書くことができるようになってきた。また、
きらきらメッセージをみんなで読みあうことで、
楽しかった気持ちやお互いの頑張ったことを共有
することができた。
                                          

２）今後の課題 
今回の実践では、GWT を通して、相手の頑張りや良さを認め合えることができるよ  

うに「きらきらメッセージ」を書き、それを伝え合うことができる人間関係作りを目指し
た（図 25）。これをもとに、アドバイスし合うことを通して学び合い、高め合うことがで 
きるような学級経営をし、さらに実践を重ねていきたい。

実践２ 小学校６年 算数 「円の面積」 
 
（１）子どもの実態 

本学級は、男子16名、女子13名、計29名。学習に取り組む意欲をしっかりもっている児
童は多い。第5学年のときから、説明する活動を授業の中に多く取り入れてきたこともあ
り、自分の考えを相手に伝えようとする意識も高い。だが、児童一言一言の説明をこだわ
って聞いていると、自分の考えに自信をもてず、あいまいな説明でごまかしていたり、算
数的な用語が使えず途中で説明が終わってしまっていたり、相手に伝えることを意識した
説明ができていないようである。これは、言葉や表現方法を分かりやすくまとめて伝えた
り、既習事項と関連付けながら問題をじっくりと考えたりすることに課題があるのではな
いかと考える。仲間と意見を交流し関わり合う中でこのような課題を解決していきたい。
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（２）実践の手立て 
本題材の混声三部合唱「Tomorrow」はクラス合唱として歌う曲であり、今までよ

りも一人ひとりがクラスの一員として合唱曲を仕上げていく意識を高めていってほ
しいと考え、学習計画を立てた。また、本時では生徒が、基本的な姿勢や声量、音
程、強弱などを互いにアドバイスをし合いながら練習を行い、パート練習や全体合唱
に生かすことができるように指導した。
 本題材の目標を達成するために、2つの支援の手立てを考え、授業を行った。

  1)アドバイスカードを使用（図26・27）  
  2)アドバイスタイムの設定 
  3)Best Singerを見つける 
  
 
     アドバイスカード                   
             →                
       ○表情  ５・４・３・２・１                   
                                           
     ○声量  ５・４・３・２・１                   
                                  
 
  
 
 
（３）実践の内容 

１）単元 
混声三部合唱「Tomorrow」
２）本時の目標 
仲間にアドバイスをしあいながら合唱を創っていこう
３）学習の過程 

            学習形態：個別→個 ペア→ペ グループ→グ 一斉→斉
段
階

学 習 活 動 教師の支援・指導上の留意点 評  価

つ
か
む
７
分

１ 合唱隊形で「大切なもの」
を歌う。       斉

２ 前回のアドバイスカードを
 見て感想、今後の課題を発表
 する。        斉

・大きな声で歌い、声出しをしてい
けるようにする。
・自分たちの合唱で注意していく部
分を見つけれるようにする。

・本時の課題を確認
することができた
か。観察）

仲間にアドバイスをし合いながら合唱を創っていこ

���������
���
������

��

	����
���
���

図26 アドバイスカード 図27 アドバイス項目 
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すすんでかかわり合い、高め合うこどもを目指して

山下 和紀（犬山市立羽黒小学校）
原 ゆみ子（犬山市立城東小学校）
松本 哲廣（犬山市立城東小学校）
安藤 奈美（犬山市立犬山中学校）
尾関 久美（犬山市立犬山中学校）
伊藤 孝二（犬山市立城東中学校）

はじめに

本グループでは、研究実践を行うにあたり、それぞれの校種や教科等を考慮した上で、
授業のどのようなところに問題意識があるのかを話し合った。グループでの話し合い活動
を取り入れても意見が並列的で高まらず、グループ活動という形だけで終わってしまうこ
とや、授業において高め合うとは何か、という問題意識が出された。

そのような問題意識をもったメンバーが集まり、そうした課題を解決しどのような子ど
もを育てたいのかを話し合った。話し合いでは、共に学ぶことがキーワードとなり、「す
すんで～する子」「児童生徒が主体的に動ける」「全員がかかわり合う」「交流の中で高め
合う」が「めざす子ども像」として挙がった。特に、高め合うことについては、できる子
どもができない子どもに教えるだけでなく、全体としての高まりをめざすことが課題とし
て出された。

児童生徒の実態を踏まえた上で、高め合うための仕掛けや手立てを各自で持ち寄り話し
合った。そこで、研究主題「すすんでかかわり合い、高めあう子どもを目指して」を設定
し、それぞれの手立てのもとで研究実践を行うこととした。

１ 仮説

①意欲的に関わりながら、自分の考えを深めるように取り組むことができれば、お互い
に高め合うことができるだろう。

②関わり合うことを通して、多面的・多角的に考察し、自分の考えを表現することがで
きれば、お互いに高め合うことができるだろう。

２ 研究の実際

（１）小学校５年 国語科 大造じいさんとガン
１）手立て
本単元は、「作品を自分なりにとらえ、朗読しよう」という単元であり、「工夫して朗
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読する」ということが目標となってくる。また、本研究のテーマである、「かかわり合い、
高め合う子どもの育成」というところから、「子どもたちが関わり合う中で、読み取りが
深まったり、朗読の技術が向上する」ことを目指して、次のような手立てで、実践を行っ
た。

手立て① 言葉マップの活用
朗読をするにあたって、「読み取り」というのは、とても重要となってくる。そこで、

言葉マップを用いることで、どの登場人物が、どのように行動したかや、他の登場人物と、
どう関わっていたかを、視覚的にとらえられるようにした。

手立て② アドバイスカードの活用
授業では、子どもたちの関わり合いの中で、朗読の技術が高まるように、グループ交流

や、グループ間交流の時間をとり、朗読し合う場面を設定した。また、交流の際には、友
達の朗読を聞きながら、読み取ったことを表現できているかや、間の取り方がうまくでき
ているかなどを、評価し相手に伝えるために、アドバイスカードを用いた。特に、グルー
プ間交流を 2 回行い、アドバイスされたことを、さらに生かす場面を設定することにも心
がけた。

２）授業の実際

段階 学 習 活 動 形態 ○支援 ・ □留意点 ・【評価（方法）】

つ １ 既習の内容を確認する。 全体 ○ 3場面の言葉マップを拡大コピーし、掲示する
５
分 読み取ったことをもとに、自分なりに理由をもって、工夫して朗読をしよう

取 ３ 3場面の後半部分を４つに分 個 □朗読の仕方は、家で考えておかせる。
り け、そのうちの1つを朗読する。 □意図的に、本文を４つに分けておき、各分担箇所
組 （生活班でそれぞれ分担する） を決めておく。
む □特に読み方を考えてほしい文には、あらかじめ線
35 を引いておく。
分 ○朗読の工夫をより考えられるようにするために、

それぞれが読み取る範囲を限定する。
【理由を明確にし、朗読の工夫を考えることがで
きたか（ワークシート）】

４ グループで交流する。 グループ ○工夫が聞き手に伝わるように読むことを促す。
（１）実際に 1人ずつ朗読する。 ○朗読しやすい雰囲気を作るために、隊形などは自
（２）聞き手は、読み手がどのよ 由にする。

うな工夫をしていたか答える。 ○恥ずかしがっている児童には、側について励ます。
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（３）読み手は、そのように表現 【自分の考えと比べながら、友達の読み方を聞く
した理由を話す。 ことができたか（様子）】

５ 他のグループと交流する。 グループ ○交流の仕方を掲示し、グループ活動が円滑にいく
（１）1 つのグループが 3 場面の ようにする。

後半を、グループで通して朗 □生活班を 2 班ずつ組にして、朗読し合うように
読する。 する。

（２）聞き手はアドバイスカード 【友達の朗読の工夫に関心をもちながら聞くこと
に記入しながら聞き、発表が ができたか（アドバイスカード）】
終わったら渡す。 （グループ間の交流が早く終わったグループは、さ

（３）もう 1 つのグループが朗読 らに違うグループと交流してよいこととする。）
する。 □どんな工夫が良かったのかを明確に書かせる。

６ アドバイスを生かして、さら グループ □アドバイスされたことを、朗読に生かすことを促
に違うグループと交流する。 す。

７ 友達の朗読を聞く。 全体 ○意図的指名することで、よい朗読とは、どのよう
な読み方かをつかみやすくする。

振 ８ ワークシートに本時の振り返 個 ○考えた朗読の工夫を表現できたかや、理由をしっ
り りをする。 かりと伝えることができたかを振り返るようにす
返 る。
る
５
分

１）成果と課題
ア．成果
図 39 は、児童がまとめた言葉マップで、図 40 はそれをもとに、児童が考えた朗読の工

夫である。言葉マップでは、「いつ、どこで、だれが、なにを、どのような気持ちで、ど
うしたか」などを、地図のように記すことで、教科書の内容が、視覚的にも明確化した。

その後、朗読の工夫を考えさせたところ、図 40 にもあるように「登場人物の気持ちを
表現するために、小さな声で読んだり、強く読んだりしたい」というように、「なぜ、そ
のように工夫して朗読するのか」について、はっきりとした理由を、どの児童も持つこと
ができた。

また、図 43 は実際に児童が書いたアドバイスカードである。交流の際には、常にアド
バイスカードを用いたことで、朗読する側は、聞き手を意識して、また聞き手は、「何が
良いのか」を意識して聞くことで、一生懸命聞こうとするなど、より意欲的に活動へ取り
組むことができた。
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図39 児童がまとめた言葉マップ

図40 児童が考えた朗読の工夫
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し合い活動を通して、協力し合って解決や実行していく積極性や自治的能力の育成を図り
たいと考え、以下のような手立てで実践を行った。

手立て① アンケートの実施
事前にアンケートを実施して学級内の身近な問題を選ぶことによって、自ら進んで解

決しようと意欲的に話し合うことができるようにした。
手立て② 話し方や聞き方のルールの確認
話し方や聞き方のルールを確認することによって、互いの意見を受容的、共感的な態

度で受け止めながら話し合うことができるようにした。

�������
…本時の目標 学習形態：個－個別 グ－グループ 全－全体交流 斉－一斉

学 習 活 動 教師の支援と留意点 評 価
（評価方法）

つ １ 学級生活について ○事前アンケートの結果を提示し、
か のアンケートの結果 学級会への意欲を高める雰囲気
む を知る。 斉 づくりをする。
５

２ 本時のめあてを知 ○本時のめあてを確認し、学習の
り、学習への見通し 流れを説明する。
をもつ。 斉
一人一人がよりいっそう気持ちよく過ごせて、さらに

仲良くなる方法を考えよう

３ めあてについての ○思いついたことをいくつでも書 ○理由とともに
と 自分の意見を書く。 いてよいことを指示する。 自分の 意見を

個 ○子どもの自由なつぶやきを認め 書く ことがで
り る。 き た か 。（ 用

紙）
く ４ 議題について、話 ○よい話し方や聞き方を意識して ○意見の共通点

し合う。 グ →全 話し合いに参加するように指示 や相違点に気を
む 〔伝え合う力〕 する。 付けて進んで話

①グループトーキング ○一人一人の意見の理由を聞き合 し合おうとした
をする。 い、受け止めながら、合意形成 か。(話し合い活

32 ②話し合った意見を発 を図るように助言する。 動・表情)
表する。 ○司会グループの子たちが進行表

に沿って話し合うなかで戸惑う
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ことがあれば、適切な助言をす
る。

５ グループでの話し ○話し合いの結果を書いた画用紙
合いを基にして再度 を見せながら発表するように指
意見を出し合う。 示する。

グ →全 ○異なる意見が出されて対立して
いる場合は、折り合いをつけ、2

６ 学級として取り組 つの意見を合わせたりまとめた
むことを決める。 りできないか助言する。

斉 ○ 今後の学級での目標として取り
組んでいくことであることを確
認し、内容を整理して伝える。

ま ７ 話し合いを振り返 ○書くのに時間のかかっている子 ○話し合い活動
と る。 がいた場合は、その子に応じた の中で互いの
め 個 →全 適切な助言をする。 良い点や課題
る 〔伝え合う力〕 ○話し合いの中でよかったこと や となる点につ
８ ①気付いたことや感じ 課題について、振り返るように いて発表する

たことを書く。 促す。 ことができた
②発表する。 ○決まったことをみんなで実行し か 。（ 発 表 ・

ていくことが大切であることを 表情）
助言する。

３）成果と課題
ア．成果
事前にアンケートを実施して学級内の身近な問題を選ぶことによって、議題に対して

具体的な方法を選んで解決していこうと意欲的に話し合うことができた。本時において
も、話し合いの前には個の意見とその根拠を書いた。すると、話すことが苦手な児童も、
意欲的に話し合いに参加することができた。グループごとに合意形成を図る場合には、個
々が書いた根拠をよく読んでメリット・デメリットを考えながら話し合った。話し合いの
後によかったことや課題について振り返り、達成感を共有するとともに次の学級会への意
欲づけを行うことができた。

話し合い活動の直前に、話し方や聞き方のルールを確認することによって、受容的、
共感的な態度で互いの思いを受け止めながら話し合うことができた。教室内に常時「聞
くこと」に関する掲示はあるものの、子どもたちは見慣れてしまい注意して見ていない。
また掲示は文字が小さく、その内容にも具体性がない。そこで、話し合いの前に話し方
や聞き方のルールを確認することにした。それによって、子どもたちは、スムーズにお
互いを尊重しながら意見を述べ合うことができた。

イ．課題
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国語の「よりよい学級活動をしよう」で学級会の仕方を学んだ後に本時取り組んだた
め、意見が出なかった場合の対処の仕方や意見のまとめ方について、子どもたちはすで
に学習しており、想定内のことであった。しかし、よりよい意見を選んでいく段階では、
よいところばかりを褒めていて意見を絞るのに時間がかかっているグループがあった。

よいことやおべんちゃらばかりを言っていてはよりよいものにならない。よい学級集
団とは、こうするともっとよくなるというアドバイスをよい雰囲気の中で言い合える集
団である。自治的能力の育成を図ることを通して、互いを温かく認め合いながらよりよ
いものを追求したり自他のよさに気づいたりできるように今後も配慮しながら取り組ん
でいきたい。

（３）小学校５年 外国語活動 Lesson.7 クイズ大会をしよう
１）手立て
今年度から高学年で本格実施されている外国語活動であるが、4 月から、子どもたちが

意欲的に取り組み、目的である「コミュニケーション能力の素地を養う」ためにはどうい
った授業にしたらいいのか試行錯誤しながら取り組んできた。11 月に実施した本単元で
は継続して取り組んできたことに加え、新たな手立てを組み込みながら、授業を行った。
以下にその手立てを示す。

①授業の始めに１時間の流れや交流方法を視覚的に示すことによって、見通しをもつこ
とができ、主体的な取り組みにつながるであろう。
②学習形態を一斉、ペア、グループ、全体とグループサイズを段々大きくしていくこと
で、自信をもって交流活動に取り組めるであろう。
③振り返りカードを用いて、学んだことやできるようになったことを記述したり、毎時
教師から朱書きを加え、励ましたりすることで達成感や成就感を味わうことができ、意
欲的な取り組みにつながるであろう。
④フラッシュカード、チャンツ、復習すごろくなど教具を工夫することで意欲的に取り
組めるであろう。

⑤
２）授業の実際
単元への思い

子どもに身につけてほしい力や態度（子どものすがたをとらえて）

○習った英語表現を積極的に使って、いろいろな友達とコミュニケーションを図ろう
とする態度。
○英語や漢字に共通点があることを知り、言葉を楽しもうとする態度。
○友達と共にかかわり合って、目標に向かって課題解決を図ろうとする態度。
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単 ○「What's this?」「It's ～ .」の表現を積極的に使って質問したり、答えたりする
元 ことができる。
の ○英語を用いたクイズ大会をする中で、コミュニケーションを図る楽しさを体験
目 することができる。
標 ○英語の音声やリズムに慣れ親しむことができる。

①絵カードやデジタル教材などを用いて、児童の学習意欲を喚起できるようにす
る。
②歌やチャンツなどで、繰り返し英語を声に出して言うことで、抵抗感を無くし、

手 自信をもって表現活動ができるようにする。
だ ③ペア、グループ、全体と交流する方法を多様化していくことで、より多くの友
て 達とかかわれるように配慮する。

④教師がクラスルームイングリッシュを積極的に使うことによって、児童がより
多くの英語に触れることができるようにする。
⑤振り返りカードを使い、児童が自らの学びの成果を感じ、学習意欲が持続する
ようにする。また、毎時間教師からの励ましを添え、次時への意欲につなげられ
るようにする。

単元の構想（４時間完了）
･･･本単元 ･･･横断的に関わる教科 ・・・学習内容 ○・･･時数

英語と日本語の違いを通して、漢字の成り立ちの面白さに気づく。①

What's this?という質問を理解し、It's ～ .で答える。② 本時 2/4

What's this?を使って尋ねるクイズを作る。③

作ったクイズを用いて、お互いに尋ねたり答えたりしながらクイズ大会をする。④

漢字や言葉の学習（国語） 主体的に計画・運営するお楽しみ会や学級会
（学級活動）

本時の学習
①目標
・What's this?や It's ～ .という表現を使って、質問したり、答えたりしようとする。 （外

国語への慣れ親しみ）
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②準備
教師・・・CD、絵カード（教師用、児童用）
児童・・・振り返りカード
③学習過程

･･･本時の目標 学習形態：個－個別 ペ－ぺア 斉－一斉 全－全体交流

段階 学 習 活 動 教 師 の 支 援 と 留 意 点 評価（評価方法）

１ ウォーミングアッ ○かかわることが苦手な子の近く ○既習の英語を用い
プをする。 ペ へ行き、積極的に取り組めるよう て積極的にコミュニ
A) Hello，how are 促す。 ケーションをとるこ

you today? ○教師も自ら活動に参加すること とができたか。
B) I'm fine/great/ で、望ましいコミュニケーション (活動の様子）

つ good/happy/sleepy の仕方の手本となるようにする。
か /hungry. And you?

む A) I'm ～ .Thank you.

２ 本時の学習課題と ○ 1 時間の学習内容とめあてを板
５ めあてを知る。 斉 書にて視覚的に示すことにより、

児童が見通しをもって活動できる
よう配慮する。

What's this?や It's ～ .を使ってたくさんの友達
と交流しよう

３ What's this?や It's ○絵カードの一部分を見せながら ○英語を使って積極
～ .の意味を知り、 「What's this?」と問うことで、そ 的に話すことができ
質問に答える。 斉 の言葉の意味を児童が考えられる たか。

ようにする。 (活動の様子）
○「What's this?」に対する答え方
は It's の後に物や人の名前が続く

と ことを説明する。
り ○何枚かの絵カードを提示し、It's

く ～ .で質問に答えるよう指示する。
む ○大きな声で自信をもって答えて

いる児童を賞賛し、望ましい姿の
35 基準を共有できるよう配慮する。

４ チャンツをする。 ○英語を自信をもって、楽しく取
斉 り組もうとする雰囲気作りに努め

る。
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○ジェスチャーを付けたり、豊か
な表情で取り組んだりしている児
童を賞賛する。

５ What's this?や It's ○絵カードを使うことにより、自 ○英語を使って、積
～ .を使って質問し 信がない児童も積極的に英語が使 極的に友達とかかわ
たり、答えたりする。 えるよう配慮する。 ることができたか。

ペ ○英語の言い方が分からない物は (活動の様子）
������� 教師に聞くよう伝える。

○ペアを代えて取り組むことによ
り、多くの子とコミュニケーショ
ンがとれるようにする。

ま ６ 振り返りカードを ○本時を振り返り、分かったこと ○分かったことやで
と 書く。 個 →全 やできるようになったことを記入 きるようになったこ
め するよう指示し、1 時間の成長が とを書くことができ
る 実感できるようにする。 たか。

○見本となる子を指名し、発表さ （振り返りカード）
５ せることにより、よりよい基準を

共有できるようにする。
７ 次時の学習内容を ○次時の予告を聞き、意欲をつな

聞く。 斉 げられるようにする。

④評価
・What's this?や It's ～ .を用いて、多くの友達とかかわり合うことができたか。
⑤板書計画

２）成果と課題
成果
・1 時間の学習活動を視覚的に示すことにより、児童が見通しをもって主体的に取り組
む姿が見られた（図 42）。このことにより、学習活動に多くの時間を費やすことができ、

Lesson.7 クイズ大会をしよう
What's this や It's ～ .を使ってたく 【Activity 2 のやり方】 【学習の流れ】
さんの友達とかかわろう A) What's this? ① Warm-up

【絵カード】 B) It's ～ . ② Activity 1

A) That's right./Too bad. ③チャンツ
ペアを代えて何度も取り組み ④ Activity 2

たくさんの友達とかかわろう！ ⑤振り返り
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効果的な学習をすることができたように感じる。これは他の教科でも継続して取り組ん
でいることであるので児童も慣れているようであった。
・What's this?と It's ～ .という重要表現を学習形
態を代えて繰り返し練習したことで、段々と自
信をもって英語を使うことができていた。メイ
ンの学習活動 5 では男女関係なく多くのペアと
英語を使って交流活動ができていた。
・振り返りカードを用いることで、意欲を継続
して活動ができていると感じた。また、文字に
することで自分の成長を実感する場ともなってい
るようであった。

【児童の振り返りカードより】
・英語で「What's this?」と聞くのが楽しかったです。ペアを代えてたくさんの友達と
かかわれてよかったです。

・What's this?を使ってみんなとたくさん交流できました。1 時間がすごく短く感じて、
15 分くらいしかやっていないように感じました。すごく楽しかったです。

・今まで習った単語をフラッシュカードにした物
を使った学習活動はとても意欲的に取り組んでい
た（図 43）。復習にもなるし大変効果的だと感じ
た。また、復習すごろくにも楽しく取り組んでい
た。
課題
・生活に密着したよ必然性の高い状況設定をして
交流活動ができるとよい。
・児童も簡単なクラスルームイングリッシュを積
極的に使っていけるような工夫をした

（４）中学校２年 社会科 享保の改革
１）手立て
本単元は「産業の発達と幕府政治の動き」である。幕藩体制の揺らぎに対して幕府の行

った改革を幕府・諸藩・農民などの立場で考えさせたい。本時では、享保の改革を扱う。
研究テーマである「すすんでかかわり合い、高め合う子どもを目指して」に沿って、仮説
「意欲的にかかわりながら、自分の考えを深めるように取り組む」の検証をする。以下に、
具体的な手立てを示す。

手立て① 導入での意欲づけ

図42 板書で授業の流れを示す

図43 フラッシュカードを用いた
学習活動
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幕府が財政難であると一目で分かるグラフ（徳川綱吉の時代の幕府財政の歳入と歳出）
を用いる。なぜ財政難であるのかと疑問を持たせ、意欲づけをすることで、幕府が改革を
迫られた必然性が理解でき、享保の改革への学習の意欲につながると考える。

手立て② 記録用紙を用いたグループ交流の活用
享保の改革という一連の政治改革が成功だったのか、失敗だったのかを生徒に考えさせ

ることでさらに学びたいという意欲をかきたてることができると考える。話し合いに記録
用紙を用いることで、整理をしながらグループの意見をまとめることができるだろう。「享
保の改革は成功だったのだろうか」という課題で、成功か失敗のどちらかを選択し、個人
で考えをまとめた後、グループの意見としてまとめる。

手立て③ ふりかえりカードの活用
課題に対して、自分の考えがグループや全体での交流を通して深まったかどうかをふり

かえるために、ふりかえりカードを用いる。毎時間記入することで、学習の足跡を残して
いくこととなり、意欲を高めるのにつながると考える。

２）授業の実際
ア．単元構想
①単元の指導意図
農業の進歩や諸産業の発達から貨幣経済が浸透し、文化では上方の元禄文化、江戸の化

政文化が花開いた。その一方で、幕府は改革を迫られ、享保の改革・田沼の政治・寛政の
改革・天保の改革と続く。そうした幕藩体制の揺らぎに対してそれぞれの改革を比較させ、
幕府・諸藩・農民などの立場で考えさせたい。

② 単元計画 (8時間)
<みつける>

基礎基本プリントを中心としたガイダンス（１時間）

<高めあう>
産業の発達と幕府政治の動き （６時間)（本時３／６）

<ふりかえる>
単元テストとふりかえりカードのまとめ（１時間）

イ．本時の目標
①享保の改革の各政策が幕府の財政にどのような影響を与えたのか資料からつかむこと
ができる。
②自分の意見を持ち、班で意見をまとめることができる。
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ウ．本時の学習過程 学習課題 学習活動・内容 手だて

学習目標・方法
のガイダンス

・チェックテストを行
い、前時の学習の復習
をするよう伝える。
・幕府が財政難である
資料から、農民が貨幣
経済に巻き込まれたこ
と等が幕府の財政悪化
の原因になったことを
確認する。
・教科書や資料集から
調べるよう指示する。
・上げ米の制、新田開
発、公事方御定書等政
策名と内容を簡潔にま
とめるよう伝える。
・享保の改革が成功し
たかどうか考えるため
に政策の内容を理解で
きるよう、机間支援す
る。
【評】どのような政策

があるのかを調べ、
その内容をまとめる
ことができたか。

・享保の改革の各政策
がその後どのような影
響を与えたのかを考え
るよう伝える。
【評】享保の改革の各

政策が幕府財政にど
のような影響を与え
たのか資料から考察
することができたか。

・自分の意見を伝え合
い、班の意見としてま
とめるよう助言する。
【評】自分の意見をも

って参加し、自分の
役割を果たすことが
できたか。

・教科書のグラフで確
認するよう伝える。
・分かったことや感想
を書かせるとともに、
自己評価をするように
伝える。

全 体

全 体

全 体

個

個

班

全 体

全 体

上げ米の制 新田開発 公事方御定書
参勤交代を軽減し、 米の量が増える 裁判の基準
その分米を献上する

目安箱 定免法
庶民の声を聞く 一定量の年貢を徴収

上げ米の制で幕府の収入増加 定免法で農民の負担大きい
年貢米が増えた 打ちこわしが増えた

教師の支援・評価形 態生徒の活動・反応

<高め合う>

ふりかえりカードの活用

⑤ ④をもとに享保の改革が成功したかを考える
（10 分）

享保の改革は成功したのだろうか。

③ 幕府が財政難である背景を確認する（5 分）

⑥ 班で意見をまとめ発表する（15分）

④ どのような政策があったかを調べる（10分）

<みつける>

<ふりかえる>

① チェックテストを行う（４分）

幕府のお金が
なくなる。

幕府は何をして
いたんだ。

ぜいたく三昧
だね。

⑦ 百姓一揆や打ちこわしが多くなったことを
確認する（2 分）

失 敗成 功

次時の予告を聞く

⑧ 本時の学習のふりかえりを記入する（3 分）

② 本時の学習内容を知る（１分）
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エ．本時の観点別評価規準と評価方法

オ．板書計画

享保の改革と社会の変化 享保の改革は成功したのだろうか 班の意見
幕府が財政難である背景 上げ米の制 定免法 成功 失敗
農民が貨幣経済に巻き込まれる 年貢米が 定免法負担
綱吉の時代 財政悪化 新田開発 目安箱 増えた 大きい

公事方御定書 百姓一揆・打ちこわし増加

３）成果と課題
手立て① 導入での意欲づけ
成果

図 44 左のグラフから、生徒は幕府が財政
難であることが一目で分かり、そのために改
革が必要であったことが理解できた。
課題

導入として、徳川綱吉の時代の財政難を取
り上げ、幕府の歳入歳出のグラフを扱ったが、
財政難とは税収の不足と歳出が多すぎること
の二点であるため、財政難というには不十分
であった。

手立て② 記録用紙を用いたグループ交流の活用
成果
グループでの意見を短い言葉でまとめることができたので、全体交流のときの発表がし

やすかった（図 45）。
課題
課題の「享保の改革は成功したのだろうか」というのは、失敗のイメージが強いため、

「享保の改革は成功か、失敗か」というように分かりやすく適切な発問をする必要があっ
た。財政難を立て直すにはどうすればよいのか、単元の指導意図をより踏まえたうえで、
幕府や武士、農民など立場を考えさせて話し合わせたほうが良かった。

生徒は、グループで話し合ったり交流したりする活動には慣れており、積極的に活動す
ることができる。しかし、グループ間で差があることや全員の意見がグループの意見に反

観察・ノート享保の改革の各政策が幕府の財政にどのような影
響を与えたのか、資料から考察することができる。

社会的な思考・判
断

観察・ノート
ふりかえりカード

享保の改革が成功したかどうか、自分の考えをも
ち、積極的に話し合うことができる。

関心・意欲・態度
評 価 方 法評 価 規 準評価の観点

図44 幕府財政難のグラフ
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特にペアでの基本表現練習の場面では、手立てや仕かけに工夫をすることで互いにより
よい表現を高め合える機会ではないかと考える。

今回あげた単元では、話すことに重点を置いている為、以下のような手立てを用いて授
業を行った。

手立て① 個で本時の基本表現について確認、練習する。
ペアで練習し、互いに表現を高め合う前に、しっかりと基本表現を定着させて自分なり

の表現の仕方をおさえておくことで、より相手との会話の中で様々な表現の捉え方、表し
方を交流できると考える。

手立て② ペアで本文の入れ替え文を作り、練習する。
重要文のところが抜けたワークシートに、いくつかある定型表現の中から、自分が表し

たい表現を入れ、互いに練習し合う形をとった。これにより、自分が使いたい表現、より
気持ちを込めやすい表現を入れることができるのではと考える。

手立て③ 生徒同士による評価・感想
役柄も交替し、何度か会話をした後、互いにそれぞれの役柄の際の評価を付けられる欄

をワークシートに付けた。また、普段使用している振り返りカードの代わりに今回はコメ
ント欄を同じくワークシートに付けた。自分の会話がどうだったのか目に見える形にする
ことで、実際の表現力がどの程度養われたのかを明確にすることができる。また、コメン
トを書く際には、本時の会話で自分がどういった点に工夫をしたのか、ペアの表現の仕方
で良かったところ、次回自分が使いたい工夫はどこだったかを書くように伝えた。

２）授業の実際
単元構想
ア．単元の指導意図
本単元では、病院での診察の際に用いられる表現と自分の体の不調のうったえ方を学習

する。1 年生では I have ~.で「～を持っている」という表現を学習済みだが、今回はその
後に症状を表す単語を付けることで、自分の具合についてうったえる表現を学習する。生
活の中で体調を崩してしまうことや、相手の具合についてたずねることは日常的にある。
そういった場面では、I have ～ .を使った表現があることをおさえ、対話文形式で練習を行
い、定型表現として定着させたい。また、症状をたずねるドクター役と体の不調を訴える
役であるため、基本文を練習し定着を図るだけでなく、それぞれの会話の表現の際には、
相手を心配しながらのたずね方や、体調を崩しているようなうったえ方をおさえ、より自
然な会話に近づくようこれらの言葉の表し方を定着させたい。ペアでの活動から基本文や
会話に必要な表現の仕方の定着を図り、高め合えることが学習のねらいである。

イ．単元計画（１時間）
1 単元 1 時間の構成の教材である。ここでは態度的な領域も含めて 3 点の目標を掲げた。

①みつける 相手の症状のたずね方、自分の症状をうったえる表現を学習する
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②高め合う 相手の症状をたずねる文や自分の症状をうったえる対話文を作り、ペアで

練習をする。
③ふりかえる 自分の症状のたずね方や、症状をうったえる表現工夫のふりかえり

相手の症状のたずね方や、症状をうったえる表現の評価

内容の習得面の課題は次のとおりである。
病院の診療で用いられる表現を理解し、自分の体の不調について説明できる。

ウ．ひとりひとりに「響きあい高めあう学び」を与えるポイント
�������������
○基本表現をもとに相手の症状をたずねたり、自分の症状をうったえる文を作り、ペアで練習を
して、自分なりに表現する姿を学び合う場面。

������
��

○ペアで基本表現を練習をすることで、どの生徒も参加できる状態をつくる。
○基本表現を使ってスムーズにペアで練習できるようワークシートを準備し、基本表現の定着を
図る。

エ．授業づくりの視点
○基本表現の練習に積極的に取り組めたか。
○基本表現の練習で学びあい・高めあう場面が設定され、生徒は主体的に仲間にかかわ

れたか。
オ．本時の学習過程

学習課題 学習活動・内容 手だて

生 徒 の 活 動 ・ 反 応 形態 教師の支援・評価

全体 ・英語で挨拶し、英語の授
	���
� ① 英語であいさつをする。1分 業の雰囲気をつくる。

課題把握
学習目・方法の

症状をたずねたり、うったえたりしよう。 ガイダンス

② 新出単語を学習する。3分 ・フラッシュカードでつづ
りを確認する。

③ たずねかた・症状のうったえかた 全体 ・症状のたずね方、症状の
確認する。10分 うったえ方を確認する。
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④ 基本表現をもとに入れ替え文を作成する 個人 ・症状の程度についてのた
ずね方や、その答え方につ
いても確認する。

������

⑤ 基本表現を入れ替えて作った対話の練習を ペア ・役になりきり、立場を考
ペアで練習する。 えながら感情を込めて練習

をするよう助言する。

�������

⑥ 症状のたずね方や自分の症状をうったえる基 個人
本表現を理解し自分なりの表現をできたかをふ
りかえり、ワークシートの記入欄に記入する。
また、ペアの相手からも評価を記入してもらう

カ．本時の授業の観点別評価規準と評価方法
評 価 の 観 点 評 価 規 準 評 価 方 法

コミュニケーションへ ペアで協力しながら、意欲的に会話練習に取 観察
の関心・意欲・態度 り組むことができる。 ふりかえりカード

表現の能力 基本表現を使って、対話をすることができる。 観察

キ．板書計画
目標 症状についてたずねたり、うったえたりしよう。

What's wrong? I have a ~.

どうしましたか。 headache 頭痛がします。
stomachache 腹痛がします。
fever 熱があります。
runny nose 鼻水がでます。
pain here ここが痛いんです。
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４）成果と課題
これまでにペアでの練習やペア発表の際には、ただ相手の表現を聞くのではなく、会話

としてよかったと思われた点や、工夫されている点があったか、それはどんな表現の仕方
だったのかをポイントにおくよう伝えてきた。そうすることでより自分の表現の仕方も豊
かになっていけることも伝えておき、会話として感情のある定型文の定着を図った。また、
振り返りカードやワークシートへの記入の際にも、後で見返した時にまた自分の気付きを
忘れないように書き留めておくよう伝えてきた。

今後の課題として、表現の上達を図るため、互いにポイントを伝え合うには、どう言
葉にして伝えればいいのか生徒同士上手く伝える表現が難しかったことがあげれられる。
振り返りカードの記入でも、具体的にまでは中々表現にして書けなかったことなどがあり、
教師側から、表現のポイントをあげておくことや、気付きにも例をいくつかあげるなど、
定着を図るための手立てが必要だと考える。

（６）中学校３年「私たちを取り巻く消費者問題に対して関心を高める取り組み」
１）手立て
私たちの周りには、消費生活を送る上での情報があふれている。私たちは、それらの情

報を十分活用し、生活に役立てながら生活を送ることができているだろうか。実際のとこ
ろ、不正確な情報や、消費者に不利な情報も多く、それらを見極める目を持たなければ賢
い消費者として日々の生活を送ることは難しい。

中学生にとっても、様々な情報が氾濫している中で、正しく情報を読み取り活用する力
が必要であると考えられる。そこで、現在の消費者問題に目を向け、実例を学習すること
で、不利益な消費行動を起こすことを防いだり、さらに、消費行動がより活発になる将来
のためにも、情報を精選する姿勢を身につけるきっかけとなる授業を展開したいと考えた。
以下にその手立てを示す。。

○グループでチラシ広告や不当表示等に関する新聞記事を見て検討し、不当表示に当た
るかどうかを検証する。

○自分の体験から事例を見つけ、出し合うことで、今後に活かすべき消費者としての心
構えを見出す。

２）授業の実際
ア．めざす生徒像
①消費者を取り巻く問題に関心をもち、消費者としての態度を考えようとする生徒。
②自分や家族の消費生活を見つめ、問題点に気づき、その解決方法を探究できる生徒。
③よりよい消費生活を送るための問題解決に向け、主体的に働きかける生徒。
イ．生徒の実態
生徒は消費生活について関心を持ち、情報を得るのも早い。しかしそれらの情報を有効

に利用し、生活に活かすことは十分にできていない。
多くの情報に目を向ける中で、信頼するに足る情報であるかを点検する視点を身につけ

たり、それをもとに自分の消費生活を見直す姿勢を持つことが必要であると感ずる。
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ウ．本時の目標
現在の消費者問題の事例を学習することでそれらが自分たちに身近な問題であることを

認識し、その解決にむけ、主体的に働きかけることができる。また、グループで問題点を
検討することにより、解決方法の探究を深め、今後の生活に活かしていける態度がとれる。

エ．本時の学習
学 習 活 動 教師の支援・指導上の留意点 評 価

１ 消費者が不利益を被る ・事例が思い浮かぶように、 思い起こした
つ ニュースなどの事例を思 中学生に身近な例も挙げな ことを表現でき
か い起こし書き出す。 がら支援する。 たか（プリント）
む 消費生活における問題点に気づき、
５ 行動に活かせる消費者になろう。
分

２ 2009 年に発足した消費
取 者庁についてその活動内

容などを学習する。
り ３ 景品表示法に違反して ・実際の事例を紹介しながら

いる事例を消費者庁のガ 理解が深まるよう支援す
組 イドブックで学習する。 る。

４ チラシ広告や不当表示 ・話し合いで出た内容を画用 積極的に取り
む 等に関する新聞記事を配 紙に書き、情報を共有する。組むことができ

布し、班で不当表示にあ たか（観察）
25 たるかどうか検証する。

５ 今まで自分で経験した ・事例が出にくい生徒には、
分 不当表示と思われる事例 例を示し発言しやすいよう

をグループで出し合う。 支援する。
６ グループで検証した結

果を、全体に発表する。
深 ７ 検証した結果をふまえ ・話し合いを深めるべく、全 実践的な意見
め て、自分たちの消費行動 員が発言できるよう留意す を述べることが
る に活かすためには何をす る。 できたか（観察）
15 べきか話し合う。
分 ８ 前の黒板に書いて全体

に発表する。
振り ９ 本時の学習を振り返 ・次時につながる学習を予告 本時の学習に
返る り、学習カードに記入す し、つながりを持たせるよ 意欲的に取り組
５ る。 う留意する。 めたか（学習カ
分 ード）
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〔景品表示法違反の例〕
<不当な表示の禁止>
・食肉のブランド表示の偽装 ・害虫駆除器の効果
・アクセサリーの原材料の虚偽表示 ・運送業者の割引運賃
・パソコンの性能表示 ・携帯電話通信業者の料金
・予備校の合格実績広告 ・不当な二重価格表示
・ダイエット商品の効果 ・おとり広告に関する不当な表示

<過大な景品類の提供の禁止>
・一般懸賞による景品類の提供制限 ・共同懸賞による景品類の提供制限
・総付景品の提供制限

３）成果と課題
生徒は興味を持ってチラシ広告等に目を通し、気

づいた点を班員に伝え合うことができた。普段あま
り疑問を持たずに見ている広告にも不当表示が疑わ
れるものも数多く存在することにも気づくことがで
きた（図 46）。

自分の経験による不当表示等の誤認を招く表示を
出し合う活動においては、思い当たる経験が多くの
生徒にあり、情報を共有することができた。自分た
ちのこれからの消費行動に活かすべきことに関して
は、表示を良く見るということや、情報を鵜呑みに
しないといったありきたりではあるが基本的なことを出し合うことができた。出し合うこ
とで実践的な対処法を見出すことができた（図 47）。

今後の課題としては、消費者問題は不当表示だけ
でなく、悪徳商法や通信手段を使った物資の購入や
サービスの利用によるトラブル等も多いので、本時
の授業の前後とも連係してより深めることができる
ような取り組みを盛り込んでいきたい。そして、生
徒同士の意見を交換することで、より正確に情報を
読み取る力をつけさせていきたい。

３ グループ全体の成果

・児童同士が自分の考えをもとに、アドバイスし合うことで、活発に意見が交流され、高
め合うことができた。

・互いによりよい表現のポイントを伝え合うことで、自分に足りなかった表現の仕方を学
び合うことができた。振り返りカードに具体的に気付けたポイントについて書き留めて

図46 景品表示法ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ等

図47 グループでの検討
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おくことで、次の表現発表をよりよくする手立てになった。
・話し方や聞き方のルールを確認することによって、感じのよい話し方や聞き方に気をつけて話

すことができた。
.

４ グループ全体の課題

意欲的に関わることで、お互いを高め合うことを期待して、グループでの話し合いを行
ったが、小学校の実践では、児童の自治的能力の不十分さのせいか、認め合うことはでき
ても、緊張感を持った話し合いの中で生まれるお互いの高め合いにまで達することは難し
かった面がある。お互いを評価したり、アドバイスを行ったりすることも、ほめるだけで、
今後の参考になるアドバイスを聞き手として話し手に伝えることは十分にできなかった。
お互いを「評価する力」を高めることに重きを置いて、話し合いが深められる関係性や言
語活動を行っていくことが課題である。多くの児童同士が交流をはかることを活動の中心
とする授業においては、生活に密着したより必然性の高い状況設定をして交流活動を行っ
ていきたい。

中学校の実践では、話し合いの意図や指示が不明確であると浅い話し合いで終わってし
まうこともある。予め決められた答えを導くだけの話し合いだと、グループ全員の意見は
反映されず、発言力のある生徒の意見がそのままグループの意見となってしまう傾向もあ
る。話し合いをより有意義なものにするためには、まず個人レベルで語れるだけの意見を
持つことが大切ではないか。また、話し合いが単発で終わってしまわないよう単元全体の
見通しを生徒に持たせることも課題であると考える。それができたら生徒も学習の本質に
近づく議論をし、よりお互いを高めることになるのではないか。

５ 終わりに

今回、学び合い高め合う子どもたちの姿を具体的にイメージしながら、様々な手立てを
講じて研究に取り組んできた。その取り組みを通して全員が共通して感じたことは、「教
師が試行錯誤して深く考えた手立て」については子どもたちもよい反応を示してくれるこ
とが多いということだ。もちろん、考えに考え抜いたものであっても反応がよくないこと
はある。しかし、そういった実践であれば「次こうしたい。」という改善点が見つかった
り、ヒントが見つかったりと次へ繋がっていく実践になることが多いのである。こうした
点に私たちは研究的実践を積み重ねる意義を感じている。教師の活動というのは、実践と
それに基づく反省と改善の繰り返しである。今回手応えのあったものについては追試や改
良を加えながら、これからも研究的実践を積み重ねていきたい。
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生徒一人一人が主体的に取り組む楽しい理科の授業を目指して
一人一人が自分の役割・責任を意識して互いに関わり合い高め合う授業づくり

井戸 真澄（犬山市立城東小学校）
山下 知子（犬山市立南部中学校）
畑中 彩（犬山市立南部中学校）
竹下 希望（犬山市立南部中学校）
櫻井 由貴（犬山市立城東中学校）
吉田 朋広（犬山市立城東中学校）

はじめに

これまで理科の授業では、グループ活動が主となる生徒主体の学び合いを進めていたが、
実験や話し合いの際には一部の積極的な生徒がリードして進め、苦手意識のある生徒は傍
観者となっているという実情が浮かび上がった。そこで本グループでは、どのような子ど
もを育てたいかという「めざす子ども像」として、「主体的に取り組み、理科が楽しいと
思える子ども」を設定した。

生徒が主体的に取り組むための手だてとして、本グループでは神戸大学附属住吉中学校
らによる『生徒と創る協同学習 授業が変わる学びが変わる』（明治図書）で紹介されて
いる「理科における協同学習の方法」を参考にした。そこには、小集団で１つの目標を達
成するために役割分担をすることで相互協力関係を高めるための協同学習の方法が示され
ている。その中でも特に「作業別役割分担」「観点別役割分担」と呼ばれる役割分担に注
目した。

「作業別役割分担」とは、「小集団の 4 人をリーダー、準備、操作、記録に分け、それ
ぞれの役割が 1 つでも欠けたら実験・観察が成立しない仕事や学習内容に関わる役割を
与える」というもので、「観点別役割分担」とは、「1 つの課題に対して、課題にせまるた
めの観点をいくつか用意し、その観点別に役割を分担し、自分の与えられた観点のみを考
察し、その後小集団でそれぞれの観点を発表し合う」というものである。このような役割
分担をすることによって、小集団内の個人は任された学習内容に対して責任をもつことが
できると示されている。

一人一人の責任が高まれば授業に対して積極的に取り組むことができ、その結果として
主体的に取り組むことができるのではないかと考えられる。今回の研究では 4 通りの役
割分担を実践し、その成果と課題の考察を行った。

１ 仮説

生徒自身が自ら考え、自ら学ぶ姿勢を身に付けることで、理科の授業をより楽しく受け
られるようになることを期待し、研究の仮説を次のように設定した。
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生徒一人一人に役割を与え、責任感をもたせることで、授業に主体的に取り組むよ
うになり、全体の参加度が高まり理解力が向上するであろう。

さらに、次に発表しなければならないような目的がある状況での話し合いなら、より積
極的に話し合いに参加できるのではないかと考えた。

【楽しい理科の授業とは…】
・ 授業内容が理解できる ・ 活躍できる場がある
・ 仲間とともに学べる
・ 自分の考えがもてる、伝えられる→言語能力が高まる

（仲間の意見が聞きたくなる）

２ 研究の手立て

【手だて１】一人一人に役割を与える 実践
理科では、4 人 1 グループで実験を行っている。一人一人に責任感をもたせるために、

実験の作業を教師が割り振り、生徒全員が役割をもてるようにする。
4 人グループをさらに少人数のグループに分割し、別々の実験の説明を聞くなどして、
一人一人に与える責任を重くする。

【手だて２】グループの中で一人一つの実験を担当させる。 実践２ 実践３
生徒が一人でも行える簡単な実験において、グループの人数分簡単な実験を用意し、一

人 1 実験を担当させることで、準備から実験、片付けまでの作業を責任をもってできる
ようにする。
【手だて３】話し合いの工夫 実践４ 実践５

一度普段のグループで話し合い活動を行った後で、グループの中から一人ずつ抽出し、
新しいグループを再編後、元のグループで話し合って出た意見や考えを交流できるように
する。グループでの話し合いの後、そのグループの意見や考えを他のグループの仲間に伝
えるグループ間交流の時間を作ることで、グループのメンバー一人一人が話し合いに積極
的に参加できるようにする。

主に、単元の中に実験や観察を行うことが少ない２分野の授業で行い、教師の話を聞い
ているだけの授業にならないようにする。
【手だて４】単元を通して役割を分担する 実践５

【手立て１】での役割分担を単元を通して授業ごとでローテーションすることで、それ
ぞれの役割の大変さや、どの役割も大切であること、自分が主体的に参加しないと仲間も
困ることなどを実感できるようにする。

役割① 実験のやり方や注意点を教師に聞きに行く係（アドバイス係）
役割② 実験の準備や片付けを含め、仲間に指示し、実験を積極的に進める係(実験係)
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役割③ 実験の結果を記録する係（記録係）
役割④ 班の考えをまとめ、発表する係（まとめ係）

３ 研究の実際

実践１ 動物の生活と種類「食物はだ液によってどのように変化するのか説明できるよう
になろう」（中学校 第２学年） 【手だて１】

（１）本単元について
本単元の目標は、「身近な動物についての観察、実験を通して、動物のからだのつくり

とはたらきを理解させるとともに、動物の種類やその生活についての認識を深める」であ
る。これまでに、小学校では、第 3 学年で「昆虫と植物」、第 4 学年で「人の体のつくり
と運動」、第 6 学年で「人の体のつくりと働き」について学習している。また、中学校第 1

学年で「植物の生活と種類」について学習している。ここでは、生物の観察、実験を通し
て、細胞レベルで見た生物の共通点と相違点に気付かせるとともに、動物の体のつくりと
働き、その体のつくりなどの特徴に基づいて分類できることなどを理解させ、動物につい
ての総合的な見方や考え方を養わせたい。

また、いろいろな動物を比較して共通点、相違点について分析して解釈し、「地層の重
なりと過去の様子で」学習したことと関連させながら考えさせることを通して、生物が進
化してきたことを理解させ、生物を時間的なつながりで捉える見方や考え方を身に付けさ
せることが主なねらいである。さらに、植物と動物の生活の種類で学習した生物の多様性
は、進化によってもたらされたものであることを通して、生物についての総合的な理解を
深めさせるとともに、生命を尊重する態度を育てることが大切である。

（２）生徒の姿のとらえ
生徒たちの中には、理科に対して苦手意識をもっていたり、理科が嫌いである生徒が多

い。理科の授業の中で実験や観察は好きな生徒が多いが、授業中の態度を見ていると、実
際に作業しているのは一部の積極的な生徒であり、授業に積極的に参加できている生徒は
少なく感じる。また、事前アンケートの結果から、授業中に自分の考えをもったり、自分
の意見を発表したりすることに関してできていない生徒が多くいる(図 48)。

（３）具体的な支援の手だて

一人一人に教師から役割を与え、生徒が各自の役割を果たすという責任感をもつことに
より、全員が積極的に授業に参加できるようにする。今回の授業は、実験により食物がだ
液によってどのように変化するのかを調べるものである。ここでは、ヨウ素液とベネジク
ト液という異なる 2 種類の試薬を使用する実験を行う。実験の説明の際に、4 人グループ
を二分割し、2 人はヨウ素液を使用する実験の説明を、別の 2 人はベネジクト液を使用す
る実験の説明を聞くように指示する。その際に各実験での実験リーダー係(実験中の指示
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図48 事前アンケートの結果

をする係)と記録係(実験の説明の注意事項や、実験中の記録をする係)を決める。
一人一人に係が割り振られるということは、その役割を果たさなければ、グループ全体

の実験結果がうまく得られないことを生徒に伝え、各自の働きの重要性を確認させた後、
実験に入るようにする。

（４）授業の実際
１）目標と評価基準
目 消化や吸収についての観察、実験を行い、動物のからだには必要な物質を取り入れるし
標 くみがある。

関心・意欲・態度 ①動物がどのように養分を吸収しているか関心をもって実験に取り
組むことができる。

評 ②実験内容を理解し、意欲をもって実験レポートの作成ができる。
価 科学的思考・表現 ①だ液の働きを対象と比較して考察することができる。
規 ②実験を通して消化液や消化酵素の存在やはたらきを推定できる。
準 観察・実験の技能 ①実験手順を理解し、安全に配慮して実験を行うことができる。

②実験操作にどんな意味があるのか理解することができる。
③原因を明確にするため、対照実験という方法を身に付けている。

知識・理解 ①だ液の中に存在する消化酵素が、デンプンを糖にすることを理解
している。

②消化酵素が37℃前後で最も活発にはたらくことを理解している。
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２）学習計画（10時間完了 本時4／10）
①養分はどのようにとり入れられるの 5 時間（本時）
②養分は細胞でどのように使われるのか 2 時間
③血液のはたらきを調べよう 2 時間
④不要物はどのように体外に出されるのか 1 時間

３）授業の経過
学習形態：個別→個 ペア→ペ グループ→グ 全体→全 一斉→斉

段階 学 習 活 動 教師の支援・指導上の留意点 評 価
１ 前時の学習を振り返る。

斉
つ ・消化器官や消化酵素

２ 本時の課題を把握する。 ・実験のポイントとなる「デンプン 本時の学習課題
か 全 はだ液によってどのような影響を に興味・関心をも

受けるのか」、「だ液のはたらきに つことができたか。
む 適した温度は何度くらいか」につ（発表・行動観察）

いて確認する。日常生活でご飯を
口の中に入れて長時間かんでいる

５ と甘くなるなどの経験を思い出さ
せ、本時の学習課題への興味関心

分 を高める。

食物はだ液によってどのように変化
するのか説明できるようになろう。

３ グループで 2 名ずつに分 ・各自の責任感を高めるために少人
かれてヨウ素液を入れる実 数で異なる実験の説明をする。
験とベネジクト液を入れる ����� [T1・T2]
実験の説明を聞く。 グ

取 （理科室前方） ・スムーズに実験が進むようにメモ
ヨウ素液の実験 を取りながら聞くように指示する。

り （理科室後方） [T1・T2]
ベネジクト液の実験

組 ・2 名のうちでさらに、実験
リーダーと記録係を決めて

む おく。
４ 実験に取り組む。 グ ・机間指導をして、正しく安全に実 実験器具を正し
・ヨウ素液の実験 験が行われているか、確認する。 く扱い、安全に配
・ベネジクト液の実験 [T1・T2] 慮して実験を行う

30 ・各自決められた役割を責任をもって ことができたか。
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果たすように指示する。[T1・T2] （行動観察）
分 ・作業が遅いグループについては実

験の操作や手順についてのアドバ
イスをする。 [T1・T2]

・だ液は水を口に含んで吐き出すよう
に指示する。

５ 実験器具を片付ける。グ
６ 実験結果を表にまとめ、 ・実験結果をまとめて個人の言葉で グループの話し

気付いたことを各自考えた まとめが発表できるように指示す 合いに進んで参加
深 後、グループで話し合う。 る。 ［T1］ しようとしたか。

個→グ ・司会、発表、記録、集配係を決め、
め 話し合いがスムーズに進行するよう

に指示する。
る ７ グループでまとめたこと ・教師側が結論を言うのではなく、 他のグループの

を全体で発表し、デンプン 生徒の意見からまとめるようにす 発表を聞く態度を
10 に対するだ液のはたらきに る。 ［T1］ していたか。
分 ついてまとめる。 グ→全

・だ液はデンプンを糖に分解
する。

振 ８ 学習カードを記入し、本 ・学習への成果や取り組みについて 学習の成果や取
り 時の学習内容への取り組み 賞賛するとともに、今後の学習に り組みを正しく評
返 や理解度を評価する。 個 ついて知らせる。 ［T1・T2］ 価することができ
る たか。

５分 （学習カード）

（５）成果と課題
グループの中で分かれて実験の説明を聞くことで、「誰かが聞いていてくれるから自分

は聞かなくてもいい」と考える生徒は少なくなったと感じた。また、それぞれに役割がで
きたことで、自分たちが行う実験に積極的に取り組もうとする姿も見られた。実験の結果
を交流する場面でも、活発な発言があった。

しかしながら、ヨウ素液の実験とベネジクト液の実験の 2 つの実験結果から、「デンプ
ンはだ液のはたらきによって糖に変化する」という 1 つの結論をまとめる場面では、一部
の積極的な生徒だけが意見を出しているグループもあった。また、全員が関わることがで
きるような実験方法にこだわった結果、実験の説明に通常よりも多くの時間をかけること
になった。そのため、本時の目標である「だ液のはたらき」について教師が最後にしっか
りとおさえることができなかった。

今回の実践で、一人一人に役割ができることにより実験への参加度が高まることは実証
できた。しかし、話し合い活動への参加度は低かった。それは、個人で考える時間が少な
かったため、自分の考えがまとまりきらなかったのだと考えられる。したがって、個人の
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考えをもつ時間を確保することで、話し合い活動の参加度を高めていくことが必要である。
また、考えることができていても、文章や自分の言葉で説明することができていないので、
話型などを示して説明のパターンを作ることで考えをまとめやすくし、その後のグループ
内の意見交流に活かせるようにしていきたい。

実践２ 電流とその利用「静電気を体感し静電気について考えよう」（中学校 第２学）
【手だて２】

（１）本単元について
本単元の目標は、「電流回路についての観察、実験を通して、電流と電圧との関係及び

電流の働きについて理解させるとともに、日常生活や社会と関連づけて電流と磁界につい
ての初歩的な見方や考え方を養う」である。これまで、小学校では、第 3 学年で「磁石の
性質」、「電気の通り道」、第 4 学年で「電気の働き」、第 5 学年で「電流の働き」、第 6 学
年で「電気の利用」など、電流の働きや磁石の性質について初歩的な学習をしている。こ
こでは、電流と電圧、電流の働き、静電気に関する観察、実験を行い、電流や電圧、磁界
や静電気などについての基本的な性質を理解させるとともに、日常生活や社会と関連づけ
ながら、電流と磁界についての科学的な見方や考え方を養うことが主なねらいである。

（２）具体的な支援の手だて
今回は静電気の 1 時間目の授業で、導入の実験を行った。生徒が一人でもできる簡単な

実験ばかりを 4 つ用意した。実験時は 4 人 1 グループをつくっているので、グループ内で
一人 1 つずつ実験を担当させることにした。1 つの実験を一人で準備から片付けまで行う
ことで、各自に責任感をもたせ、授業に対する参加度を高めるねらいがある。この際、一
人でも役割を果たさない人がいると、そのグループは実験結果が分からなくなることを伝
え、各自の仕事の重要性をしっかりと伝えた。また、ワークシート上に実験方法を詳しく
記載し、生徒が自ら考えながら工夫して実験を行えるような場面を設定することで、生徒
の科学的な思考力を養いたいと考えた。

（３）授業の実際
１）目標と評価基準
目 異なる物質同士をこすり合わせると静電気が起こり、帯電した物体間では空間を隔てて
標 力が働くこと及び静電気と電流は関係があることを見い出す。

関心・意欲・態度 静電気の性質や電流回路の規則性、磁界や電流による熱や光の発生
などに関する観察、実験を進んで行ったり、それらの事象を日常生活

評 と関連づけて考察できる。
価 科学的思考・表現 静電気の性質や静電気と電流の関係や簡単な直列回路や並列回路に
規 おける電流や電圧の規則性、金属線の電気抵抗などを調べる方法を考
準 え、観察、実験などを行い規則性を見い出すことができる。

観察・実験の技能 静電気の性質や静電気を電流の関係を調べる観察･実験や簡単な直
列回路や並列回路における電流や電圧の規則性、金属線の電気抵抗の
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観察、実験などを行い、基本操作を習得するとともに、自らの考えを
導き出した観察･実験報告書を作成したり発表することができる。

知識・理解 静電気の性質や静電気と電流の関係、簡単な直列回路や並列回路に
おける電流や電圧の規則性、金属線の電気抵抗などの観察、実験を行
い、静電気や電流についての基本的な概念や原理･法則を理解し、知
識を身に付けることができる。

２）学習計画（28時間完了 本時１／28）
①静電気とそのはたらき 3 時間（本時）
②回路と電流 14 時間
③電流と磁界 8 時間
④電流の利用 3 時間
３）授業の経過

学習形態：個別→個 ペア→ペ グループ→グ 全体→全 一斉→斉
段階 学 習 活 動 教師の支援・指導上の留意点 評 価

１ 本時の課題を把握する。 ・第 3 章では電気ということについ 本時の学習課題
つ 斉→全 て学習していくことを確認する。 に興味・関心をも

・本単元で学習すること ・身近な電気である静電気現象につ つことができたか。
か ・身近な静電気について、 いてその経験を元に 2 種類の物体（発表・行動観察）

静電気とはどのようなも 同士をこすり合わせると静電気が
む のだろうか？ 起こることを知らせる。 [T1]

５
静電気を体感し

分 静電気について考えよう。

３ 実験の説明をする。 ・4 人グループで一人一人が違う実験
学習プリントの実験方法を を行い、班員に紹介するように指示

取 読み、実験方法について知る。 する。一人一人が責任感をもって実
全 験に取り組まないと班全体の実験が

り うまく進行しないことを伝える。
����� [T1・T2]

組 ・生徒の考える力を養うため、実験
の方法は学習プリントに詳しく記

む 載し、学習プリントをみて、生徒
が自ら考えて実験を行えるように
する。 [T1・T2]

４ 実験に取り組む。グ ・実験の準備も各自担当する実験に
30 一人一つの実験 必要なものを一人で準備するよう

①摩擦したストローの実験 に指示する。
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分 ②アルミ缶転がし ����� [T1・T2]
③水道水を曲げる ・実験を各自一度行ったら、班の中で
④電気クラゲの空中浮遊 実験の演示や結果の発表会を行うよ

うに指示する。
����� [T1・T2]

５ 実験器具を片付ける。グ ・自分が行った実験の器具を元の場所
に片付けるように指示する。

[T1]
６ 実験結果を表にまとめ、 ・実験結果をまとめて個人の言葉で グループの話し

気付いたことを各自考えた まとめが発表できるように指示す 合いに進んで参加
深 後、グループで話し合う。 る。 ［T1］ しようとしたか。

個→グ ・司会、発表、記録、集配係を決め、
め 話し合いがスムーズに進行するよう

に指示する。 [T1]
る ７ グループでまとめたこと ・教師側が結論を言うのではなく、 他のグループの

を全体で発表し、静電気の 生徒の意見からまとめるようにす 発表を聞く態度を
性質についてまとめる。 る。 ［T1］していたか。

10 グ→全
分 ・ 静電気は摩擦によって生

じる。
・ 同じ種類の電気どうしで
は反発する力がはたらき、
違う種類の電気どうしでは
引き合う力がはたらく。

振 ８ 学習カードを記入し、本 ・学習への成果や取り組みについて 学習の成果や取
り 時の学習内容への取り組み 賞賛するとともに、今後の学習に り組みを正しく評
返 や理解度を評価する。 個 ついて知らせる。 ［T1・T2］ 価することができ
る たか。
５分 （学習カード）

（４）成果と課題
一人 1 つずつ異なる実験をすることで、自分が担当になった実験を責任をもって取り組

む生徒の姿が見られた。実験結果の記録も、事前に実験をした後に結果の交流をすること
を伝えたため、絵などを使って分かりやすくまとめていた。また、結果を班で交流する場
面では、担当になった実験の結果を発表する際、必ず 1 回は発言する機会が全員にあるた
め、参加度があがったように感じた。また、自分の担当以外の実験についても、グループ
内で実験を見せ合って交流していた(図 49)。

静電気の単元の導入ということもあり、また、一人一人異なる実験が与えられたので、
積極的に実験に取り組む姿が見られた。しかしながら、本時のように体感しながら調べる
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実験をする場合、興味のある実験ばかりに
夢中になってしまい、すべての実験をする
ことができないときがある。例えば本実践
の場合であれば、グループの中でどの験の
記録をするかそれぞれ決め、1 つ 1 つ順番
に体感しながら実験していくなど、複数の
実験があっても、全員がすべての実験に関
わり、その中でも一人一人に役割をもたす
ことができるような方法を検討していくこ
とが今後の課題である。

一人一人に責任や役割をもたせることや、授業の中でしっかりと生徒が自分自身で考え
る時間を確保することで、生徒に変化が見られた。図 51 は 5 月に実施した事前アンケー
トと、2 月に実施した事後アンケートの結果の比較である。このアンケート結果によると、
約 1 年通して今回の実践のような授業を長期的に行うことで、理科が好きだと思える生徒
が増加した。また、自分の考えをもったり、進んで話し合いに取り組んだり、自分の意見
を発表したりすることができると答えた生徒も増えた。役割や責任を与え、主体的に授業
に取り組めるように工夫することで、授業に積極的に参加し、理科の楽しさに気付けるよ
うになったのではないかと考えている。

実践３ 音の性質「音の大きさや高さを調べる」（中学校 第１学年）【手だて２】

（１）本単元について
本単元は、音という身近ではあるが目に見えない自然の事象に注目し、実験結果や実生

活に基づいてその要因やしくみを理解することを目標としている。授業では音についての

図49 グループ内で実験を見せ合って交流している様子

図50 事前アンケート・事後アンケート結果の比較
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様々な実験を通して次の 3 つのことを学習する。①音はものが振動することによって生じ
ること。②音は空気中などを伝わること。③音の大きさや高さは音源の振動のしかたが関
係していること、である。

今回の研究で扱った実験「音の大きさや高さを調べる」は、教科書には４種類の実験が
紹介されており、生徒がそれぞれの実験を全て体験できるようになっている。しかし、意
欲的な生徒とそうでない生徒でその取り組み方に差が出ることが予想されるため、全ての
生徒が等しく参加できるような配慮と工夫を行った。

（２）具体的な支援の手だて
ア．グループで一人一つそれぞれ異

なる実験を行う【手だて２】
今回の研究テーマにせまる手だてと

して、全員が実験に取り組むことがで
きるよう本単元の時 5 間目にグループ
内で一人一人異なる実験を行った（図
51）。

また、より責任感をもたせるために、グループ全員の結果を書き込むための表をワーク
シートに盛り込んだ（図 52）。

さらに、この手だてが授業内でより有効となるように次の２つの手だてを単元を通して
行った。

イ．互いに関わり合うことのでき るグループの再編成
理科室の座席は今まで出席番号順で（机に３～４人）男女がほぼ均等

になるように指定していたが、生徒の能力にばらつきがあり、グループ活動が円滑にでき
ないグループもあった。そこで個人の能力や人間関係を基に教師によるグループの再編成
を行った。

ウ．授業の振り返りの基準作成
授業終了後に生徒は全員振り返り

を行い、授業の理解度・参加度につ
いての評価（A ～ D 判定）を書い
ていたが、より主体的に授業態度が
向上できるよう、授業への積極性や
聞く態度、仲間とどれだけ関われた
かなどの参加度と理解度の基準を以
下のように設定し、それを基に振り
返りを行うようにした（図 53）。

図 1 ワークシート 1 実験内容 図51 ワークシート１ 実験内容

図52 ワークシートの実験結果の表
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［参加度の基準］
A：話し合いで積極的に意見を言い、実験に積極的に参加できた。

友達に教えたり、分からないところを友達に聞くことができた。
B：話し合いで意見を言い、実験に参加できた。
C：先生の話や友達の話を目で聞くことができた。
D：先生の話や友達の話を目で聞くことができなかった。

［理解度の基準］
A：今日の学習内容が友達に説明できる。
B：今日の学習内容が確実に理解できた。
C：今日の学習内容が半分ほど理解できた。
D：今日の学習内容がよく分からなかった。

（３）授業の実際
１）単元指導計画（5時間完了）
第 1 時 音はどんなときに出るのだろうか。音はどのように伝わるのだろうか。
第 2 時 音の伝わる速さを調べよう。
第 3 時 音の大きさや高さはどのようにしたら変わるのだろう。
第 4 時 コンピュータを使って音の波形を調べよう。
第 5 時 いろいろな音の大きさや高さを調べよう。
２）授業の経過
第１時 音はどんなときに出るのだろうか。音はどのように伝わるのだろうか。
単元の導入として、音について不思議に思っていることを聞いてみると、「雷や花火が

光ってから音が遅れて聞こえるのはなぜか」「なぜ糸電話で声が聞こえるのか」「音はど

図53 ワークシート３ 振り返り
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のように進むのか」「超音波は聞こえないのか」「高
い音小さい音などいろいろな音があるのはなぜか」な
どの意見が挙がり、音への関心の高さが
伺えた。そして、音が聞こえるためにはまず音を出し
ているもの「音源」があることを学習した。

次に、音が出る様々な楽器や機械（太鼓、ギター、
音さ、スピーカーなど）を理科室前方に配置し、音源
はどこか、音が出ているときの音源の様子について全
員が自由に移動し観察を行った。意欲的な生徒は全て
の楽器に手をつけ、音源が揺
れたり震えている様子や触る
とビリビリするなど音源の振
動を体感でき、すべての生徒
が一つ以上の楽器を体験する
ことができた。

その後、音源が振動すれば
音はいつでも聞こえるか、と
いう疑問を提示し、図 54 の装
置を用いて真空中では音は鳴
るが聞こえないことを演示で
示し、音が伝わるには空気ま
たは水などの液体、糸や木な
どの固体が必要であることを学習した。

第２時 音の伝わる速さを調べよう。
音が 100 m 進むのに何秒かかるのか、実際に号砲及びストップウォッチを用いて測定し

た。校庭に移動し、図 56 のように 1 列に並び号砲が聞こえたら手を下ろすグループと、
手が下ろされていく様子を観察するグループとの２つに分け、1 回目の測定の後にグルー
プを交代した。計測は生徒に協力してもらい約 0.3 秒という理想値にほぼ近い値を出すこ
とができたが、あまりの速さに戸惑う生徒も多かった。手が号砲と同時に徐々に下がって
いく様子は生徒も大変感
動していた。全員が測定に参加できたため、理科室に戻ってからも積極的に音の速さを求
めようとする姿勢が見られた。

この結果を基に、雷や花火が光ってから音が遅れて聞こえる理由について考察したが、
ほとんどの生徒が他
人と相談せずに自分
の力でワークシート
に記入することがで
きていた（図 56）。

第３時 音の大き
さや高さはどのよう

図 4 真空容器内で音を鳴らす装置 

図 5 ワークシート 4 音の速さ 

図 6 ワークシート５ 音と光の速さの違い 

図54 真空容器内で音を鳴らす装置

図55 ワークシート４ 音の速さ

図56 ワークシート５ 音と光の速さの違い
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にしたら変わるのだろう。
グループに 1 つずつモノコードを渡し、①音源はどこか、②音の大きさはどうすれば変

わるか、③音の高さはどうすれば変わるか、についてそれぞれ調べた。弦をはじけば簡単
に音が出るため、ほとんどの生徒が積極的に実験に参加していた。「どうすれば変わるか」
という質問に対して難しく考えてしまい、答が出ないグループもあったが、「大きい音を
出すときと、小さい音を出すときとで何を変えているの？」という助言をするとすぐに、
「指ではじく強さを変えている。」ということに気付くことができた。また、音の高さの
変化についてもすぐに応用することができ、弦の長さや張りの強さで音が高くなったり低
くなったりしていることにも気付くことができた。ただ、弦の太さが音の高さに関係して
いることを発見できるグループが少なかったのは残念であった。グループで概ね答えをま
とめることができたため、教科委員が司会となって結果から分かることを発表し合うとき
でも活発に意見が出され、スムーズに進行することができた。その後のまとめ学習として、
新しく学んだ「振幅」「振動数」という言葉を用いた穴埋め問題に取り組んだが、多くの
生徒が教科書に頼ることなく、今回の実験の内容を基に記入していた。

第４時 コンピュータを使って音の波形を調べよう。
授業の導入としてフリーの音階解析ソフト『おんかいくん』を使用し、音さや生徒の声

の音の波形をスクリーンに映し出し、音は波形で表せることを示した。生徒達は自分の声
が大小様々な波となって表現される様子にとても興味を示していた。次に同じ高さの音で
も大きさが大きいほど振幅が大きくなるが振動数は変わらないこと、そして同じ大きさの
音は高い音ほど振動数が大きくなるが振幅には変化がないことを確認した。このまとめと
して図 57 の作図を行った。実際に作図をすることで音の大きさと振幅、音の高さと振動
数の関係について定着を図ることができた。

第５時 いろいろな音の大きさや高さを調べよう。
本単元のまとめとして、楽器など様々な音の出るものはどこが音源となって、音の大き

さや高さは何によって変わるのか調べる実験を行った。ここでは 4 つの実験を用意し、グ
ループの中で誰がどの実験を行うのかを決めた後、実験を行った（図 59）。その際、一人
一人がしっかり実験を行い結
果を記録しないと、前述の実
験結果の表が埋められないこ
とを説明し、各自がグループ
の代表として実験を行うとい
うことを強調した（前出図 51

・52）。各実験ごとに分かれて
からはいつもと違う生徒と実
験をすることにはしゃぐ生徒
も見られたが、ほとんどの生
徒が実験結果をしっかり記録
し、その後のグループでまと
める作業でも積極的に他の生 図 7 ワークシート 音の波形 図57 ワークシート 音の波形
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徒の結果を書き写す姿勢が見られた（図 59）。また、第 3 時で何をどうすれば音がどう変
わるかについての学習ができているため、取り組み方もスムーズであった。

（３）成果と課題
「手だてア」による実践では、一人一人が実験を行っていたため、参加度が高い授業と

なった。また、自分の実験結果を他人に教えなければならないという責任感から、普段よ
りも丁寧に調べ、記録することができていた。グループでまとめる場面でも「この結果何
だった？」とお互いに聞き合う姿が見られ、主体的に取り組むことができていた。

今回の単元を含む定期テストでは、科学的思考を問う問題について、今までの定期テス
トに比べて得点が高くなっている生徒が多く、音の単元テストでは知識理解の問題につい
てほとんどの生徒で得点が上がっていた。この単元が終わって 3 ヵ月後に行われた実力テ
ストにおいては、音の単元の正答率は 7 割近くあり（校内での理科全体平均点約 6 割）、
他の単元に比べても比較的高いことから、知識の定着ができていると考えられる。

また、「手だてイ」によって再編されたグループでは、仲間と関わることによって授業
へ集中することができるようになった生徒が多数見られた。このことは、普段集中力に欠
ける生徒に顕著に現れていた。「手だてウ」では、それまでの振り返りよりも多様な回答
をしていることから、基準にそってじっくりと振り返りができていると考えられる。特に、
参加度の基準では、先生の話や友達の話をしっかり聞くことができていないと、結果とし
て理解度の基準が達成しにくいことから、話を聞く態度がそれまでよりも向上した。また、
比較的分かりやすい基準であったために、次時への取り組み方に対する明確な目標ができ
たのではないかと思う。

しかし、どの手だてについても、生徒への事前の主旨説明が不十分だと生徒は意図した
ように動かないということが改めて分かった。「手だてア」では、主旨を理解していない
生徒がグループ内で分担せずに同じ実験をしている場面も見られ、役割分担の目的や個人
の責任の重さについて、課題に取り組む前にしっかり説明する必要があった。

理科では、分野や単元によって好き嫌いが大きく分かれるが、今回の音の単元は、物理
の分野の中でも比較的生徒の興味を引く単元である。また、実験も安全でかつ分かりやす
いため、どの生徒も取り組みやすい。そのため、今回行った実験はどれも参加率が高かっ
た。分野によっては難しく複雑な実験もあるが、どのような実験でも一人一人が活躍でき

図58ビーカーの水の量を変えて音の高さを変える 図59 グループで結果をまとめる様子
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る場面を作ることは可能であると考えられる。今回は 1 年生での実践であったが、学年が
上がるにつれ、分担をしなくても一人一人が責任をもって取り組むことができるようこれ
からも試行錯誤し、実践を行っていきたい。

実践４ 動物の生活と種類「動物の分類」（中学校 第２学年）【手だて３】
（１）生徒の実態

研究対象のクラスは、元気がよく実験を行うときは積極的に関わることのできる生徒
が多い。しかし実験の考察を考える場面になると、ペンが止まってしまい、教師からの
答えを待つ生徒が多く、自分で考えることを苦手としている。また、自分の意見を発表
する場面でも、積極的に挙手し、意見を発表する生徒が少ない。そこで、自分の考えを
もつことについてアンケートを行った。「自分の考えをもつことができているか」という
設問に対しては、30 人中 22 人が自分の意見をもつことができていると回答した（図 60）。
しかし、自分の意見をもてていると回答した生徒の中には「予習しているから」「たくさ
ん発表しているから」などの自分の意見をもつことと教科書に書いてあることそのまま
読むことを混同しているのではないのかと考えられるコメントもあった。また、「しっか
りと自分の意見を発表することができていますか」という設問に対しては、30 人中 13

人が発表できていると答えた（図 61）。

（２）具体的な研究の方法
���������������������������
��
�	����
事前に「自分の意見を言いやすい雰囲気であるか」というアンケートを行ったところ、

「たまに騒がしいから意見が言いづらい」、「一部で盛り上がりすぎて言いづらい面もあ
る」「自信がない」という意見があった。そこで、はじめは班の中で意見を発表し、自分
の考えを発表することに自信をもたせるのがよいと考えた。そこで、班を再構成し、自
分の班ででた意見を全員が伝える場面を設定した。

��������������� �­��������	����
事前のアンケートで「理科は好きですか」という設問に対して、「難しいからあまり好

きではない」と回答している生徒がいた。そのため、理科の知識が少なくても意見が発
表できるように、動物の写真を 10 枚用意し、それらの動物の特徴を書き出し、科学者に
なったつもりで分類させる課題を設定した。
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（３）研究の実際

①指導計画
動物の分類（7 時間完了 本時 1 ／ 7）
背骨のある動物の仲間分けをしよう・・・・・2 時間（本時）
動物の仲間分けをしよう・・・・・・・・・・1 時間
背骨のない動物にはどんなものがいるか・・・4 時間
②本時の目標

関心・意欲 ・セキツイ動物の分類方法に関心をもち、分類方法を班で考えるときに
話し合いに積極的に参加する。

技能・表現 ・発表時に、正しい言葉で周りの生徒に分かりやすく伝えようと工夫す
る。

知識・理解 ・セキツイ動物の分類方法を正しく理解し、説明することができる。
・セキツイ動物を正しく分類することができる。

③授業の流れ
段階 形態 TAの関わり 学び合いの過程と活動 TBの関わり

個 ・教科委員がオープ １ オープニングテストを行う。 ・オープニングテス
導 ニングテストをス トに取り組めてい
入 ムーズに行えるよ ない生徒を支援す

うに支援する。 る。
５ 一斉 ・本時のめあてと授業 ２ 本時のめあてと授業の流れを ・本時のめあてがつか
分 の流れを伝える。 知る。 めているかを確認す

る。
個 ・机間指導を行い、 ３ 10 種類の動物(サル、シャチ、・机間支援を行い書

書き進んでいない フクロウ、カモ、ワニ、カメ、 き進んでいない生
生徒に視点を与え カエル、サンショウウオ、金 徒 に 視 点 を 与 え
る。 魚、サンマ)の特徴をできる限 る。

展 り書き出す。
班 ・話し合いができて ４ 班で書き出した特徴を参考 ・話し合いができて

いない班に例を出 に、より多くの分類分けを行 いない班に例を出
すなどして支援を う。 すなどして支援を
行う。 行う。

開 班 ・班の分け方を支援 ５ 班を変えて、各班で考えた ・机間支援を行うと
する。 分類分けの仕方を発表しあう。 ともに、分かりや

・分かりやすく伝 すく伝え、言葉の
35 え、言葉の使い方 使い方などを支援
分 などを支援する。 する。

個 ・発表する際に言葉 ６ セキツイ動物の分類方法に ・調べることのでき
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↓ 使いなどに気を付け ついて調べ、ワークシートを ていない生徒を支
全体 るように支援する。 埋め、発表する。 援する。

班 ・発表がスムーズに ７ 最初に各班で分類分けした ・机間指導をしなが
行えるように支援 写真の動物を、魚類・両生類 ら、分類分けでき

ま する。 ・ハチュウ類・鳥類・ホニュ ていない班を支援
と ・机間支援をしなが ウ類で分類分けする。 する。
め ら、分類分けができ

ていない班を支援す
５分 る。

個 ・振り返りをワー ク ８ 振り返りをワークシートに記 ・振り返りをワークシ
シートに記入するよ 入する。 ートに記入するよう
うに支援する。 に支援する。

④観点別評価規準と評価方法
観 点 別 評 価 規 準

評 価
関心・意欲 ・セキツイ動物の分類方法に関心を持ち、分類方法を ・話し合い

班で考えるときに話し合いに積極的に参加すること
ができたか。

技能・表現 ・発表時に、正しい言葉で周りの生徒に分かりやすく ・発表方法
伝えようと工夫することができたか。 ・ワークシート

知識・理解 ・セキツイ動物の分類方法を正しく理解し、説明する ・発表方法
ことができたか。 ・ワークシート

・セキツイ動物を正しく分類することができたか。

（４）成果
①自分の意見をもつことができる。
ほとんどの生徒がワークシートに動物の特徴をたくさん見つけ書くことができ、その

中から動物の分類方法に使える特徴を考え、分類できていた（図 62）。普段ワークシー
トがあまり書けていない生徒も、写真に興味をもち、動物の特徴や分類方法をたくさん
書いていた。

②自分の意見を発表することができる。
班での話し合いには多くの生徒が積極的に参加できていた。普段から積極的に授業に

参加できている生徒は、多くのアイディアを出し、班員の意見をまとめ、リーダーシッ
プを発揮していた。各班で出た分類方法は、「食べることができるか食べることができな
いか」、「生息場所」、「呼吸法」などで、動物たちがどちらに分けられるかなども楽しそ
うに話し合っていた。「話し合いって、思っていたよりも面白い」、「自分では考えつかな
かったアイディアが聞けた」と言う生徒の言葉を聞くことができ、話し合い活動が、こ
の先活発になりそうに感じた。
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事後アンケートによると、「積極的に意見を発表できたか」という設問に対しては、
積極的に意見を発表できた生徒が 34 名中 27 名で、「意見を発表することは楽しい」「た
くさんの意見は発表できなかったけど、少しなら発表できた」と発表できるようになっ
た生徒が増えた（図 63）。また、「友達の意見をしっかりと聞くことができたか」とい
う設問に対しては、34 名中 29 名ができたと回答し、事前アンケートの「たまに騒がし
いから意見を言いづらい」という場面が解消されたのではないかと考える（図 64）。「し
っかり聞いて、自分と照らし合わせることができた」「自分の考えと比較しながら聞い
ている」などのコメントもあり、「他の人の意見を聞く」の次のステップの「自分の意
見と比較する」までできようになった生徒もいた。
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図63 積極的に意見を発表できているか 図64 友達の意見を聞くことができているか
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（５）今後の課題
話し合い活動を苦手としている生徒が多くいる班では、話し合い活動が行われず、班

で話し合って分類の仕方を考える場面でも個人で活動をしていた。このような生徒には、
仲のよい生徒やリーダーシップの取れる生徒と同じ班にすることで意見を発表しやすい
環境を作ることが必要であると感じた。また、話し合っていた班にも男女間に壁がある
班があったので、少しずつ意見を発表し合えるような手だてを考えていきたい。

班で分類方法を考えるときは活発に意見を発表し合えていたが、他の班の班員に自分
たちの意見を伝える場面では、口頭で伝えるのではなくお互いワークシートを見せて写
し合っていた生徒もいたので、しっかりと自分の言葉で伝えることの大切さを伝えたい。

実践５ 水溶液とイオン（中学校 第３学年）【手だて３・４】

（１）本単元について

新学習指導要領の完全実施に先立ち、移行教材の教科書には「イオン」に関する学習内
容が取り入れられている。このイオンに関する内容には理解度に個人差がより大きく出る
ことが予想される。このように、理解度に差がつきやすい学習内容こそ、仲間と協力し合
って実験したり、理解が進まない部分は気軽に仲間に質問したり、実験結果や考えを交流
する中で、生徒が共に理解を深めていこうとする姿勢が必要となってくると考える。

本実践では、生徒が様々な役割や交流を経験する中で、仲間とともに協力して実験し、
話し合い、「イオン」という概念を身に付けていくことを目標とした。また、目に見えな
いイオンという存在を身近な生活の中で想像することにより、日常現象を、電気を帯びた
粒の動きとして科学的な目で見られるようになってほしいと考える。

（２）単元計画（12時間完了）
学習事項【配当時間】 学 習 課 題

１ これから学習する内容を知ろう ①「水溶液とイオン」ガイダンス
【1 時間】 化学変化について復習しよう。

２ 電池に使う水溶液の性質を調べ
よう 【6 時間】
○電流の流れる水溶液、流れない ②いくつかの水溶液で電流が流れるかどうか

水溶液 を調べよう。（実験）
③いくつかの水溶液で電流が流れるかどうか

を調べよう。（まとめ）
○塩酸の電気分解 ④電解質水溶液には、なぜ電流が流れるのか。

塩酸の電気分解を詳しく見てみよう。
（実験）

○電流は水溶液中をどうやって流 ⑤電解質水溶液には、なぜ電流が流れるのか。
れるのか 水溶液の中を想像してみよう。
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○イオンと電解質・非電解質 ⑥電解質水溶液には、なぜ電流が流れるのか。
イオンについて調べよう。

⑦電解質水溶液中の電子の流れをイオンで説
明しよう。

○塩化銅水溶液の電気分解 ⑧塩化銅水溶液中の塩化銅をイメージしてみ
よう。（実験）

⑨塩化銅水溶液中の塩化銅をイメージしてみ
よう。（まとめ）

３ 電池とイオンの関係について調 ⑩電気を取り出してみよう。水溶液で電池が
べよう 【3 時間】 できるだろうか。（実験）

⑪電池の電極では何が起きているのだろう
か。
⑫身近な材料で電池を作ってみよう。（実験）

（３）具体的な支援の手だて
ア．一人一人に役割を与えて行う実験
実験などをする際に傍観者をつくらず、一人一人が主体的に参加できるための手だてと

して、グループ内での役割を以下のように４種類作り、授業ごとにローテーションさせる
ことで、それぞれの役割の大変さや、自分が主体的に参加しないと仲間も困ることなどを
実感させていきたい。

役割① 実験のやり方や注意点を教師に聞きに行く係（アドバイス係）
役割② 実験の準備や片付けを含め、仲間に指示し、実験を積極的に進める係

（実験係）
役割③ 実験の結果を記録する係（記録係）
役割④ 班の考えをまとめ、発表する係（まとめ係）

イ．発表・交流の場の確保
グループにおける実験や話し合いが次の活動につながるものであれば、その実験や話し

合いを行う際の一人一人の自覚も高まり、より積極的に参加できるものと考える。そのた
め、グループでの実験や話し合いの後、自分達のグループの結果や考えを周りに伝え、他
のグループと交流し合う場を設定する。

①グループ内交流
実験や話し合いをする４人グループの中で「まとめ係」になった人が司会をしながら、

自分達の班の結果を確認し、課題について話し合い、共通の意見をもつ。
②グループ間交流
各グループの一人一人が座席をずれることにより、他のグループとのメンバーで構成さ

れる小集団を作り、自分達のグループで出た結果や考えを交流し、その後、自分達のグル
ープにフィードバックする。
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③自由交流
自分達のグループで出た結果や考えを、自由に他のグループ

の誰かに伝え、相手の結果や考えも聞いて交流する。
④全体交流
基本的に各グループでのその日の「まとめ係」が全体に伝え、

それに対しての意見や疑問を出し合いながら全体で話し合いを
深めていく。

（４）授業の実際
ア．実験における役割分担
単元を通して、4 人編成のグループの中で「アドバイス係」「実験係」「記録係」「まと

め係」をローテーションして、全員に全ての役割を経験させた（図 65）。
第ⅱ時の「電流が流れる水溶液調べ」では、様々な水溶液に電流が流れるかを調べる実

験で、実験方法の説明後、実験係に道具の準備や扱い方、実験の手順などの全てを取りま
とめさせた。アドバイス係には、「調べる水溶液を替える度に電極を精製水で洗う」こと
を実験中に注意させた。そのことで、アドバイス係が一貫してその注意点に気を配る姿が
見られた。記録係には、「泡が出ている」、「電流が流れた」などの班員のつぶやきも実験
結果として記録させた（図 66）。

まとめ係にはグループの結果を確認する際の司会、そして他のグループと自分達の結果
を伝え合うグループ間交流での司会を務めさせた（図 67）。

役割分担があることで、普段は脇役になっていた生徒も自分の役割を果たそうとする姿
が見られ、逆にいつも中心となり実験していた生徒も、係を尊重して進めようとする姿が
見られた。そのことで、全体としてはバランスよく協力することができた。

イ．交流形式の工夫
実験結果のまとめや考察では、まとめ係を中心として、まずグループ内交流で自分達や

その理由をグループとしてまとめさせて共通理解を図った。その後、座席を移動して、全
員が他のグループから成る小集団を作り、グループ間交流で自分達のグループで出た考え
を伝え合わせた。このときの司会も、その日のまとめ係中心に行った。まとめることが苦
手であっても、まとめ係以外の生徒が、「まず○○さんの班の意見を教えて下さいと言う

図 65 ローテーション表
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んだよ」、などのようにフォローしながら、係を尊重して話し合いを進める姿が見られた。
このグループ間交流は、他のグループの様々な結果や意見が聞けるだけでなく、一人一

人が発表する場の確保にもなっている。また、全員が相手に伝えなければならないという
交流形式の特性から、グループ間交流の前段階のグループ内交流の際に、全員が、自分の
班の意見をお互いに慎重に確認していたり、悩んでいる生徒に丁寧に説明したりする姿も
見られた。このことで、全員が学習活動に真剣に取り組むことができた。

第 5 時の「電解質水溶液にはなぜ電流が流れるのか。水溶液の中を想像してみよう」の
話し合いでは、電流の正体が「電子の移動」であることを確認することで、イオンの存在
に気付かせたいと考えた。そのため、図 68 のようなＡ～Ｃの 3 種類の回路に同時にスイ
ッチを入れたらどんな順番で豆電球が点灯すると思うか個人の意見と理由を確認した後、
クリスマスイルミネーション用の長い導線にたくさんの電飾がついたもので実験し、「導
線の長さに関係なく豆電球はスイッチを入れた瞬間に同時に点く」ことに気付かせた。導
線の短いＣが一番早く点くと予想した生徒が多かったことから、実験結果を見て「え～同
じじゃん」とか、「何で」などの声が聞こえた。

そして、ここではこれから学習するイオンの動きにつなげる目的で、スイッチを入れた
瞬間に自由電子が一斉に動き出すことを確認し、なぜ同時に豆電球が点くのか、自由電子
の資料を参考にしながら班ごとに考え、「例え」を用いて説明するよう投げかけた。する
と、グループ内交流で「ロケット鉛筆」や「回転寿司」、「ホースの中の水」、「バーゲン
セールのおばちゃん」、「ガチャガチャ」などの多様な例えで、導線にはすでに自由電子
が詰まっており、スイッチを入れた瞬間に押し出すように一斉に動き出して豆電球が点く
から同時に点く、という考えが出て、その後の全体交流が充実したものとなった。

（５）成果
①一人一人が役割を意識して主体的に参加しようとする姿が見られた
事後アンケートで、自分に与えられた役割を果たし、これまでよりもしっかり実験に参

加できたと答えた生徒が 8 割強いた。感想には、「前より断然しっかり参加できる」「役
割を決めた方がみんなでできた」、など、実験に対する参加度が全体的に高まったことが
読み取れる。また、これまであまり積極的に参加できていなかった生徒の感想でも、役割
を与えられたことによって仲間との関わりが増えたことを示していた。また、全ての係を
経験することで、自分以外の係の仕事にも目を向け、協力する姿がみられ、グループ内で
の学びの輪がしっかりできていた。

②発表・交流の場が確保されることで、事前の話し合いが活発になった
事後アンケートで、話し合いの際に積極的に交流できたと答えた生徒は 8 割強であった。

図 68 ３種類の回路
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このことは、「グループ間交流は新しい取り組みで、他の班の意見をじっくりと聞けたこ
とがよかった」、「グループ間交流では全員が発表しなければいけないから、これまでよ
りもグループ内での交流がしっかりできた」などの感想からも読み取れる。グループ間交
流によって見通しをもったグループ内交流ができたり、他の班との意見の確認ができたこ
とに価値があった。

（６）今後の課題
学び合いの授業では、時間を多く要する。時間の調整や時間を割く場面の精選・単元計

画の工夫をして、今後も生徒を主役にする授業を展開していきたい。また、生徒が主体で
あっても、あくまでも指導者は教師である。意図的で計画的に、教師が授業の梶を取って
いくことが大切である。

本実践では、生徒が語り合う姿がたくさん見られた。これからも工夫を重ね、新学習指
導要領にもある「言語活動の充実」にも意識した研究実践を更に深めていきたい。

おわりに

生徒一人一人が主体的に授業に取り組むことで、参加度が高まる楽しい授業を目指し
て研究を進めてきた。その結果、すべての実践で授業の参加度が高まり、理科の楽しさ
に気付いた生徒や主体的に授業に参加する生徒が増えた。しかし、参加度を高める授業
を目指すために一人一実験や一人一人に発言の場を確保すると、授業の進度が遅くなっ
たり、授業でおさえたいことがおさえられなかったりするなどの課題が見つかった。こ
のことから、効率よく全員が参加できる場面を設ける授業づくりが必要である。また、
役割分担をくり返すことで教師が役割分担をしなくても、生徒が自然と自分たちで役割
分担をしていけるような授業づくりも必要である。

今回の研究を通して、市内の先生方と話し合うことによって、さまざまな授業のアイ
ディアが出て、役割分担・実験・発言の場など様々な場面で生徒を活躍させられること
を学んだ。これからも、生徒が理科を楽しいと思い、主体的に参加することのできる授
業を目指して日々の授業を改善していきたい。
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関わり合って活動し表現力を高める
‐俳句の学習をとおして‐

犬山市立城東小学校長
水 谷 茂

はじめに

現 6 年生は 5 年生の時に、詩を創作する授
業（3 時間完了）を実施している。その際、
特に重視したことは一人で詩を創作するので
はなく、関わり合って自分が納得できる詩に
仕上げていく活動である。友達の詩にアドバ
イスをすることは言葉に対する感性を磨く機
会になり、詩を苦手としている児童にとって
は友達の助けを借りながら自己実現を図る機
会にできると考えたからである。このような
指導過程を取り入れたことで、児童の詩に対する意識に変化が見られ、詩を書くことに対
する抵抗も少なくなった（授業前は詩を好む児童は数名であったが、授業終了時は 95.2

％の児童が詩の創作に前向きになっていた）。
本年度より本地区は、使用する国語の教科書が東京書籍から光村図書に変わった。光村

図書の教科書を読むと学習指導要領の改訂もあり、低学年のうちから伝統的な言語文化の
学習を取り入れている。また、〈季節の言葉〉と題して、継承されてきた言語文化の中か
ら季節に関わるものを発達段階に応じて取り上げ、子どもの感性や情操を言葉の面から育
む活動を２年生から継続的に取り上げている。指導時数は少なく、創作を目的とするので
はなく詩や短歌・俳句などに親しみを感じたり、繰り返し目にすることでそれぞれがもつ
リズムを理解したりすることに主眼を置いているものと考える。

昨年度、詩の創作活動を経験した現６年生は、言葉に対する関心も高まっているので、
伝統的な言語文化の学習では、読み味わうだけに止めず一歩踏み込んで創作活動を取り入
れても十分応えられると考えた。俳句は短い表現形式で最大限の感動を盛り込むものであ
り、形式や季語などのきまりもあって一見すると難しく思える。そこで、単元見通し学習
の手法を取り入れるとともに、昨年度の学習の流れと同様にすることで取組やすくするこ
とで、児童が関わり合って活動しながら表現力を高める研究に取り組んだ。

１ 研究の仮説
研究の仮説を次のように設定した。

○学習する最終的な目標を明確に伝えるとともに、単元の導入及び授業の導入に活動
内容や時間配分などを示すことで、見通しをもって活動することができ学習意欲が
高まるだろう。

○俳句が表している情景を個人の考えをもってからグループで話し合う活動を設定す
ることで、お互いに感じ方の違いが分かるとともに言葉に対する感覚も磨かれ、俳
句を創作する意欲が育まれるだろう。

○個人が創作した俳句をグループの中で推敲し合う活動を設定することで、安心して

図77 言葉を並び替え俳句を６句完成させる
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創作活動に取り組むとともに、お互いの良いところを取り入れ楽しみながら表現力
を伸ばすことができるだろう。

２ 研究の手だて

研究の仮説に迫るために次のような手だてを取り入れた。

①単元の初めに創作した俳句を犬山市民文芸祭に
出品することを知らせ動機づけにする。振り返り 学 び 時 計（第2時）
カードで４時間分の活動内容を提示して見通しを １.俳句を4句音読する(3分)
もたせる。授業の導入では、学び時計をつかい１ ２.今日のめあてと今日の授業の
時間の流れを示して学習の見通しをもたせる(図 流れを確認する（5分）
78）。 ３.俳句が表している季節（季語）
②俳句のリズムに慣れるとともに身近に感じられ と情景を考える。
るように、毎回、春・夏・秋・冬それぞれ親しみ ○個人で考える。(6分)
やすい俳句 4 句を提示し音読や視写の活動を取り ○友達３人と交流する。(10分)
入れる。 ○友達の意見を参考に情景をまと
③俳句の情景を考える活動では、グループで 4 句 める。(6分)
の中から１句を選択して季節や情景を読み取る。 ４.まとめた情景をグループの友達
発表する。
④五音と七音を組み合わせて俳句を 4 句創る。
学級の 10 人以上の友達に、創作した俳句の中から一番良いと思うものを選んでもらい、
票の多い順に 2 句を自分の俳句とする。2 句の俳句をさらに良くすることを願い、グル
ープ内で順番に回して推こう活動を行う。
⑤推敲された 2 句の俳句から、友達の意見を参考にしながら、最終的にな自分の俳句 1

句を仕上げる。
⑥毎時間振り返りカードを用いて活動を振り返るとともに、教師が朱書きを入れること
で学習意欲が継続するように図る。

３ 単元名 俳句を創ろう（４時間完了）

４ 単元の目標

○俳句が表している季節や情景を読み取ったり、俳句の創作活動に対して意欲的に取り
組んだりする。 （興味・関心・態度）

○親しみやすい伝統的な言語文化にふれて、俳句の形式や季語・切れ字などについて理
解するとともに語感や言葉の使い方に対する感覚などについて関心をもつ。

（言語事項）

５ 指導の構想
※事前と事後に本単元に関わるアンケート調査を行う。

6 句の俳句を上五・中七・下五の 18 枚のカードに分け、グループで正しく

図78 学び時計
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組み合わせて俳句を完成する(図 77）。俳句には季節を表す季語や感動を表す
切れ字があることを知る。(1) 【※俳句の形式や決まりを理解する。】

俳句が表している情景を想像して季語とともに友達と伝え合う。(1)
【※俳句の読み取りを通して、俳句の決まりや形式に慣れる】

6 枚の写真を見て、上五・中七・下五の言葉集めを行いグループ内や学級全体で
交流した後、試しの俳句づくりをする。(1)
【※俳句に使える言葉集めをしてから自分の俳句を創る】

【家庭学習：休み時間や通学路、身の回りから
上五・中七・下五の言葉を集める】

創作された俳句をグループ内で順番に推敲したのち、友達の指摘を参考にしながら
自分の俳句をさらに推敲し完成する。(1)
【※グループ全員の作品をさらに良くするために推敲活動をする。自分の俳句をさら

に推敲し完成する】

６ 単元全体の指導過程

(１)１／４時
１）目標
・俳句に興味をもつとともに俳句の決まりや形式を理解する。
２）準備
教師：俳句を上五・中七・下五に分けたカード（6 句分 18 枚）、振り返りカード。
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３）指導過程
【個】個別活動 【グ】グループ活動 【斉】一斉指導 【全】全体交流

児童の活動 教師の支援・留意点 評 価

導 １ 学習の目標と全体の流れ ○ 4 時間分の学習の流れを知ら
入 を知る。 【斉】 せ活動に見通しをもたせる。
8 ２ 本時のねらいと流れを知 ・本時のねらいとともに１時間

る。 【斉】 の活動の流れを知らせ見通し
をもたせる。。

五音・七音・五音のことばカードを並び替えて俳句を６句
完成させよう

展 ３ 俳句組合せｹﾞｰﾑをする。 ○五音・七音・五音に切り分け ・俳句が５
開 【グ】 た俳句 6 句分のカード１８枚 音と７音と
32 ・のみしらみ 馬がばりする を配付する。 ５音の１７

枕もと（芭蕉・夏） ○見たことを素直に表現してい 音でできて
・青蛙 おのれもﾍﾟﾝｷ ぬり る俳句を 6 句準備し、俳句は いることが

たてか（芥川龍之介・春） 難しいものではないことを理 分かったか。
・夏河を 越すうれしさよ 解できるようにする。 （活動の様

手にぞうり（与謝蕪村・夏） ○あらかじめ理解しにくい言葉 子）
・毎年よ 彼岸の入りに の説明をしておく。

寒いのは（正岡子規・春） ・ばり→尿
・あかあかと 日はつれなく ・彼岸の入り→春分の日

も 秋の風（芭蕉・秋） ・つれなくも→関係ないこと
・大ぼたる ゆらりゆらりと ○グループで話し合ってカード

通りけり（小林一茶・夏） の言葉を組み合わせて俳句を
完成させる。

○繰り返し言葉を吟味しながら
俳句に親しむようにする。

４ 完成させた俳句をお互い ○グループの机に完成した俳句 ・俳句の響
に見比べる。 【全】 を並べて置いておく。 きを感じた

○他のグループが完成させた俳 か。
句を自由に見て回り、自分た （活動の様
ちが作った俳句と比べるよう 子）
にする。

○グループごとに正しい組合せ
の俳句数を黒板に板書し、正
解を見つけやすいようにする。

５ 他のｸﾞﾙｰﾌﾟの作品を参考 ○俳句は、見たまま感じたまま ・協力し正
にしてｸﾞﾙｰﾌﾟの俳句を見直 を素直に表せばよいことを知 しく並べて
し、最終的に完成する。 らせる。 俳句を完成

【グ】 できたか。
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（活動の様
子）

６ 季語や切れ字について知 ○俳句を創る際に、情景や感動 ・季語や切
る。 【斉】 を伝える大きな武器になるこ れ字が分か

とを知らせる。 ったか。（活
動の様子）

整 ９ 本時の振り返りをする。 ○振り返りカードを使い本時の
理 【個】 活動を振り返る。
5 ○本日のお気に入りの一句を完

成した６句の俳句の中から選
んで書くように伝える。

４）評価
・俳句に興味をもつとともに、俳句は難しいものではないと思えるようになったか。

（２）２／４時【本時】
１）目標
・俳句の表す情景を考え、考えた情景を友達と交流し理解を深める。
２）準備

教師：ワークシート、振り返りカード。
３）指導過程

【個】個別活動 【グ】グループ活動 【一斉】一斉指導 【全】全体交流

児童の活動 教師の支援・留意点 評 価

導 １ 黒板に掲示した 4 句の俳 ○本日学習する俳句を掲示する。
入 句を 3 回音読する。【一斉】 ○自分なりの速さで音読し、俳
8 句の語感を味わうように伝え

る。
２ 本時のねらいと流れを知 ○本時のねらいとともに１時間

る。 【一斉】 の流れを知らせる。

俳句が表している情景を想像して季語とともに友達に伝え
よう

展 ３ 俳句が表している季節（季 ・春夏秋冬それぞれ一句ずつ俳 ・季語見つ
開 語）と情景を考える。【個】 句を提示する。 けと季節分
32 A．梅一輪 一輪ほどの ・グループでＡＢＣＤの俳句を けができた

暖かさ （服部嵐雪・春） 一人一つずつ担当して情景を か。（ ﾜｰｸｼｰ
B．さみだれや 大河を前 考えることを伝える。 ﾄ）

に 家二軒（与謝蕪村･夏） ・情景の読み取りに資するため ・俳句が表
C 柿くえば 鐘が鳴るなり に「なの花や月は東に日は西 している情

法隆寺 （正岡子規・秋） に」の俳句を例に示し情景を 景を想像す

― 190 ― ― 191 ―



- 200 -

Ｄうまそうな 雪がふうわ 話す。 ることがで
り ふわりかな ・自分なりに考えた季節（季語） きたか。（ ﾜ

（小林一茶・冬） と情景をﾌﾟﾘﾝﾄに記す。 ｰｸｼｰﾄ）
・俳句から感じたことは、細か

なことでも自由に記すように
伝える。

４ 自分と同じ俳句を担当し ○季語はどの言葉かを確認して ・友達と交
た児童 3 人と交流する。 から説明するように伝える。 流できたか。

【全】 ○友達の意見で取り入れたいこ （交流の様
とはメモしながら聞くように 子）
伝える。

５ 友達の意見を参考にして、 ○友達の意見を参考にして、再
自分が考えた情景を修正す 度、俳句が表している情景を
る。 【個】 吟味し直す。

６ 自分が担当した俳句につ ○発表を聞く時は、内容を要約 ・俳句の情
いて、グループ内で季節（季 してプリントに記入するよう 景を伝えら
語）と情景を伝え合う。 に伝える。 れたか。

【グ】 （発表の様
７ グループの代表が全体の ○全体で俳句が表している情景 子）

場で読み取った情景を発表 を確認する。
する。 【全】

整 ８ 本時の振り返りをする。 ○振り返りカードを使い本時の
理 【個】 活動を振り返る。
5 ○本日のお気に入りの一句を提

示した４句の中から選んで書
くように伝える。

４）評価
・友達と交流する活動を通して俳句の表す情景を想像できたか。

（３）３／４時
１）目標

・俳句に使う言葉を集めて交流し自分の俳句を創る。
２）準備

教師：プリント ワークシート 振り返りカード
３）指導過程

【個】個別活動 【グ】グループ活動 【一斉】一斉指導 【全】全体交流

児童の活動 教師の支援・留意点 評 価

導 １ 黒板に掲示した俳句を 3 ・本日の俳句 4 句を提示する。・
入 回音読する。 【一斉】 自分なりの速さで音読するよ
8 うに伝える。
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２ 本時のねらいと流れを知 ・本時のねらいとともに１時間
る。 【一斉】 の流れを知らせる。

俳句を創るために五音・七音の言葉を集めよう。集めた言
葉を使って試しに俳句を創ろう

展 ３ 写真を見て五音・七音の ○校庭を撮した写真 6 枚を各グ ・言葉を見
開 言葉を見つけプリントに記 ループに配付する。 つけること
32 入する。 【個】 ○五音・七音の言葉が一覧でき ができたか。

るﾜｰｸｼｰﾄを準備する。 （ﾜｰｸｼｰﾄ）
○字余り・字足らずになっても

よいことを伝える。
４ 見つけた言葉をグループ ○グループ内で発表し合い、よ ・言葉を増

で共有する 【グ】 いと思った言葉は、自分のﾜｰｸ やすことが
ｼｰﾄに記入するように伝える。 できたか。

５ 教室内を自由に見て回り、 ○各自のプリントを机上に置き、 （ﾜｰｸｼｰﾄ）
それぞれがどのような言葉 自由に見て回る時間をとる。 ・言葉を広
を見つけたか交流する。 ○自分にない言葉があれば、ﾜｰｸ げることが

【全】 ｼｰﾄに付け足していくように伝 できたか。
える。 （ﾌﾟﾘﾝﾄ）

６ 五音と七音の言葉を組み ○言葉を組み合わせて、できる ・俳句を創
合わせて、試しに俳句を創 限り多くの俳句を創るように れたか。
る。 【個】 伝える。 （ﾌﾟﾘﾝﾄ）

○内容よりも五・七・五のリズ
ムに慣れることが大切である
ことを伝える。

整 ７ 本時の振り返りをする。 ○振り返りカードを使い本時の
理 【個】 活動を振り返る。
5 ○提示した４句の中から本日の

お気に入りの一句を選んで書
くように伝える。

○家庭学習で身の回りの五音・
七音の言葉集めをするように
伝える。

４）評価
・試しに俳句を創る活動を通して俳句に興味をもつことができたか。

（４）４／４時
１）目標
・グループで俳句の推敲活動を行い自分の俳句を完成させる。
２）準備
教師：プリント、ワークシート、振り返りカード
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３）指導過程
【個】個別活動 【グ】グループ活動 一斉】一斉指導 【全】全体交流

児童の活動 教師の支援・留意点 評 価

導 １ 黒板に掲示した俳句を 3 ・本日の俳句 4 句を提示する。・
入 回音読する。 【一斉】 自分なりの速さで音読するよ
8 うに伝える。

２ 本時のねらいと流れを知 ・本時のねらいとともに１時間
る。 【一斉】 の流れを知らせる。

友達の意見を参考にしながら自分の俳句を創ろう

展 ３ 前時の集めた言葉や家庭 ○五・七・五の基本形で創るこ ・俳句を作
開 学習で集めてきた言葉を使 とを知らせる。字余りや字足 ることがで
32 って俳句を 4 句創る。【個】 らずになってもよいことも伝 きたか。

える。 （ﾜｰｸｼｰﾄ）
４ 学級全体で交流活動を行 ○ 10 人以上と交流するように伝

い、4 句の中で一番よいも える。
のを投票する。 【全】 ○交流で言葉を見つけたら、自

分の俳句に取り入れてもよい
ことを伝える。

５ 交流で得票の多かった俳 ○交流で得られた言葉を使って
句から 2 句選びﾜｰｸｼｰﾄに書 自分の俳句を手直ししてもよ
く 【個】 いことを伝える。

６ ｸﾞﾙｰﾌﾟで順番に回して、 ○言葉の順番を入れ替えたり、 ・俳句を推
お互いの俳句を推敲する。 言葉を少し変えたりして、作 こうするこ

【グ】 者の思いが的確に表せるよう とができた
・1 回目の推敲 な推こうをするように伝える。 か。
・2 回目の推敲 ○一人につき 2 分ずつの推敲時 （ﾜｰｸｼｰﾄ）
・3 回目の推敲 間をとり、ｸﾞﾙｰﾌﾟで順に回し

ていくようにする。
７ ｸﾞﾙｰﾌﾟで推敲された自分 ○ｱﾄﾞﾊﾞｲｽをもとに、自分の俳句 ・俳句を完

の俳句をもう一度推敲し、 を完成させるが、自分の言葉 成させたか。
俳句を完成する。 を使いたい時はｱﾄﾞﾊﾞｲｽを入れ （ﾜｰｸｼｰﾄ）

【個】 なくてもよいことも伝える。
８ ｸﾞﾙｰﾌﾟ内で完成した俳句 ○季語と季節を言ってから俳句

を発表する。 【グ】 を発表するように伝える。

整 ８ 本時の振り返りをする。 ○振り返りカードを使い本時の
理 【個】 活動を振り返る。
5 ○提示した４句の中から本日の

お気に入りの一句を選んで書
くように伝える。
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４）評価
・自分の俳句を創る活動を通して、俳句に興味をもち継続して創る意欲がもてたか。

７ 考察

（１）アンケートから考える
１）事前アンケート

★国語の学習は好きですか。
好 き まあまあ好き あまり好きではない 嫌 い 合 計

20 59 24 6 109

★ 5 年生で学習した詩の授業は楽しかったですか。
楽しかった まあまあ楽しかった あまり楽しくなかった 全く楽しくなかった 合 計

49 51 7 2 109

★学び合いの学習は好きですか。
好 き まあまあ好き あまり好きではない 嫌 い 合 計

40 54 9 6 109

★俳句に興味がありますか。
あ る 少しはある あまりない 全くない 合 計

18 54 26 11 109

72.5 ％の児童が国語の学習に肯定的な回答をしていて学習に対する前向きな気持ちはで
きていると感じた。5 年生の時に実施した詩の授業に対しては 91.7 ％の児童が楽しかった
思いをもっているのは、学び合いの活動をしっかり取り入れ孤立した学びにしないように
心がけたからではないかと評価した。それは、86.2 ％の児童が学び合いの学習を好きと答
えていることからも判断した。今回の俳句の学習に対しても、児童がとても楽しみにして
いることが導入時に伝わってきた。しかし、俳句に関心があると答えたのは 66.1 ％の児
童であり 30 ％以上の児童が俳句に興味をもっていない実態からすると、俳句を身近に感
じさせるとともに自分が思っているよりも簡単に創れることを実感させる必要を感じた。

アンケートの最後に自由記述蘭を設け、「知っていることは何でもいいから書きましょ
う」としたが、109 人中 23 人の児童が白紙であった。また、『俳句は５・７・５』『季語
を入れる』と一言だけ書いてあった児童が 33 人いた。この両方を合わせると、5 割以上
の児童が、俳句に親しんでいない実態が浮かんできた。そこで、友達同士の交流を軸に俳
句に対する興味をいかに繋いでいくかをポイントを置いて学習を進めた。

２）事後アンケート

★俳句の学習は楽しかったですか。
楽しかった まあまあ楽しかった あまり楽しくなかった 全く楽しくなかった 合 計

80 24 3 2 109

★俳句に興味がもてるようになりましたか。
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なった 少しなった あまりもてない 全くもてない 合 計
65 39 3 2 109

★学び合いの学習は楽しかったですか。
楽しかった まあまあ楽しかった あまり楽しくなかった 全く楽しくなかった 合 計

71 34 2 2 109

★友達の俳句にいくつアドバイスができましたか。
10 個以上 5 ～ 9 個 1 ～④個 0 個 合 計

7 24 73 5 109

★友達から自分の俳句にいくつアドバイスをもらいましたか。
10 個以上 5 ～ 9 個 1 ～④個 0 個 合 計

9 32 6 ① 7 109

95.4 ％の児童が、俳句を楽しく学習することができ
興味をもてるようになったと回答している。また、96.3

％の児童が学び合いの学習が楽しかったと答えている。
特に、俳句に対する関心が 66.1 ％から 95.4 ％に上がっ
ているのは、単元見通し学習をもとにした学び合いの
学習が児童の興味を引き出すことに奏功したといえる。
このことは、俳句の学習を孤立した学びにするのでは
なく、友達との交流タイムを毎時間設定しながら学習
を深めたことや、俳句の創作に戸惑いを感じても友達からのアドバイスを受けることで不
安が軽減されるとともに成就感も味わえたことが大きな要因ではないかと考えている (図
79)。このことは、友達の俳句に 95.4%の児童がアドバイスしており、93.6%の児童が友達
からアドバイスをもらっていることからもうかがえる。また、事前アンケートでは、21.1

％の児童が白紙だった自由記述蘭にも、全ての児童が感想を書き込み、自分の思いをしっ
かりと文章で表していたことからも、児童にとって充実した学習だったことが分かる。

【自由記述蘭に記してあった児童の言葉】

・俳句をやったことがなくて最初はぜんぜん分からなかったけど、みんなからアドバイ
スをもらったり学び合いをしたりして、だんだん分かるようになってきて最後はいい
俳句ができたのでよかったです。楽しかったです。

・初めは俳句のことがあまり分からなかったけど、4 時間という少ない時間でも俳句の
ことがたくさん学べて楽しかったです。俳句は、上五中七下五というとても短い１７
音だけど筆者の感情や驚きがあるから、そこがすごいと思いました。実際に俳句をつ
くってみると意外に楽しくてどうしようか迷いました。たくさんの俳句も知ることが
できて良かったです。みんなにもアドバイスをしたりアドバイスをしてもらったりし
て最後はとてもいい俳句ができたなと思いました。

（２）振り返りカードから考える
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本時のめあて Ａ 児 Ｂ 児
・俳句に興味をもとう 班で組み立てるのが難し 俳句に興味がもつことができました。

第 ・五音･七音の言葉を並 かったけど、最後には全部 上五中七下五ということも初めて分かり
べて俳句をつくろう 組み立てることができまし ました。難しく考えないで作者は何を考

１ た。俳句はぜんぜん知らな えていたかを考えれば答は出てきました。
いので、最初は何が何だ 六句つくるのは大変でした。今日の学習

時 か？でした。けれどいろい で、俳句のすばらしさがよく分かって、
ろ分かった気がします。 とても良かったと思います。また、家で

もやってみたいと思います。
・俳句には季節が分かる 自分で書いたものをもっ 季語、切れ字、十七音という言葉が分

季語や感動を表す切れ と分かりやすく書きたかっ かりました。作者が十七音の中で感動と
第 字が入っていることを たです。みんなの情景の発 興奮が与えるということです。十七音で

理解しよう 表を聞いて、すごく分かり すごく心が温まりました。また、俳句と
２ ・俳句が表している情景 やすいと思いました。法隆 いうのは、奥が深いというのが改めて分

を想像し季語とともに 寺の俳句の情景を発表し かりました。十七音でいろいろな世界に
時 友達に伝えよう て、お気に入りになりまし 入っていけます。みんなと意見をつなぐ

た。 ことで、よりよく情景が分かりました。
とても充実した学習になってすごく良か
ったです。

・６枚の写真から五音と 自分で創る俳句がちゃん 写真の中からいろいろな世界が広がっ
七音の言葉を書き出そ と創れてよかった。なんだ ていきました。友達とアイデアをつなげ

第 う か俳句を創るのが好きにな ることでより良い言葉が生まれ、どんど
・友達と交流して、言葉 ったように思えてきた。 ん世界を広げていくことができました。

３ の数を増やそう また、違う視点からみることで違う俳句
・試しに俳句を創ってみ ができました。俳句は奥が深いと改めて

時 よう ※【五音の言葉を 12 個、 感じました。
七音の言葉を 6 個集めてい ※【五音の言葉を 44 個、七音の言葉を 7

た】 個集めていた】
・集めた言葉を使って俳 やっぱり俳句を創るのが いろいろな俳句を創ってみました。10

句を四句創ろう 楽しく感じた。友達が創っ 人に投票してもらうことで自信が出てき
・友達と交流して、仕上 た俳句を見たり聞いたりす ました。そして、付け足しや付け加えを

第 げの俳句を一句創ろう るのも楽しかった。俳句を することで、とても良いアイデアが浮か
・創った俳句を友達に発 やって良かったと思ってい びました。堂々とした作品で、誰が見て

４ 表しよう る。 も恥ずかしくないです。この 4 時間でと
ても俳句に興味をもてました。楽しかっ

時 ※【自分の俳句に 4 カ所の たです。
アドバイスを受け、1 カ所 ※【自分の俳句に 2 カ所のアドバイスを
取り入れて提出した。】 受けたが、それを取り入れることなく自

分が考えた俳句を提出した。】

毎時間、最後の 5 分ほどを使って授業の振り返りを行った。主に授業で分かったことや
感じたことを自由記述することで、学習のまとめと次時の動機付けを図るねらいがあった。
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動機付けを促進するた 80、児童の記述には、丁寧に朱書きを入れて返却した（図80）。

学習は児童の能力に応じその子なりに伸ばすことで満足感や成就感を得られるものにし
なければならない。そうすることで自らの成長を実感し学びが我が事になる。この研究の
有効性を検証するために、抽出児童として到達度に大きな違いが見られる対照的な二人を
選んだ。

Ａ児は、事前アンケートで「国語の学習は嫌い」「俳句に全く興味がない」「5 年生の詩
の授業はあまり楽しくなかった」と答え、自由記述欄も白紙で提出している。それが、事
後アンケートでは「俳句の学習は楽しかった」「俳句に少し興味がもてるようになった」
「俳句の学習は楽しかった」「学び合いの学習は楽しかった」と変容している。振り返り
カードの自由記述を読むと、第２時に有名な俳句（柿くえば鐘が鳴るなり法隆寺）の情景
を読み取り、友達と意見交流をして深める活動がきっかけとなって俳句に対して前向きに
なったことが分かる。第３時には、言葉集めの交流を行ってから試しの俳句を創ることが
できて自信が付いてきたことが読み取れる。第 4 時には、友達と交流しながら自分の俳句
を完成させたことで、俳句の学習が楽しいものであったという思いを強くしていることが
分かる。ちなみに、Ａ児の仕上げの俳句は「空見ると 雲がいっぱい やな予感」である。

Ｂ児は、授業中の発言は控えめではあるが、どの教科でもきちんと内容を理解している。
事前アンケートには「国語の学習は好き」「俳句にあまり興味がない」「5 年生の詩の授業
は楽しかった」と答え、自由記述欄に「国語の教科書で少し見ただけ」と答えている。学
習に対するレディネスは十分であるが、俳句に対しては前向きな感じを受けなかった。Ｂ
児は、第１時から意欲的な姿勢が見られグループの中心的な役割を果たしていた。導入で
使った仕かけ（俳句 6 句を五音・七音に切り分けた 18 枚のカードを並び替えて、正しい

図80 振り返りカード
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組合せをつくる）が、俳句のおもしろさを感じることにつながったことを記述している。
この姿勢は第 2 時、第 3 時と進むにつれてさらに高まっていったことが記述の内容から読
み取れる。Ｂ児の仕上げの一句は「雨上がり つばめが高く 飛び始め」であった。事後
アンケートの自由記述欄には前述のように記していて、学習を通して俳句が好きになった
ことがしっかりと伝わってきた。

振り返りカードや他のワークシートに記された内容を読むと、Ａ児とＢ児の到達度に違
いはあっても、語感や言葉の使い方について関心をもち意欲的に取り組んでいたことは明
らかである。また、俳句の創作にも意欲的に取り組んだこともよく分かり、二人が単元の
目標を十分に達成したといえる。

【自由記述蘭に記してあったＡ児とＢ児の言葉】
・最初は俳句なんか創りたくなかったけど、だんだん楽しくなってきました。だから、

修学旅行の俳句づくりが楽しみでたまらないぐらいです。一回はいい俳句が創れる
といいなあと思っています。また、校長先生の俳句を創ろうなどあったら、がんば
っていい俳句がつくれるといいです。（Ａ児）

・この学習を通して俳句が好きになりました。また、家でも少し俳句を創ることも増
えました。十七音で広い世界がつくれ人々に感動を与えるので好きです。違う視点
から見ることでまた違う俳句が創れました。友達と交流することで、より良いアイ
デアが生まれました。積極的に自分の俳句を読み友達とたくさん交流し、とても充
実した授業だと思います。（Ｂ児）

単元の目標を達成できたのはＡ児とＢ児だけではなく、他の児童の振り返りカードにも
Ａ児やＢ児と同じように前向きな記述が多く見られ、事後アンケートの結果からも、６年
生児童のほとんどが単元目標を達成したと言え
る。これは、毎時間、友達と交流する時間を設け、
自分だけでは分からないことがあっても友達と交
流することで分かるようになるという安心感や、
友達からアドバイスをもらうことでより良いもの
にできるという成就感などを味わえたからではな
いかと考える(図81）。また、五音や七音の言葉
集めや俳句の添削を交流活動に取り入れたこと
で、一人一人感じ方が違うことを理解したり、友
達の良いところを取り入れたりしながら表現力を
伸ばしていったことも分かった。

おわりに

修学旅行は俳句を創る動機付けとしては絶好の機会であり、旅行前に授業を終えたいと
考え授業を 5 月から 6 月にかけて 1 学級 4 時間ずつ実施した。基本的に指導過程を昨年度
実施した詩の授業と同じ流れにし、１学級終わってから次の学級の指導に取り組むように
した。このことにより、児童の反応を見ながら授業改善を進めることができた。修学旅行
先では、行く先々で俳句を詠む児童の姿が見られ嬉しいかぎりであった。

授業は、俳句の創作を楽しむことに重点を置いたので、事後アンケートからほとんどの
児童が満足感をもって学習を終えることができたことが分かる。6 年生全員の作品を本年
度の犬山市民文芸祭に応募したところ、6 人が優秀賞として認められ 18 人が佳作に入る
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ことができ、賞をいただいた児童は二重に達成感を味わうことができた。賞をいただいた
作品を数点紹介する。

夕焼けが 鳳凰そめる 金閣寺 大仏や 見上げて祈る 梅雨の空
知恩院 坂はしりおり 夏の風 新緑と 池にうつるや 金閣寺
桜咲き 古い歴史の 金閣寺 五十塔 若葉が囲み そびえ建つ

【授業で使用したワークシート】

図82 俳句の情景を読み取る（俳句プリント１）
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平成２３年度 平成 23年 9月 1日
��
������ 犬山市授業研究会

犬山市小中学校長会

平成２３年度 第１回犬山市公開授業研究会

１ 開催日時 平成２３年７月２８日（木）１３時から１７時まで

２ 開催場所 犬山市福祉会館中ホール

３ 概 要
(1) ビデオ授業参観

ビデオ授業提供者
○ 小学校５年算数の授業

犬山市立城東小学校 溝口 修平 教諭
○ 中学校２年数学の授業

犬山市立犬山中学校 東猴 弘晃 教諭

(2) 研究協議Ⅰ及びⅡ
★ 研究協議の視点

・ 児童・生徒の学習意欲を高める仕掛けはどのようになされていたか。
・ 協同の場面はどのように設定されていたか。
・ 授業の中で教師はどのような役割を果たしていたか。
・ ビデオ授業から学んだことは何か。
・ 日頃の授業改善を交流するとともに悩みを共有しよう。
※ グループで共通理解した内容を確認し、それを各自が研究協議Ⅱで報告する。

(3) 本日の振り返り
※ アンケート 【提出数５０】

多くのこと ある程度 あまり学ぶことが 学ぶことが
を学んだ 学んだ できなかった できなかった

ビデオ授業参観から学ぶこ ３２ １７ １ ０
とできましたか
研究協議Ⅰの話し合いから ４０ ９ １ ０
学ぶことができましたか
研究協議Ⅱの話し合いから ４３ ６ １ ０
学ぶことができましたか
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公開授業研究会に寄せられた感想【一部紹介】

○ まだ、１年目ということで授業のポイントの読み取りなどができなかったり、疑問が
多く出たりしたが、周りの経験のある先生方の考え方を聞くことで多くのことを学びま
した。指導の仕方も多くあるが、一つ一つのメリット・デメリットを考えることができ
ました。自分が日頃もっていた疑問もいろいろな考え方でご指導していただいたので、
それを生かして今後の授業をつくっていきたいと思います。（中学校教員）

○ 二人とも今後の課題を提示するよい授業提案だったと思います。もう一度私たちのめ
ざす授業はどんな授業なのかを再考するよい機会がもらえたと思います。学校に帰って
話題にしたいと思います。小学校で鍛えてもらっているおかげで、中学校の授業が成り
立っていることを改めて感じました。小中の連続性をどこかで話し合える機会があると
いいなと思いました。小中合同の現職教育の必要性を感じました。（中学校教員）

○ やはり教師の仕掛け・協同の場面・学び合いとはということに話題が集中しました。
仕掛けに関しては、たくさん授業を見て、話を聞いて自分に合った授業に即したものを
実践していきたいと思います。「学び合い」とは何かという課題に対する答えに個人差が
あるように感じました。学校全体で、犬山市全体で共通理解を図り取り組む必要がある
と思います。今行われている小中の連携を確固たるものとし、共通の目標をつくってみ
んなで取り組んでいけるよう努力したいと思います。（中学校教員）

○ 若い二人の先生の意欲的な取組がビデオからよく伝わってきました。年齢的に学ぶこ
とは多くありませんが、若い先生方との交流はとても刺激になりました。目的は授業研
究であっても、多くの先生方と有意義な時間をもつこの会はとてもよいと思います。（中
学校教員）

○ 毎回のことではありますが率直に意見をぶつけ合い、校種を越えて語り合う先生方の
姿に刺激を受けました。授業のねらいと１年を通して身に付けさせたい学習態度の両方
を明確にもつことが大切だと改めて感じました。外部の人間を快く受け入れていただき
ありがとうございます。今日のビデオに出てきた子どもたちは、その時取り組んでいる
ことの意味をよく分かって学んでいたように思いました。子どもたちが主体となる学び
の姿について更に考えていきたいと思います。（大学教員）

○ 授業研究会で多くの先生方と研究してきたことが本日の算数の授業に生かされていた
ことをうれしく思いました。振り返りカードも他の学校のものを参考にしながら学校独
自のものを作りあげていることが伝わってきます。算数の少人数授業のあり方、中学校
のやり方について基本を考えてほしいと思います。（小学校教員）

○ 様々な授業・支援の方法を学ぶことができただけでなく「学び合い」という理念を共
有し話し合いができたことが有意義でした。人間関係・信頼関係の上にこそ学力は保証
されることを再確認しました。お互いが高まっていくことを願う学習集団という人間関
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係づくりを大切にしつつ、授業づくり・学級づくりをしていこうと思いました。とりわ
け、聞くことの大切さについて話題になり、お互いの手立てを紹介し合ったり課題を得
ることができたりしたので、今後に生かしていこうと思いました。また、日頃の教育活
動のなかでの悩みや課題について感じていることなどを話し、明日への活力になりまし
た。（小学校教員）

○ 今年から犬山市で働くことになり、初めて参加させていただきました。ビデオの授業
を協議するのは初めてでしたが、それぞれの場面で授業者が成果や課題を説明してくだ
さり理解を深めることができました。また、十分な協議の時間を確保し、グループを変
えて協議することができたので学ぶことが多くありました。（小学校教員）

○ 今回の算数・数学の授業は、子どもたちに「考えさせる」授業となっていました。考
えさせることで暗記するのではなく、なぜそうなるのかという意味を言葉にすることが
できていました。自分の考えを言葉に落として伝え合い考えを少しでも深めていく姿が
学び合いに必要なのだと改めて感じました。忙しいなかですが、このように直接考えを
出し合えるこの場は、気づいたりヒントになったりするなど本当に貴重なものと改めて
感じます。ありがとうございました。（小学校教員）

○ 小学校・中学校とお二人の授業を通して他学校・他教科の先生方と意見・話し合いの
交流ができとても貴重で有意義な時間をいただきました。特にグループで意見・考えを
まとめる‐まず、自分の考えをもち、個々で伝え合いながら互いの考えを比較すること
で更に自分の考えを深める‐活動の工夫に自身の授業でも取り入れることができるので
はないかと参考になりました。また、生徒それぞれのレベルの違いをいかにカバーしな
がら個々に合った到達度をもたせていくべきかについても、今回の話し合いで多くのア
ドバイスをいただきました。学ぶこと、また、共に学び合うことは楽しく充実している
と生徒たちが思える授業づくりをしていきたいと思います。（中学校教員）

○ まずは、ビデオ授業参観にとても驚きました。小学生があれだけ自主的に動いて考え
を伝え合い、さらに自分の力に変えている姿を見て大変驚くとともに学年スタッフの協
力・努力がすごく見えました。また、話し合いでも同じように多くのことを学ぶことが
できました。今日から夏休み後の授業・学級経営に向けてしっかりと準備していこうと
思います。本日はこのような会を開いていただきありがとうございました。（中学校教員）

○ 小学校５年生の授業実践のビデオを見て、学び合い→発表（交流）の形がしっかりと
できていて驚きました。私は中学校に勤めていますが、中学校でも実践してみたいと思
うことばかりでした。小学校でトレーニングされてきた学び合いを中学校で引き続き伸
ばしていかなければならないなと感じました。学び合いで人間形成、学力の定着どちら
も付けられるのだと思います。授業をコーディネートして定着させていきたいと思いま
す。（中学校教員）
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指導・助言（中京大学教授 杉江修治先生）【概略】

○ 公開授業研究会で若い先生が発表するのはとてもよい研修の機会であり、その発表を
ベテランの先生がしっかりと支えている仕組みが、犬山のどの学校にもあることがすば
らしいことだと思います。

○ 授業づくりの視点として協同の考え方を取り入れているが、一部にグループ学習と勘
違いしている向きもうかがえます。協同学習は本物の学力を付けるための重要な考え方
であり方法ではありません。子どもの思考過程をどのように組み立てるのか十分に研究
し授業をシステム化してほしいと思います。子どもの頭の中を推測し、どのような活動
が学習内容の定着につながるのかを議論してほしいと思います。

○ 夏休みに入りＮＨＫの朝のラジオで「科学の時間」という番組を聴く機会がよくあり
ますが、子どもの質問に科学者が答えています。その答は子どもに伝わっていないので
すが教える素人だから仕方がありません。しかし、回答者は最後に「分かりましたか」
と必ず聞きます。子どもは素直だから分かっていなくても「分かりました」と応えます。
実はこれが日本の学校文化なのかもしれません。いい先生とは、このように子どもを言
いくるめる先生になってはいないでしょうか。

○ 本日の溝口先生の授業は、昨年の夏休みに私も一緒に指導案づくりのお手伝いをさせ
てもらいました。単元見通し学習という取組で、ねらいは子どもの頭の中に単元全体の
大まかな見取り図をつくり、自分が何をやればよいのかはっきりさせることで主体的な
学びを引き出そうとする試みです。これから何を学習するのか、学習する値打ちは何か、
学習の手順はどうなっているのか等、事前にしっかりと子どもに示すことで子どもは動
けます。これをしなければ学力の高い子どもだけが自ら動き、学力の低い子どもは先生
の話を聞き流していくのが授業だという理解になってしまいます。学級の子ども全員が
何をやるのか分かっていないと学力の高い子どもと共に学ぶことはできません。毎時間
のゴールを明確にすることは、２００１年から言い続けていますが、これがあってこそ
子どもに学ぶ姿勢ができるのです。

○ 子どもが主体的に動けないのは仕掛けが不足しているからです。ビゴツキーという学
者が「発達の最近接領域」ということを唱えています。それは、自分の成長に一番近い
情報を与えるとそれを取り入れ伸びていくというものです。背伸びすることは発達につ
ながらないのです。そして、子どもにとって一番近い情報は友達が適切に与えてくれる
のです。仲間同士の深め合いが効果的でありまた効率的でもあるのです。単元見通し学
習は集団の原理である「みんなで伸びる」ことに加え認知心理学の考えも取り入れた最
先端の授業の考え方といえると思います。

○ 溝口先生の授業は、導入で単元全体の見通しを丁寧に説明しています。毎時間、本時
の活動内容をしっかりと伝えています。そして、子どもが動きやすい工夫が随所にみら
れます。なぜ個人で考えるのか何のためにグループで話し合うのかも明確に示していま
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す。ですから、ペア交流でも熱心に話し合い子どもはネタを仕込んでいます。友達の説
明も分かるから熱心に聞きます。個人思考による仕込みがしてあるからおもしろいと感
じられるのです。これは先ほどの最近接領域の話に通じます。また、第１時にそれぞれ
の子どもが「がんばり宣言」をしました。これも自分の態度を固定させるためのよい手
法だったと思います。

○ 東猴先生の授業は「つるかめ算」の問題を解く学習で、連立方程式の学習にからめ教
材に即した授業を組み立てているところがよいと思います。授業をデザインする時は、
自分で判断し工夫する構えが最も大切です。振り返りカードで学習の見通しをもたせて
います。付箋を使って生徒一人一人が参加する仕掛けもありました。

○ 先生が少人数指導を徹底するために、こまめに回りステップごとに丸付けをしていま
したが、これをやると生徒は受け身になってしまいます。丸付けをして回っていると先
生に認められたい生徒を育てることになります。徹底した生徒同士の学びを追究し主体
的に学習に取り組む子どもを育てることが大切であり、先生も本を読んで勉強すること
が必要です。どの学校にも置いてあると思いますが、２００３年に出版した「犬山の教
育」の中に少人数授業のことが書いてあるのでぜひ読み直してほしいと思います。

○ 子どもが共に育つための課題を明確に示してほしいと思います。教師がまとめること
を重視する傾向がありますが、それをすると授業が教師のセレモニーで終わってしまい
ます。どの学校で取り組んでも子どもにとって成果が期待できる犬山ならではの授業づ
くりを今後も追究してほしい願っています。

平成２３年度 平成 24 年 1 月 12 日
��
������ 犬山市授業研究会

犬山市小中学校長会

平成２３年度 第２回
公 開 授 業 研 究 会
‐教師もともに高め合う‐

12 月 26 日（月）に犬山市福祉会館で本年度第２回
公開授業研究会を開催しました。年末の慌ただしい時
期でしたが、全部で 83 名の先生方に参加いただきま
した（小学校教員 45 名、中学校教員 22 名、大学生 4

名、大学教員 3 名、その他 9 名）。今回特筆できることは、高知県教育ｾﾝﾀｰから 3 名の指導
主事の参加があったことです。
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本日は左記のような日程で行いまし
１ 開 会 た。この公開授業研究会も、今回で通

○ あいさつ 算 9 回目になります。これまでにビデ オ
中京大学教授 杉江 修治 先生 公開授業として、小学校の部で「国 語」

２ ビデオ授業参観 「道徳」「体育」「外国語活動」「算数」、
○ 小学校 5 年国語の授業 中学校の部で「理科」「英語」「社会」「数

犬山市立楽田小学校教諭 学」「音楽」「国語」の優れた 実践を紹介
新井 孝昇 教諭 してきました。

○ 中学校 1 年国語の授業 ﾋﾞﾃﾞｵ授業公開もさることながら、毎
犬山市立南部中学校教諭 回、参加者から好評をいただくのが研 究

野田 亜希 教諭 協議です。今回はその研究協議のや り方
３ 研究協議 を変えてみました。これまでは、研究協
(1) 授業を見て感じた《自分の授業に取り 議ⅠとⅡで協議するﾒﾝﾊﾞｰを入れ替えて違

入れたいこと》と《他に工夫できる点》 う先生方と交流するという手法をとって
を付箋紙に書いて模造紙に貼る。 いましたが、時間的制約を受け深まりに

(2) 他のｸﾞﾙｰﾌﾟが書いた内容を見て回る。 欠けるきらいがありました。そこで今回
(3) 授業を観る観点にしたがい研究協議。ｸﾞ は、同じﾒﾝﾊﾞｰとじっくり時間をかけ話し

ﾙｰﾌﾟで共通理解されたことを画用紙に見や 合う形にしました。ただし、より多くの
すく記述する。 先生方の意見を聞くことも大切なﾎﾟｲﾝﾄに

(4) 他のｸﾞﾙｰﾌﾟが記述した内容を見て回る。 なるので、左記にあるように、研究協議
４ 本日の振り返りをする。 の前と後で、他のｸﾞﾙｰﾌﾟの意見を見て回
５ 指導・助言 ることができる時間を設定し交流できる

中京大学教授 杉江 修治 先生 ようにしました。

【開 会】
開会のあいさつで杉江先生は次のように述べられました。

○ 毎回授業を観る視点が示されている。ｾﾚﾓﾆｰの視点ではなく、授業改善に生きる視点を
設定することが大切です。子どもは常に成長しているのであり、教師は子どもを伸ばすﾓ
ﾁﾍﾞｰｼｮﾝを高めることに意を用いなければならないのです。子どもによって教師は育てら
れるといえます。

○ 授業改善の視点の中に、教科の力を伸ばす視点を忘れてはいけない。また、教師の立
場として忘れてはならないことは、指導者ということであり友達先生ではいけないとい
うことです。

○ 良い授業の中にこそ子どもの本質が見えます。子どもはいつでも学びたいと思ってい
るのです。今日は、そのあたりのところを観て学ぶ機会になるのではないかと期待して
います。

【ビデオ授業参観】
ﾋﾞﾃﾞｵを観る視点を次のように設定し、あらかじめ参加者に提示しました。

①児童・生徒の学習意欲を高める仕かけは、どのようになされていたか。自分なら、この
授業でどのように仕かけていくか。
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②教科の力を高める仕かけはどのようになされて
いたいか。さらに、教科の力を高めるためのｱﾄﾞ
ﾊﾞｲｽはないか。

③授業の中で教師は、どのような役割を果たして
いたか。あなたは、日頃、どのような指導・支
援に心がけているか。

④学び合い、高め合う授業とは、児童生徒にどの
ような姿がみられる授業か。また、どのような
学習活動に入れると有効か。

小学校５年 国語の授業 犬山市立楽田小学校教諭 新井 孝昇 教諭

新井先生が12月に行った授業のﾋﾞﾃﾞｵ公開でした。

「学び合いの授業が話し合いの授業に止まっているのではないか、子どもが学びたい、
学んで良かったと感じられるような授業ができないかと考えています。他教科・領域あ
るいは実生活で生きる力を養うことを目指しています。授業の中で子どものつぶやきを
拾うことを大切にしています。

手だてとして、単元の学習成果を次の単元の導入に用いること、思考を深めるﾃｷｽﾄを
使用すること、ｸﾞﾙｰﾌﾟで意見交流することを通して、ﾃｷｽﾄを多角的に読めるようになる
ことを目指しました。」

１ 単元名 説得力のある意見文を書こう ‐考えの裏付けとなる資料を引用して‐
自分の考えを裏付ける資料を引用しながら説得力のある文章を書くことが本単元のね

らいです。資料から情報を読み取り自分の考えを論理的に構成していくことは、他教科
での学習でも必要な力です。また、相手に分かりやすく自分の意見を伝える表現力にも
つながってきます。本単元で学習したことを活かして、社会科の学習「自動車をつくる
工業」のまとめで“これからの自動車づくりに求められることは何か”を資料を効果的
に使って意見文に表すことを考えています。

２ 本時の目標
・説得力のある意見文を書く工夫について考え、引用について理解する。
・例文を交流の中で多角的に読み、意見文の書き方について考える。

３ 本時の流れ
・前時の学習を振り返る。説明の仕方の工夫について分かったことを確認する。振り返
りの交流で参加度を上げる。【ﾍﾟｱ→全体】

・本時のめあてを確認する。→［説得力のある意見文の書き方について考えよう］
・意見を裏付ける資料がない意見文を読み、ｸﾞﾙｰﾌﾟで考えを交流する。【個→ｸﾞﾙｰﾌﾟ】
・同じことを述べているが、裏付けとなる資料を引用して書かれた意見文とそうでない
意見文とを比較しながら読み、ｸﾞﾙｰﾌﾟで考えを交流する。【個→ｸﾞﾙｰﾌﾟ】

・資料を引用して意見文を書くことのよさについて考え、意見の交流をする。
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【個→ｸﾞﾙｰﾌﾟ→全体】
・学習の振り返りをする。【個】

中学校１年 国語の授業 犬山市立南部中学校教諭 野田 亜希 教諭

野田先生が12月に行った授業のﾋﾞﾃﾞｵ公開でした。

１ 生徒の意欲を高める仕かけ
・教科委員が学習活動の司会進行を務めることで仲間と共に学ぶ意欲をもたせる。
・毎時の課題を教師が決める「学習課題」と、生徒が輪番制で考える「取組課題」の２
本立てにし、課題解決の意欲を高める。

・指名を挙手だけに限定しないで、相互指名や時にはｹﾞｰﾑ感覚を取り入れ、誰もが発表
しやすい雰囲気をつくる。

２ 協同の場面における仕かけ
・詩歌や古典学習では、教科委員主導で繰り返し音読活動を行う。
・協同学習を行う前には、必ず個人でじっくり考える場面を設け「学び合い」が「教え
合い」にならないようにする。

・いつも同じﾒﾝﾊﾞｰによる活動ではなく、時には「意見を聞いてみたい人」と話し合う場
面も設ける。

３ 教師の役割
・特に言語事項に関する学習においては、宿題の答え合わせなどは実際に黒板に文字を
書かせ、間違っていたら訂正し合い視覚で学べるようにする。

・ｸﾞﾙｰﾌﾟ・全体交流など話し合い活動を行った際には、必ず、最後に個に戻し、自分の
取組を振り返るようにする。

・教師は授業のｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰであることを生徒と共通理解する。教師は、教科委員主導によ
る活動を補助したり助言したりする。授業の時間配分は教師が行う。

・新しい単元に入る時は、学習の流れのガイダンスを行い、生徒がこれから学習する内
容のイメージをもてるようにする。

４ 題材 故事成語「矛盾」

５ 本時の目標
・教科委員の司会進行に全員が協力して、学習することができる。
・それぞれの意見をｸﾞﾙｰﾌﾟ内や全体で交流することができる。
・「矛盾」の意味を相手に分かりやすく説明することができる。

６ 本時の流れ
・ﾜｰｸｼｰﾄの答え合わせをする。【全体】
・本文を音読する。【一斉】
・本時の課題をつかむ。→［「矛盾」の意味を理解し、説明できるようになろう。］
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・前時の答え合わせをし、本時の課題に迫るための予備問題に取り組む。【全体】
・意見交流をしてｸﾞﾙｰﾌﾟとしての考えをまとめる。【全体】
・ｸﾞﾙｰﾌﾟの意見を発表し合う。【全体】
・本時の振り返りをする。【個】

【研究協議】

(1) ﾋﾞﾃﾞｵ授業を参観して感じた《自分の授業に取り入れたいこと》（赤い付箋紙）と《他に工夫で
きる点》（黄色の付箋紙）を書いて小中別の模造紙に指導過程に沿って貼りました。

【例：Ｊｸﾞﾙｰﾌﾟが模造紙に貼り付けた付箋紙の内容】
（小学校）
〔赤い付箋紙〕
・児童の学びに対する意欲付けが上手い。
・つぶやきの場の設定や雰囲気作り、学級づくりが上
手い。

・発問や投げかけ・問いかけが精選されているので、
児童は何を考えればよいのか、とても分かりやすい。

・発表の場面で、前回の学習がもとになり意見が出て
いる。

・前時の振り返りをする段階からﾍﾟｱや全体交流を行い、学び合いを行っているのがよく
分かる。

・導入に前単元を用いることで既習事項を確認することができた。
・児童自身が改善点を見つけ引用のよさを感じている。
・例文を比較することで、よさが分かりやすくなった。
・〈例 3〉の足りないところを考えさせた場面で、時間を十分にとったことで意欲を保つ

ことができた。
・資料提示が大変上手い。
・文章の比較読みがしっかりとできる。
・教科書の活用の仕方が上手い。
・「納得できたか」という問いかけはｼﾝﾌﾟﾙでありつつ、児童に資料についてもう一度考
えようという気にさせる。

・つぶやきを拾って、そのことを全体に拡げて話すことで、学級全体で授業に取り組んで
いた。

・本時のめあてに立ち返って引用について考えていた。
・社会科との関連性をもたせてつながる学習を行っている。
・他教科の学習とうまく連動されている。
・学習する意味を児童が感じられる。
・児童の学びの変化が分かりやすい。
〔黄色の付箋紙〕
・発表者に偏りが出ている。
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・〈例 3〉の足りない点を問う時に、「長い」など
目的からそれた意見が児童から出てしまった。

・「読んで思ったことは何か」について感想を述
べている児童がいた。既習内容とからめて「分
かりやすいかどうか」を最初から投げかけて
もよいかもしれない。

・ｸﾞﾙｰﾌﾟ内の話し合いが少ないため、限定され
たﾒﾝﾊﾞｰとの交流となっている。

（中学校）
〔赤い付箋紙〕
・黒板の左に本時の流れが示されている。
・答え合わせというやりやすい方法で、教科委員の司会の緊張をほぐして移れるようにし
ている。

・自分たちで考えた課題なら与えられた課題でなく、より自分たちで解決しようという気
持ちが生まれたのではないか。

・課題を 2 本立てにすることにより、教師と生徒の思いを大切にできる。
・相互指名でいろいろな人の意見を聞くことができる。
〔黄色の付箋紙〕
・教科委員が主導であるため効率が下がる。
・生徒全員が学べたか判断が難しい。

(2) 他のｸﾞﾙｰﾌﾟが付箋紙にどのような意見を書いているかを自由に見て回る時間を10分取りま
した。

(3) 授業を観る視点にしたがい研究協議を70分間お
こないました。模造紙に貼られた付箋紙の内容や、
見て回った他ｸﾞﾙｰﾌﾟの意見も参考にしながら活発
に話し合いました。ｸﾞﾙｰﾌﾟで共通理解した内容は、
記録係が画用紙にまとめました。司会と記録は犬
山市授業研究会のﾒﾝﾊﾞｰが担当しました。

(4) 各ｸﾞﾙｰﾌﾟがまとめた内容を自由に見て回る時間
を20分とりました。
【例：Ｊｸﾞﾙｰﾌﾟが書いた内容】
（小学校）
①児童の学習意欲を高める仕かけ
・資料の提示の仕方
・教師側が説得力のある文の書き方のﾎﾟｲﾝﾄを押さえていた。
②教科の力を高める仕かけ
・児童が気付くまで、何度も繰り返し発問をすることで、児童から意見を出させようとし
ていた。
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③教師の役割
・つぶやきなどを拾って全体交流へつなげるｺｰﾃﾞ
ｨﾈｰﾀｰ的な役割。
・教材研究
・児童の意見を予想する。
・小さな声で授業することを心がけている。
④学び合い高めあう授業では、児童生徒にどのよ
うな姿がみられるか。
・児童が聞き手として育っている。
・認め合える雰囲気づくりができている。
・児童だけではなく教師の関わり方も大切。
・児童自身が変容に気付けるような成果があるとよい。
・横断的な学習ができている。
（中学校）
①生徒の学習意欲を高める仕かけ
・教師が考える「学習課題」と生徒が輪番で考える「取組課題」をつくることで学習意欲

を高める。
・教科委員の活用を内容によって変えている。

②教科の力を高める仕かけ
・語彙力を増やすために、導入にあえて時間を

とっている。
・基礎基本の定着
③教師の役割
・ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ的役割
・良いところをほめて認めていた。
・的確な助言をすることで、生徒の意見を軌道
修正する。

・生徒の役割を分担する。
④学び合い高めあう授業では、児童生徒にどの

ような姿がみられるか。
・学びに参加できない生徒へのﾌｫﾛｰが生徒同士でできている。
・意見交流した際に「分かった」という気付きやつぶやきを大切にしている。

【 振 り 返 り 】

下記の項目で本日の振り返りをするとともに、自由記述で感想を書きました。

１ ﾋﾞﾃﾞｵ授業参観から学ぶことができましたか。
①（ ）多くのことを学べた
②（ ）ある程度学べた
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③（ ）あまり学ぶことはなかった
④（ ）全く学ぶことはなかった

２ 授業を観る視点は適切でしたか
①（ ）適切である ②（ ）まあまあ適切である
③（ ）あまり適切ではない ④（ ）全く適切ではない

※加えると良い視点があれば記してください。

３ 研究協議から学ぶことができましたか。
①（ ）多くのことを学べた ②（ ）ある程度学べた
③（ ）あまり学ぶことはなかった ④（ ）全く学ぶことはなかった

４ 研究協議の方法について答えてください。
①（ ）授業を観るヒントをたくさん得ることができた。
②（ ）付箋紙を使うので論点が分かりやすい。記録も残り考えを整理しやすい。
③（ ）前回までのように２回研究協議を行い、より多くの人と交流して多くの意見

を聞きたい
④（ ）その他（具体的に： ）

※ ４の④その他には、次のような意見が寄せられま
した。

・授業者に対する質問の時間があればよいと思う
どのような意図で取り組んでいるのか、授業者
の思いを質疑応答を通して聞くことも大切では
ないかと思う。

・付箋紙による進め方が分かりにくかった。
・小学校のﾋﾞﾃﾞｵ授業を観たら協議（前半）、中学
校のそれを観たら協議（後半）。

・他のｸﾞﾙｰﾌﾟの意見を読むことで、参加された先生方の意見を知ることができたのは良か
った。

・４の②と③を上手くまぜられないか。
・参加目的にあった内容でした。（高知県教育ｾﾝﾀｰ指導主事）
・授業者が意見を言われっぱなしで、その意図を後から話せる時間があると良い。
・授業者に質問したいこともあったのではないでしょうか。

○ 振り返りを集約した結果、次のようになりました。（回答数７２）
項 目 ① ② ③ ④ 計

１ ３６ ３２ ４ ０ ７２
２ ３９ ３２ １ ０ ７２
３ ４８ ２２ ２ ０ ７２
４ ３０ ３６ ９ ８ ７３

※ ４については複数回答がありました。
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【杉江先生の指導・助言】

○ 文化を、大きく集団主義と個人主義とに分
けて考えることがあります。集団主義では協
調性が尊重されてはいますが、一方で創造性、
独自性は封じこまれてしまいます。それに対
して、個人主義は、個の自立が尊重され、創
造的であることが評価されますが、閉鎖的で
独りよがりな行動をも促します。この頃、日
本では、個人主義的な文化が強くなっている
と感じています。日本の社会がますます格差
が拡大する中で成果主義、競争こそすべてと平然と言うような空気が広がってきている。
人間にはみなﾌﾟﾗｲﾄﾞがあり、それが保証されない社会は不安を引き起こします。個人主
義の悪い側面が目立ちます。こういった風潮の中で、教育はより良い文化づくりを目指
さなくてはなりません。協同学習は、共に育つという集団主義的視点を基礎に置きなが
ら、ひとりひとりの個の伸びを認め合い尊重する教育をめざしています。集団主義をベ
ースに置きながら、個人主義の望ましい側面をそこに統合することが不可能ではないこ
とを理論化したものだと言えるでしょう。協同は、個を大事にしながら他との認め合い、
しかも学力を伸ばしています。今日も楽田小学校と南部中学校のﾋﾞﾃﾞｵ授業の中で、子ど
もが伸び伸びと学ぶ姿を観ることができました。

○ 楽田小学校の実践では、主体的な経験そのものが子どもに自信を付けることが分かり
ます。全員参加で認め合う姿はとても有意義であり、子どもが一生懸命参加して考える
ことが自信になります。

学習を単元としてのまとまりで把握していることが大切であり、しかも教師だけでな
く子どもも共有することで、子どもが自ら動くことにつながるといえます。ｸﾞﾙｰﾌﾟでの
話し合いは並列的に知識を出し合うだけでは高まりません。子どもが理解できる情報が
目の前にあり、ｸﾞﾙｰﾌﾟの話し合い中で練り上げられていくことを目指すことが大切であ
り、たくさん意見が出ればよいということではありません。

今日の授業で資料の出典について子どもに考えさせる場面がありました。実は大学生
でもこれが書けません。出典を明示することは、科学的な思考を育てることでもありま
す。今日の子どもたちは、仲間の話をよく聞いていたと思いますが、聞く側の課題は何
だったのでしょうか。話す側の課題を問題にしますが、相対的に聞く側の課題が手薄に
なっている実践をよく見ます。ここに配慮をしてほしいと思います。課題を明らかにす
ると子どもが動きやすく学習意欲も明らかに高まります。

授業の流れとして、刻みの大きい授業設計がよいと思います。これが細かくなりすぎ
ると教師主導になりやすい傾向にあります。導入のところで子どもに学習の流れをしっ
かりと明示することで、子どもは学習に見通しがもて、主体的に活動できるのです。

子どものつぶやきをどのように扱うかについてですが、ｸﾞﾙｰﾌﾟの中で解決できるつぶ
やきもあり、つぶやきを全体に広げるのかｸﾞﾙｰﾌﾟに止めておくのか、どちらが効果的な
のかはこれからの課題になると思います。

杉江修治先生による指導・助言
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学習の振り返りも大切にしたいと思います。今日の授業でも子どもが資料を活用する
ことで、自分がたくさんの意見文を書けたことを実感できる振り返りでした。授業の終
わり方のｲﾒｰｼﾞは大切であり学習した値打ちがあることを伝えたいと思います。

○ 南部中学校の実践は教科委員が中心となって授業を進める手法で、ｾﾚﾓﾆｰのような生徒
主導の授業をよく見かけるので大変挑戦的な提案でした。このような取組では、単元の
導入は教師主導でもよいのではないでしょうか。単元のはじめにきちんと教師が単元全
体の流れやねらいを押さえておいてから、教科委員を使うのは興味深い挑戦だと思いま
す。教科委員が「ｸﾞﾙｰﾌﾟで考えてください」と投げかけ最初は広げます。そして、ｸﾞﾙｰﾌﾟ
から発表されたことをまとめて次の話し合う事柄を絞り込むといたように、教科委員がｺ
ｰﾃﾞｨﾈｰﾄできるとよいと思います。また、教科委員をうまく使うことにより予習につなげ
られることができると思います。「ここまでやってくる。」というように全員の気持ちを
高めることも可能でしょう。そのためには課題をもっと明確に伝える必要があると思い
ます。この授業では、生徒は教師ではなく仲間に伝えようとしていることがよく分かり
ました。それは、発表者がきちんと生徒の方を見て発表していることで分かりました。
ただし、小学校の実践と同様、聞く側の課題は何であったか明確に示されていたでしょ
うか。

○ 二つの実践は、学習参加度の高い授業だったと思います。授業では、１時間の密度が
濃さが大切です。学び合いの授業は密度が濃い授業です。ｾﾚﾓﾆｰではなく、本当の学び合
いがある授業とはどのような授業なのか、これからも犬山から発信されることを期待し
ています。

【 参加者の感想（一部紹介） 】

《小学校教員》

○ 発表の機会をいただきありがとうございました。ｸﾞﾙｰﾌﾟの先生方にｱﾄﾞﾊﾞｲｽをいただき
有意義でした。本学級の児童は、ｸﾞﾙｰﾌﾟ内での交流により効果的な学習できていると感
じていましたが、全体への交流に広がるようにするという課題もいただきました。聞く
という行為の主体性について、今後考えていきたいと思いました。

○ 小・中両方の授業を観ることで、小から中へ成長する段階を考え授業を観ることがで
きました。子どもたちが学び合い高め合う授業についてｸﾞﾙｰﾌﾟで協議し、まず学習で身
に付けさせたい力を明確にし、そのためにどう子どもから意見を引き出し深めるかを教
師が支援していくことの大切さを改めて感じました。ｸﾞﾙｰﾌﾟ活動（話し合い）が学び合
いになるのではなく、学び合うためにどんな手立てをとるかの一つとして考え、目的を
明確に様々な活動を授業に取り入れたいと思います。

○ 授業を観る視点に基づく話し合いでは、学び合いの形態や学び合いの意義について（相
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手を信じて言える、お互いにほめる）話が出て、改めて学び合いの大切さを実感しまし
た。小学校では資料を取り入れた文章表現、中学校では教科委員主導による学び合いの
授業ﾋﾞﾃﾞｵを見せていただきました。授業内容はもちろんですが、授業のﾙｰﾙなども同時
に学ばせていただきました。毎回思うのですが、話し合いによって別の視点が見えたり、
自分の考えに偏りがあるのだということに気付いたりします。今後もより良い授業をｺｰﾃﾞ
ｨﾈｰﾄできるように努力していきたいと感じました。

○ 参加者が同じ授業ﾋﾞﾃﾞｵを参観して、良かった点や工夫したい点について整理してまと
めていくので、授業を観る視点がとても明確だったと感じました。授業を観る視点につ
いても、何を意識して観ればよいのかが具体的に示されているので良いと思いました。
自分で考えていてもうまく表現できないことが、他のｸﾞﾙｰﾌﾟで話し合いのﾃｰﾏになってい
たりしたので、他のｸﾞﾙｰﾌﾟの様子を見て回る時間はとても有効でした。授業者への質問
の時間が少しだけでもあるといいのではないかと思いました。今日は学ぶことが多いよ
い機会となりました。

○ 今までと違った方法だったので、目新しくて良かったと思います。付箋を使う方法だ
と自分の考えを出しやすく、また全てのｸﾞﾙｰﾌﾟの内容を見にいけたのも良かったと思い
ます。授業ﾋﾞﾃﾞｵでは、国語では○○先生、数学では○○先生といった定評のある方（ﾍﾞ
ﾃﾗﾝの先生？）の授業を観て「教科の力がどう高まっているのか」を観たいと思います。
今回の中学校の実践なら３年生のものも録画して比べてみたいと思いました。。

○ 他の学校の先生の授業を見せていただき、その取組を知ることができ参考になりまし
た。今日の二つの授業が今の犬山が目指すｺﾞｰﾙではないことは承知していますが、“子ど
も主体”ということにとらわれすぎているように感じました。教師が教えるべきところ
をしっかりと教え、確かな知識として定着させることも大切なことだと思います。「学び
合い」とは何かを今後も深く検討していきたいと思います。

○ １月から授業で使わせていただきたいと思うことばかりで大変勉強になりました。今
回、改めて思ったことは「やはり教師は授業ができてなんぼ」ということです。私も授
業研究に励みたいと思いました。そして、子どもに還元していきたいです。

○ 研究協議の形が一新されました。見て回るのも一つの「学び合い」で良いと思いまし
た。ただ、ｸﾞﾙｰﾌﾟが 14 もあると、短い時間の中でじっくりと見ることができませんでし
た（特に前半の付箋）。そこで、見るｸﾞﾙｰﾌﾟを役割分担して、責任もって見てきて報告す
るという形もよいかと思います。

《中学校教員》

○ 授業を発表する立場になり、改めて自分の授業を見つめ直す大変良い機会となりまし
た。多くの方に時間を割いていただきご意見をいただけたことを、今後の教育活動に生
かしたていきたいと思います。自分の授業を見直してみて、生徒が生き生きと活動して
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いる場面が少ないように感じました。改めて「主体性」とは何かということを考えさせ
られました。一点、授業者へ質問する場面が少しあると良いと思いました。

○ 今回、授業のﾋﾞﾃﾞｵを観ることで、小学生が発表者の意見をしっかりと聞けていること
に驚きました。中学生で乱れてしまっているのでﾋﾞｼｯとやっていかなければならないと
いう刺激になりました。普段、中学生の授業しか見ることができないため、小学生の授
業を見ることは、とても新鮮で良かったです。研究協議では話し合う視点が多く、時間
も短いため深まらなかったので、次回は１ｸﾞﾙｰﾌﾟ１ﾃｰﾏにして絞り込んだ協議を行えばよ
いと思いました。他のｸﾞﾙｰﾌﾟの意見を見ることができる時間は、多くのことを知ること
ができて勉強になりました。

○ 小学校のﾋﾞﾃﾞｵ授業で、この先、中学校に上がる児童が、どんな様子で授業を受けてい
るかを一部見ることができ参考になりました。教科委員が授業をつくりあげていく点に
ついて、初めは、生徒の主体性が高まり易いのではないかと、とても関心がありました
が、その後の研究協議で、いくつかの課題点を伺い教科委員だけでは難しいところも多
くあることに気付きました。しかし、生徒がしっかりと活躍し、他の生徒も学び合いや
より強い主体性をもたせられる場面で活用していけたらと思います。

○ 小学校の先生方から小学校段階での学習の取組方法と、心配していることも含めて中
学校に期待していることなど様々な話が聞くことができました。小中両方のﾋﾞﾃﾞｵ授業を
観ることは、それぞれの立場から話し合いができて良い方法だと思いました。また、付
箋を使うことで自分の考えを書くのが容易になり、周りの意見もすぐに見ることができ
るので良い方法だと思いました。各自が付箋やまとめられた内容を見て回る方が、各ｸﾞﾙ
ｰﾌﾟの意見を聞くよりも効率的で良いと思うので、今後もそうしていただけると良いと思
います。

○ 前回に比べて発言の内容が広がりました。自分はこう思う、私はこう思うという話にﾌﾟ
ﾗｽして「じゃあ、こうやればいいよね。」ということができました。教師のこのやりとり
を生徒にしてもらえば、自然と形になっていくのではないでしょうか。教師がこういう
学び合いだといえるものがなければ、生徒にできるわけがないと改めて感じました。

○ 新しいことに、自分の思いをもって取り組んでいる先生方の授業を参観することがで
きて、授業の技法だけでなく心の面でも力をもらった気がします。教師が『こうしたい』
『ああしたい』という思いをもって取り組むことが大切であると思いました。

○ 前回のようにお出かけﾊﾞｽﾞ形式の方が良いと思いました。書かれたものを読む時間は、
あまり頭が働いていませんでした。読んでもあまり心に引っかかるところがなく、この
時間に、もっと多くの先生と話をした方が有意義だと感じました。ただ、付箋に書くの
は記録に残り、授業提案者にお土産ができて良いと思います。研究協議をまとめ画用紙
に記述された内容は、話し合いの内容が的確にまとめられているとはいえず、中途半端
であまり意味がよく分からないものが多かったように思いました。

年に 2 回、こうして学び合う機会があるということは、とてもすばらしいことだと思
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います。取り回しされる先生方は大変かと思いますが、ぜひ、続けてほしいと思います。

○ 自分自身、教科委員方式の授業に悩んでいましたが、今回、様々な分野の方々からた
くさんの意見を聞くことができとても参考になりました。賛否両論でしたが、効果的な
場面で、これからも工夫していきたいと思いました。また、犬山市内の教員に限らず、
学生、県外職員など外部の意見を聞くことにより、犬山の教育の方向性を再認識できる
場にもなりました。

最後に杉江先生による指導・助言では、協同学習が社会にもたらす役割について触れ
られ、これからもそれを理解しつつ実践していきたいと思いました。

《その他》

○ 教職を目指す身として、とても参考になるﾋﾞﾃﾞｵ授業や意見ばかりでした。一人の先生
と会うだけでも大変ですが、今回のように、たくさんの先生方にお会いすることができ
たことはとても貴重で、様々な校種、教科の先生方ともお話ができる機会はすごく有意
義であると思います。小学校、中学校という段階を考えて話すことは、経験の少ない私
には難しかったですが、中学校の生徒主体の授業の成果が出ることを期待しています。
周りの先生方が学生を温かく受け入れていただけました。ありがとうございました。
（学生）

○ 初めて参加させていただきました。ﾋﾞﾃﾞｵ授業参観では、ｸﾞﾙｰﾌﾟ学習など多くの工夫や、
授業の進め方で意図していることなどを聞くことができとても参考になりました。学び
合いが教え合いにならないようにすること、生徒の学習のﾓﾁﾍﾞｰｼｮﾝをあげることのでき
る授業の進め方は、とても大切で難しいと思いました。生徒の自由な意見を本題に上手
く導くためにも、日頃の教材研究がとても大切だと思いました。多くの試行錯誤をされ
ている先生方の話をたくさん聞くことができ、とても参考になりました。（学生）

○ 本日は、貴重な体験となり誠にありがとうございました。本ｾﾝﾀｰでは、年次研修受講
者増にともない、様々な研修方法を模索しております。本日のﾋﾞﾃﾞｵ授業参観より多くの
学びを得ました。また、若い先生方が熱心に参加しており、すばらしいな、さすが犬山
市だと感動しています。本当によい刺激をいただきありがとうございました。（高知県教
育ｾﾝﾀｰ指導主事）

○ 第 1回も参加させていただきましたが、小中の学び合いの実践は大変参考になります。
小中の先生方が、本当によく自らの授業を研究し実践されていることは、是非見習わな
くてはならないと感じました。今回の実践でも、楽田小の新井先生の取組の中で、資料
配付の時間を変えることにより、少しずつ気付きが出てくるﾌﾟﾛｾｽであったり、子どもの
つぶやきを取り上げ全体に戻すという方法も大変参考になりました。また、南部中の野
田先生の実践からは、教科委員を使った主体的な学びは大変考えさせられました。あり
がとうございました。（専門学校教員）

○ 授業改善に向けて現場の先生方が日々前向きに取り組んでおられることが、非常によ
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く分かる研究会だと思います。ﾋﾞﾃﾞｵを拝見して思ったことですが、学びを深める仕かけ
の重要性は確かに大切であるものの、それにつなげていくことを考えるうえで、子ども
が何気なく発言したことがらを、いかに拾っていけるかという点も大切かと思いました。
（大学教員）

○ 学習集団と教師の関係（かかわり方）について考えさせられました。学習集団の中に
教師が入るのか外にいるのかです（その中間もあるかもしれません）。また、両ﾊﾟﾀｰﾝに
おいても距離感が違うと思います。今後のﾃｰﾏとして考えていきます。私自身は学生たち
と学び合っていきたいと思っています。また、現場の先生方のお考えをうかがえたこと
も、とても貴重な勉強になりました。このことを今後の教員養成教育に活かしていきた
いと思います。（大学教員）

平成２３年度 平成 24年 3月 2日
��
������ 犬山市授業研究会

犬山市小中学校長会

平成２３年度
授 業 研 究 会 成 果 発 表 会 成果発表会プログラム

‐今年の成果を共有し合う‐
１ 開 会

3 月 2 日（金）に犬山市福祉会館で 23 ○ あいさつ
年度の授業研究会成果発表会を開催しまし 中京大学教授 杉江 修治 先生
た。年度末の慌ただしい時期と重なりま 犬山市教育委員会教育監
したが、41名の会員がこれまで研究的実践 間宮 明彦 先生
で積み上げてきた内容をまとめ発表しまし ２ グループごとの発表
た。発表会には、会員の他に市教委から教 ・国語２部会
育監の間宮先生、学校からは池野小校長冨 ・学び合い１部会
士道先生、東小校長澤木先生、楽田小校長 ・学び合い２部会
河村先生、栗栖小教務主任中野先生、今井 ・道徳部会
小教務主任伊藤先生、至学館大学丸山先生 ・理科部会
の７名の先生方にも参加いただきました。 ・国語１部会

本日は右記のような日程で行いました。 ３ 指導助言
昨年までは、グループ交流の形式で成果発 中京大学教授 杉江 修治 先生
表会を行っていましたので、全体としての ４ 今年度の振り返り
成果の共有はできませんでした。グループ ５ 閉 会
交流の良さは、少人数で発表し合い質疑応 城東小学校長 水谷 茂 先生
答するので、一人一人に発表する機会があ
って参加度高くなるという点です。また、疑問点も気軽に聴くことができるというもあり
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ます。但し、グループとして伝えたいことが、きちんと全体に伝わっていたかというと、
若干、弱い部分も感じられました。そこで、今年度は、全体に伝えることを意識して、グ
ループの成果をまとめることに重点を置いた発表会にしました。

１ 開 会

☆ 杉江 修治 先生（概要）
・犬山市の授業改善がスタートして１０年目である。この授業研究会も１０年目を迎え
ているが、試行錯誤の研究会であった。

・私は、文科省の若手教員育成プログラムに参加している。若手が勉強できる地域とし
て、犬山は全国でも先進的な地域である。現場でのトレーニングが、ますます重要性
を増している。

・現在、若手が増えているが若手のトレーニングだけではなく、犬山全体の底上げが欠
かせない。

・今日は、１年間の成果をまとめて発表してくれるので楽しみにしている。この成果を
もとに、来年度の発展を来している。

☆ 間宮 明彦 先生（概要）
・研究会に来ると現場の空気を感じられて懐かしい思いがする。
・市教委からみると、犬山の「学びの学校づくり」も定着期に入っているように感じる。

良いことが定着していくためにも市教委の施策が重要になる。このような研修を広げ
ていくためにも市教委として様々な仕掛けも必要である。

・少人数学級と少人数授業、ＴＴによる授業、特別支援教育支援員など犬山としての仕
掛けを、どのように活用してもらえるか楽しみである。

・今日の発表会で学んだ成果を一人一人が学校に持ち帰って広げてほしい。

２ グループごとの発表

(1) 発表の方法は次のように決めた。
○ 各グループごとに発表し、他のグループは聴く形式で行う。その際、聴く側は発表内
容について感じたことを下記のような評価シートに記入し、それを発表終了後に発表グ
ループに渡した。

○ １グループの持ち時間は１５分とした。概ね発表１０分質疑応答５分とした。
○ 口頭発表を基本としたが、教育器機を使うグループも見られた。

(2) 発表内容は以下のとおりとした。
○ 研究の仮説、研究の方法、実践、考察を分かりやすく伝える。
○ 仮説の検証について十分に吟味し説得力あるものにする。統計的な資料提示があれば、

さらに説得力が増す。
○ 持ち時間を考慮し内容を精選する。研究の全容は実践資料としてまとめる「平成２３
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年度実践資料」を参照することにする。

成 果 発 表 会 評 価 シ ー ト

（ ）グループの発表を聴いて
氏名（ ）学校名（ ）

１研究の方法は仮説を立証するのに適切であったか。 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
２実践は効果的に行われ研究主題に迫るものであったか。 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
３考察は実践を生かしたものであり、授業改善につながる

ものになっていたか。 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
【感想】

Ａ：達成していた Ｂ：ほぼ達成していた Ｃ：やや不足していた Ｄ：不足していた

３ 指導・助言（概要）
中京大学教授 杉江 修治 先生

○ 授業研究会の取組は、自分の実践を見直し創り上げる契機になっている。子どものい
い姿を毎回見られるように創り上げてほしい。今回の発表を聴いていると、学び合おう
から高め合おうという視点が出てきているように感じる。全国的に学び合いが流行して
いるが、グループで話し合っていればよいというような風潮が広がっていることを懸念
している。

○ グループで話し合うという学級文化をつくっていることが重要である。これができて
いれば、子どもは進んで関わり高め合うことができる。成果を共有すれば次への高まり
も期待できる。

○ 今日の発表には一人一人の先生の工夫が盛り込まれている。これを次につないでいく
ことが重要である。その際に２つの視点がある。
・教師の仕掛け：子どもが主体的に取り組む仕掛けや成功させるための仕掛け作りが大

切である。このことにより自信をもって学びに取り組む子どもを育て
る。

・成功体験が必要：子どもには当然個人差があるので、できた・できないだけで測らな
いことが大切である。自分の発言を認められる、あるいは、人の発
言をしっかり聞く自分を意識することも自己肯定感を育てるもとに
なる。

このあたりのところも研究を積み重ねてほしい。
○ 話し合いの工夫も出てきた。遊びで使う言葉と授業で使う言葉は違うのであり、聞き
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流してもよい日常と聞かなくては自分が困る授業を意識させたい。要するに、いい加減
な態度はダメであることを、しっかりと分からせたい。

○ 今日の発表を聞いていて共通して使える工夫が見られた。理科の発表では、役割を与
えてグループ活動を活性化させる原理的なものがあった。国語では見通しをもたせて学
習に取り組む工夫があった。道徳では、授業だけでなく学級生活との一貫性を大事にし
ていた。協同的な学びの場は、道徳的な価値観を養う上でも重要な位置を占めている。

○ 今日の発表がまとめられて２３年度実践資料になるが、丹念に読み返して２４年度の
実践に生かしてほしい。各学校現場でも、今日発表された実践が広まってくれることを
期待したい。犬山に授業研究会の仕掛けがあるのは、とてもステキなことである。

４ 今年度の振り返り（抜粋）

(1) 今年度参加してプラスになったこと
○ 日常の授業について、各自が自信をもって実践していることを語り合い、そこから学

ぶことが多かった。次の日からの実践に生かすことができた。若い先生方のエネルギー
から学ぶことがたくさんあった。私のこれまでの実践が若い先生方の役に立つことがで
きたこともうれしく思っている。

○ ベテランの先生が同じグループにいてくださって、自分の知らない手法やアイデアを
教えていただいたことが良かった。また、自分が迷っている教材でアドバイスをいただ
けたことが良かった。

○ 授業実践をお互いに交流することができ、道徳の授業の進め方についてたくさん学ぶ
ことができた。一人では思い浮かばないようなこともあり、いろいろな人の進め方を取
り入れて次の授業に生かすことができた。

○ たくさんの実践資料を知ることができ、私もどんどん実践していきたいと思った。年
間を通して悩み、考えることで、よりその教科に向き合うことができた。失敗もあった
けど、自分が研究した分だけ、あるいはそれ以上に、驚くほどに子どもが１時間で成長
する姿を見ることができたこともある。それが私にとって、とても楽しいことだった。

○ 他の学校の先生方と悩みを共感し合い、その悩みを解決するための方法を話し合うこ
とができた。他校での取組を知ることができ、新しい方法を教えていただけたのもプラ
スになった。また、中学校の先生方と話し合えたことで、小学校での学習の大切さを改
めて感じることができた。

(2) 改善したいこと
○ 生徒に提示する課題の工夫や様々な実践に挑戦しようとする姿勢が、自分には不足し

ているように思う。研究会に参加することによって、生徒の実態を改めて見つめる中で、
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様々な課題や定着させたい力、定着させるために何があるか模索していかなければなら
ないと感じた。

○ 自分の実践の中で「授業効率が下がる」という問題点が浮かび上がってきたため、主
体的な学びを行いながらも、中学生として身に付けさせるべきことを徹底したいと思う。
校内研修はもちろんであるが、校外の授業を見る時間も増やしていきたい。

○ 毎時間「学び合い」「高め合い」の授業をするのは難しいと感じている。単元の中で１
・２時間そうした時間を取ってやっている。また、「学び合い」と「学力」の関係には感
心をもっている。中学校は、テストや受験があるので、学び合いをしながら学力を伸ば
していくにはどうしたらいいのか考えている。

○ この研究会自体がとても自主的・自発的なもので、積極的な先生方が集まり、その中
で一緒に研究できたことはとても貴重な経験となった。この実りある研究が、この場限
りのものとならないよう、もっと開かれた研究となるよう各学校で、この研究会の内容
を持ち帰り共有できる場があればと思う。

○ 研究会のために実践する、レポートにまとめるために実践するというのではなく、子
どもがすばらしい姿を見せてくれるために実践をし、すばらしい姿を見せた実践を記録
として残し、それを財産としていく。参加者にこのような自覚が大切である。はじめは
仕方なく参加してきた人たちが、この研究会を意義あるもの、楽しいものと感じられる
ような研究会にしていきたい。

(3) 感 想
○ 杉江先生のご指導やベテランの先生方にアドバイスをいただきながら取り組めたこと

が、貴重な経験になったと思う。手法ではなく「風土」といわれた学び合いを意識して
日々の生活の中で、共に育つ姿勢を大切にしていきたい。

○ 杉江先生のご指導は「ああ、なるほど」と腹にストンと落ちる言葉がたくさんあって
毎日の授業づくりの参考になった。この授業研究会で学んだことを、子どもたちに返し
ていけるよう日々の授業や学級経営に努力したい。

○ 最初は、テーマに対する実践がゲーム化していき、ゴールが見えない状態だったが会
を重ねるごとに「目指す子ども像」がより具体的なものになっていった。「こうしたらこ
うなる」と自分なりに真剣になって考え、思い切って実践したことで、よりたくさんの
ことを吸収できた。たいへん良い経験になった。杉江先生のご指導の中に、自分の実践
を肯定する部分もあったので、子どもと一緒で「やって良かった、少しは意味があった
なあ」と実感できた。

○ 今年は三浦先生に取りまとめをしていただき本当にありがたかった。明確なテーマが
固まるまでは、先行きが不安だったが、三浦先生に指導いただく中で、課題も明らかに
なり、私自身が主体的に研究に臨むことができた。他のメンバーの先生方の実践も興味
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深く、どんな授業だったのか思い浮かべることは楽しく、自分の実践に生かしたものも
少なくなかった。

○ 学び方を学ばせるということを常に考えながら授業づくりをしてきている現状がある
と思う。これは、子どもたちを真の学びに出会わせる方法論だと思います。とても大切
なことである。さらに学びを深化させていくためには、教科そのものの力を教師自身が
意識していくこたが大切であろうと思う。

○ 若い先生方の熱心な取組に感動した。本年度から犬山市にお世話になることになり、
私自身学ばなくてはならないことがたくさんある。今までの自分の実践や考え方を整理
して、次年度の本校の研究の方向性を定めていくのに、今日の機会は大変刺激になった。
杉江先生の「授業の言葉と遊びの言葉は違う」が印象に残った。子どもたちの言葉の力
を磨きたいと思う。そのための授業改善を次年度はどんどんと進めていくつもりである。

５ 閉 会

☆ 城東小学校長 水谷 茂 先生

○ この研究会で取り組んだ１年が有意義であったことを、今日の発表から改めて感じる
ことができた。時間的には大変つらいものがあったことと思うが、ここで学んだ教師と
そうでない教師とでは、教師としての意識に大きな違いが出てくるであろう。ぜひ、学
校の授業づくりの中核として活躍してほしい。

○ 授業研究会は、授業に特化して話し合いもつ喜びを感じることができる教師の集まり
である。常に自分が前向きでありたい、自分を磨くことが子どもを高めることにつなが
るという高い意識をもった教師集団である。犬山の誇りでもある授業研究会に、ぜひ、
来年度も参加して、継続的に研究してほしい。
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平成23年度 犬 山 市 授 業 研 究 会 同 人
指導者 杉江 修治（中京大学教授）
担当者 水谷 茂（犬山市立城東小学校長）
庶 務 井戸 真澄（犬山市立城東小学校教務主任）

所属学校名 会 員 氏 名

犬山北小学校 千田 初子 太田 育宏 加藤 千智

犬山南小学校 前田 実希 近藤 理恵

五味 公人 原 ゆみ子 松本 哲廣 西 沙織
城東小学校 溝口 修平 立田 美樹 河田 改 後藤眞之介

片山 富廣

今井小学校 渡邊 香織

栗栖小学校 宇佐見 聡志

羽黒小学校 山下 和紀 鈴木 達也 安藤 晶子

楽田小学校 新井 孝昇

東小学校 梅村 淳 野村 実香 梅谷 和幸

犬山西小学校 北原 佳奈

犬山中学校 三浦 光俊 福山 裕子 澤木 百合香 安藤 奈美
尾関 久美

城東中学校 伊藤 孝二 櫻井 由貴 佐藤 真里奈 吉田 朋広

南部中学校 鈴木 崇 山下 知子 野田 亜希 畑中 彩
竹下 望

東部中学校 深見 倫恵 土本 翔 吉野 愛美

犬山市授業研究会事務局：犬山市立城東小学校
〒 474-0094 犬山市大字塔野地字東屋敷１番地
℡（0568）61 － 2501 Fax（0568）63 － 0287

Ｅ-mail joutou@inuyama-aic.ed.jp ＵＲＬ http://www.inuyama-aic.ed.jp/jyoutous.h.p
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